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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

あり

内科学会活動 年間1-2題

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

１.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

⾓⽥ 恒和

循環器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.4現在）

開催

開催

開催予定

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催予定

開催予定

10回

治験センター

（2023.4現在）

100,530

191,033

JMECC

（2023.3現在）

（2023.3現在）

（2023.3現在）

14

32

32

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

総合病院 ⼟浦協同病院

【病院写真】

5内科剖検数（件） （2022年実績）

197,272

457,175

286

800

8内科系診療科数（科）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2023.4現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で学会発表を⾏っている。
・内科系学会の後援会等で学会発表を⾏っている。

・臨床研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与（当直業務給与や時間外業務給与を含む）、福利厚⽣（健康保
険、年⾦、住居補助、健康診断など）、労働災害補償などについては、当院の就業規則等に従う。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよう､⼥性⽤の更⾐室､仮眠室､シャワー室、当直室が整備されている。
・附属の保育園（ひまわり保育園）が利⽤可能である。

・内科指導医が32名在籍している。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・CPC を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。（2022年度開催実績10回）
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講の機会を与え、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・施設実地調査についてはプログラム管理委員会が対応する。

・カリキュラムに⽰す内科領域13 分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうち、すべての疾患群について研修できる。
・専攻研修に必要な剖検数については本院での実施の他、連携施設において補完もする。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本呼吸器内視鏡学会専⾨医制度認定施設、⽇本臨床細胞学会施設認定、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本救急医学会救急科専⾨医指定施設、⽇本⾎液学会認定
⾎液研修施設、⽇本透析医学会専⾨医制度認定施設、⽇本消化器病学会専⾨医制度認定施設、⽇本がん治療認定医機構認定研修施設、⽇本ペインクリニック学会指定研修施設、
⽇本⽪膚科学会認定専⾨医研修施設、⽇本消化器内視鏡学会認定専⾨医制度指導施設、⽇本消化器外科学会専⾨医修練施設、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本病理学会病理専⾨医
制度認定病院、⽇本産科婦⼈科学会卒後研修指導施設指定、⽇本整形外科学会認定医制度研修施設、⽇本眼科学会専⾨医制度研修施設、⽇本⿇酔学会認定⿇酔科認定病院、⽇本
泌尿器科学会専⾨医教育施設、⽇本⽿⿐咽喉科学会専⾨医研修施設、⽇本脳神経外科学会指定訓練場所、⽇本内科学会認定医制度教育病院、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本リハビ
リテーション医学会研修施設、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会研修施設、⽇本⼩児科学会⼩児科専⾨医研修施設、⽇本外科学会外科専⾨医制度修練施設、⽇本肝臓学会
認定施設、⽇本⼿の外科学会認定⼿の外科研修施設、呼吸器外科専⾨医認定機構基幹施設認定、三学会構成⼼臓⾎管外科専⾨医認定機構基幹施設、⽇本⼩児循環器学会認定⼩児
循環器専⾨医修練施設群認定、⽇本内分泌学会認定内分泌代謝科専⾨医制度認定教育施設、⽇本医学放射線学会認定放射線科専⾨医修練機関、⽇本静脈経腸栄養学会認定ＮＳＴ
稼動施設、⽇本栄養療法推進協議会認定ＮＳＴ稼動施設、⽇本脳卒中学会専⾨医認定制度研修教育病院、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本乳癌学会関連施設認定証、⽇本不整
脈学会･⽇本⼼電学会認定不整脈専⾨医研修施設、⽇本臨床腫瘍学会認定研修施設、⽇本⼩児神経学会⼩児神経専⾨医制度研修施設、⽇本放射線腫瘍学会認定協⼒施設、⽇本⼩児
外科学会専⾨医制度認定教育関連施設、⽇本⾷道学会認定⾷道外科専⾨医認定施設、⽇本⼩児科学会⼩児科専⾨医研修⽀援施設、⽇本医療機能評価機構認定病院、卒後臨床研修
評価機構認定病院、⽇本リハビリテーション医学会研修施設、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会研修施設、⽇本周産期・新⽣児医学会専⾨医制度 周産期新⽣児専⾨医暫
定研修施設、⽇本周産期・新⽣児医学会専⾨医制度 周産期⺟体･胎児専⾨医基幹研修施設、⽇本静脈経腸栄養学会栄養サポートチーム専⾨療法⼠認定規則 実地修練認定教育施
設

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できる。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができる。

当院では⼗分な指導体制を整備し、先⽣⽅に満⾜していただける後期研修を受けていただくことにより、優秀な内科専⾨医への途を歩んでいただきたいと考えています。
（１）地域基幹病院として、⽇本有数の症例数を誇り、内科領域のみでなく、1〜3次までの豊富な救急症例を経験可能です。新たに地上型ヘリポートも運⽤を開始しています。
（２）多くの指導医研修終了者を含め、各専攻科の複数の専⾨医が直接専攻医を指導するシステムをとることで、専攻医の経験症例の情報が共有でき、内科領域全体の研修がチームとして経験可能
です。
（３）学術⾯でもトップレベルの業績を上げている専⾨医が多く在籍し、症例検討から学会活動まで、幅広く指導しバランスのとれた研修をめざします。
（４）⼀⼈⼀⼈の専攻医に専属のメンターが付き、研修についてのみでなく、医師としての進路、悩みを含めた⾯倒⾒のよい研修を⽬指します。
（５）⼤学病院とも密接に連携し、臨床、教育、研究の各領域に精通した指導医を有し、専⾨医取得後も⼤学院への進路あるいはサブスペシャリティー選択、海外留学へのアドバイスまで幅広く指
導します。
（６）地域枠、修学⽣に配慮したプログラムについても配慮可能で、県北の主要病院とも連携して、専攻医に適した研修が可能です。
（７）⼥性医師が働きやすい環境に配慮しており、各専攻医の希望に配慮した研修が可能です。
（８）新病院（H28年３⽉１⽇開院）が完成し、ハード⾯では素晴らしい環境が整いました。先⽣⽅の⼒で新たな⼟浦協同病院の歴史を刻んでください。

⼈
数

⾓⽥ 恒和

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
液

神
経
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レ
ル
ギ
ổ

膠
原
病

感
染
症

救
急

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

あり
内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

２.

倫理委員会 開催
臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）
内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名
責任者診療科名

⼭本 貴信
循環器内科

外来患者数（⼈）
内科系病床数（床）
病床数（床） （2021.3.31現在）

開催
予定なし
開催予定

開催
開催CPC

CPCの開催回数
研修施設群合同カンファレンス
地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催予定
開催予定
6回

治験センター

（2021.3.31現在）

61,443
126,451

JMECC

（2021.3現在）
（2021.3現在）
（2021.3現在）

16
15
15

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む
内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会
医療安全講習会

JAとりで総合医療センター

11内科剖検数（件） （2019年度実績）

142,944
340,169

179
414
8内科系診療科数（科）

（2019年度実績）
（2019年度実績）
（2019年度実績）
（2019年度実績）
（2021.3.31現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

倫理委員会が設置されており、これまでも内科サブスペシャリティー科は、認可された臨床研究を精⼒的に⾏ってきており、今後も変わることはない。医師は年1
回以上の学会発表が義務付けられており、⽇本内科学会関東地⽅会も毎回演題登録を⾏って発表している。

臨床研修指定病院である、研修医⽤の居室がある。医師室では個⼈で持ち込んだパソコンでも通信できるような体制をとっており、電⼦媒体での⽂献検索が出来
るように病院で契約している。また紙媒体の⽂献検索もできるように図書室もある。安全衛⽣委員会が設置され、過剰時間外勤務者などへのメンタルヘルス管
理、指導を⾏っている。⼥性医師に対しては⼥性⽤当直室（シャワー完備）や保育所を設置して、安⼼して勤務できるように配慮している。

2021年度は消化器内科、循環器内科、呼吸器内科、腎臓内科、⾎液内科、神経内科、内分泌代謝内科、膠原病内科の常勤医がおり、全科にサブスペシャリティー
専⾨医と総合内科専⾨医が在籍している。その他に⾮常勤として⼼療内科、総合内科医が勤務し、筑波⼤学の感染症専⾨医も週1回勤務して院内症例のコンサル
テーションを引き受け、⼣⽅に勉強会も開催している。年間の剖検数は10件前後で、年6回前後のCPCを開催している。これまで医療安全、感染の職員勉強会は
年2回ずつ開催しており、専攻⽣も参加を義務付ける。今後は複数のプログラムに参加している専攻⽣が当院で研修を⾏うことになり、それぞれのプログラムの基
幹施設との連携や合同カンファレンス、地域参加型のカンファレンス等も積極的に開催して、多⾓的な眼をもった内科専⾨医を養成する。

内科8分野（内分泌と代謝を分けると9分野）で総合内科専⾨医、指導医が常勤して指導体制は整っているが、その他の分野の症例も多く、定められた症例数を当
院だけで経験することは可能であるが、補完する形での関連施設における研修を予定しており、⽇本内科学会が要求する基準は⼗分にクリアできる。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
総
合
内
科

消
化
器

肝
臓

循
環
器

内
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臓
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⾎
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ア
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ル
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ổ
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ウ
マ
チ

感
染
症

⽼
年
病

救
急

0 3 1 4 1 5 1 2 3 3 0 2 0 0 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会・認定医教育病院、⽇本循環器学会・認定循環器専⾨医研修施設、⽇本⼼⾎管インターベンション学会・認定研修関連施設、⽇本消化器病学会・専
⾨医制度認定施設、⽇本消化器内視鏡学会・認定指導施設、⽇本呼吸器学会・認定施設、⽇本腎臓学会・研修施設、⽇本⾼⾎圧学会・専⾨医認定施設、⽇本透析
医学会・教育関連施設、⽇本神経学会・教育施設、⽇本認知症学会・教育施設、⽇本⾎液学会・認定⾎液研修施設、⽇本がん治療認定医機構・認定研修施設、⽇
本脳卒中学会・認定研修教育病院、⽇本アレルギー学会・準教育施設、⽇本輸⾎・細胞治療学会I&A認定施設

病病連携、病診連携とも体制は整っており、さらに訪問看護ステーションも併設しているため、訪問診療も可能となっている。

症例の主治医、担当医となりながら、症例を受け持ち、検査、診断、治療を⾏いながら診療技術、技能を獲得することができると考えている。

専⾨医がいない科においても症例は豊富にあり、⾮常勤医師等から専⾨的な教育を受けることができ、当院で⽇本内科学会が要求する症例は経験することができ
る。

ＪＡとりで総合医療センターは、茨城県取⼿・⿓ヶ崎医療圏の基幹病院としての役割を果たすべく、東京医科⻭科⼤学と連携をとりながら診療を⾏っている。内
科系においては、すべてのサブスペシャリティー科で専⾨医を配置し、各診療科とも指導体制は整っている。また救急だけでなく、回復期、⽣活維持期の医療体
制も充実しており、1施設で全病期を理解することが出来る稀有な病院であると考えている。

⼈
数

⼭本 貴信

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
液
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ổ

膠
原
病

感
染
症

救
急

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

ひたちなか総合病院

【病院写真】

9内科剖検数（件） （2022年実績）

63,979

148,410

150

302

9内科系診療科数（科）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

3,310

6,227

JMECC

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

13

10

11

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

開催予定

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催

5回

治験センター

３.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

⼭内 孝義

循環器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.4現在）

あり

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

• 臨床研究に必要な図書室，写真室などを整備しています．
• ⽇⽴製作所病院統括本部合同で倫理委員会を設置し，定期的に開催（2022年度実績6回）しています
• 治験管理室を設置し，定期的に受託研究審査会を開催（2022年度実績12回）しています．
• ⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計3演題以上の学会発表（2022年度実績9演題）をしています．

• 初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です．
• 研修に必要な図書室とインターネット環境があります．
• ⽇⽴製作所所員として労務環境が保障されています．
• メンタルストレスに適切に対処する部署（臨床⼼理⼠が担当）があります．
• ハラスメント委員会が院内に整備されています．
• ⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように，休憩室，更⾐室，仮眠室，シャワー室，当直室が整備されています．
• 敷地内に院内保育所があり，利⽤可能です．

• 指導医は11名在籍しています（下記）．
• 内科専⾨研修プログラム管理委員会にて，基幹施設，連携施設に設置されている研修委員会との連携を図ります．
• 基幹施設内において研修する専攻医の研修を管理する内科専⾨研修管理委員会を設置しています．
• 医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（2022年度実績4回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
• 研修施設群合同カンファレンスを定期的に主催し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
• CPC を定期的に開催（2022年度実績5回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
• 地域参加型のカンファレンス（ひたちなか医師会臨床研究会（2022年度1回）実施）.
その他、キャンサボード（週１回）,内科症例検討会（週３回）,Web教育(3種)を定期的
に開催し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
• プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講（2022年度開催実績1回：受講者6名・JMECCディレクター在籍）を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
• ⽇本専⾨医機構による施設実地調査に教育･研修センターと内科専⾨研修管理委員会が対応します．
• 特別連携施設の専⾨研修では，電話や週1回の⽇⽴製作所ひたちなか総合病院での⾯談・カンファレンスなどにより指導医がその施設での研修指導を⾏います．

• カリキュラムに⽰す内科領域13領域のうち8領域の専⾨医が少なくとも1名以上在籍しており，定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています．
• 70疾患群のうちほぼ全疾患群について研修できます．
• 専⾨研修に必要な剖検（2022年実績9体，2021年9体）を⾏っています．
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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13 3 0 5 0 2 1 2 0 2 1 1 0 0 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名

領
域

⽇本内科学会認定教育病院
⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設
⽇本呼吸器学会認定施設
⽇本呼吸器内視鏡学会関連認定施設
⽇本アレルギー学会アレルギー専⾨医教育研修施設
⽇本消化器病学会関連施設
⽇本消化器学会関連施設
⽇本消化器内視鏡学会専⾨医制度指導連携施設
⽇本神経学会準教育施設
⽇本認知症学会教育施設
⽇本リウマチ学会教育施設
⽇本透析医学会教育関連施設
⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会
⽇本プライマリ・ケア連合学会認定研修施設            など

急性期医療だけでなく，超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療，病診・病病連携なども経験できます．

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を，実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます．

きわめて稀な疾患を除いて，研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域，70疾患群の症例を幅広く経験することができます．

⼭内孝義
【内科専攻医へのメッセージ】
 ⽇⽴製作所ひたちなか総合病院は，茨城県常陸太⽥・ひたちなか医療圏，唯⼀の総合病院であり、地域医療⽀援病院・がん診療連携拠点病院として地域医療を⽀えながら多様な症例を経験できま
す．また、様々な⼿技も数多く学べます。初期研修医も多く在籍し活気があります。常陸太⽥・ひたちなか医療圏，近隣医療圏にある連携施設・特別連携施設と協⼒して内科専⾨研修を⾏い，必要に
応じた可塑性のある地域医療にも貢献できる内科専⾨医を⽬指します．また、症例を掘り下げて検討し、臨床研究、CPCなどを通じてリサーチマインドを要請します.
主担当医として，⼊院から退院〈初診・⼊院〜退院・通院〉まで経時的に，診断・治療の流れを通じて，社会的背景・療養環境調整をも包括する全⼈的医療を実践できる内科専⾨医になります．

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
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器

⾎
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ổ

膠
原
病

感
染
症

救
急

◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎

臨床研究センター 予定なし

治験センター 予定なし

内科学会活動 活動予定

領
域

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない評

価

研修施設群合同カンファレンス 開催予定

地域参加型カンファレンス 開催

倫理委員会 開催

感染対策講習会 開催

CPC 予定なし

CPCの開催回数 0

JMECC 予定なし

医療倫理講習会 開催予定

医療安全講習会 開催

総合内科専⾨医数（⼈） 1 （2023.4現在）

内科剖検数（件） 0 （2022年実績）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ 2 （2023.4現在）

⼊院患者数（⼈） 2,596 （2022年実績）

内科系⼊院患者数（⼈） 1,506 （2022年実績）

【病院写真】

内科系診療科数（科） 5 （2023.4現在）

病床数（床） 160 （2023.4現在）

内科系病床数（床） 55 （2023.4現在）

外来患者数（⼈） 56,910 （2022年実績）

内科系外来患者数（⼈） 23,969 （2022年実績）

４. 常陸⼤宮済⽣会病院

責任者名 永⽥ 博之

責任者診療科名 内科
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・⽇本内科学会地⽅会などに年1題以上の学会発表を⽬標とします。
・専攻医が積極的に国内・国外の学会に参加・発表できるよう、学会参加費と交通費の  補助が受けられる病院規定を定めております。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち，総合内科、消化器分野で専⾨研修が可能です。

• 研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
• 済⽣会医師としての労務環境が保障されています。
• メンタルストレスに適切に対処する相談窓⼝があります。
• ハラスメントに適切に対処する相談窓⼝があります。
• ⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、更⾐室などが整備されています。
• 近隣に保育所があり利⽤可能です。

• 指導医は2名在籍しております。基幹施設のプログラム管理委員会と研修委員会と密接に連携し、管理と指導を仰ぎ、専攻医の研修に努めます。
• 医療安全と感染対策講習会を定期的に開催（年2回開催）し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。医療倫理においては研修施設群で開催
される際に専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
• 研修施設群合同カンファレンスやCPC開催に際しては専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
• 地域参加型のカンファレンスを定期的に開催（常陸⼤宮済⽣会病院症例検討会：年3回開催）し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。ま
た、その場での発表の機会も提供します。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
総
合
内
科

消
化
器

肝
臓

循
環
器

内
分
泌

腎
臓

糖
尿
病

呼
吸
器

⾎
液

神
経

ア
レ
ル
ギ
ổ

リ
ウ
マ
チ

感
染
症

⽼
年
病

救
急

1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

極めて稀な疾患を除き幅広い症例を経験できます。特に、⾼齢者に多くみられる、呼吸器・循環器・消化器・感染症・悪性腫瘍・脳卒中などの疾患は豊富に経験で
きます。

技術・技能評価⼿帳に⽰された内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。また、専攻医の希望に応じて、上下
部内視鏡やERCPなどの消化器系⼿技も指導します。

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できます。

⽇本内科学会認定教育関連施設
⽇本消化器病学会関連施設
⽇本消化器内視鏡学会指導連携施設
⽇本アレルギー学会認定アレルギー専⾨医教育研修施設
⽇本静脈経腸栄養学会認定NST稼働施設

指導責任者名 永⽥ 博之

茨城県北⻄部唯⼀の公的⼆次救急病院です。お若い⽅からお年寄り、急性期から慢性期まで総合内科的に対応します。中⼩規模の病院ですが、地域に根差し、信頼
される病院づくりを⽬指しております。茨城県や常陸⼤宮市および近隣市町村との協⼒関係も厚く、施設・設備も充実しております。外科や⼩児科など他科との垣
根も低く、相談しやすい環境です。地域から求められる医療を、専攻医の皆さんが主体的に⾏うことで「やりがい」を感じ、その積み重ねが「⾃信」につながりま
す。それらの経験を通して、専攻医の「ライフワーク」とすべきものが⾒えてくるはずです。その過程を応援していきたいと思います。お互いに切磋琢磨できれば
と思います。

領
域

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ○ ○ ○ ○ ◎

秀和総合病院

【病院写真】

1内科剖検数（件） （2022実績）

59,281
125,388

150
350

8内科系診療科数（科）

（2022実績）
（2022実績）
（2022実績）
（2022実績）
（2023.4現在）

（2023.4現在）

38,936
68,087

JMECC

（2023.4現在）
（2023.4現在）
（2023.4現在）

12
17
29

総合内科専⾨医数（⼈）※常勤医のみ

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む
内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会
医療安全講習会 開催

開催
予定なし

開催
開催CPC

CPCの開催回数
研修施設群合同カンファレンス
地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催
開催
年1回

治験センター

５.

倫理委員会 開催
臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）
内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名
責任者診療科名

安達 進
循環器内科

外来患者数（⼈）
内科系病床数（床）
病床数（床） （2023.4現在）

あり
内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・倫理委員会が設置されている。
・経験症例について⽂献を検索して症例報告を⾏っている。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に学会発表を⾏っている。
・内科系学会の後援会等で学会発表を⾏っている。

・臨床研修指定病院である。研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・給与、福利厚⽣（健康保険、厚⽣年⾦、健康診断など）、労働災害補償などについては、当院の規則による。
・労働衛⽣および災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。
・専攻医が安⼼して勤務できるよう更⾐室、シャワー室、当直室が整備されている。
・院内保育室（キッズルームSHUUWA）が利⽤可能である。

・臨床研修委員会を設置して、院内で研修する専攻医の研修を管理している。
・定期的（毎週１回）に開催する各診療科あるいは内科合同カンファレンスを通じて、担当症例の病態や診断過程の理解を深めることができる。
・CPC を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間を配慮している。
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に開催、専攻医に受講を義務付け、そのための時間を配慮している。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に開催、専攻医に受講を義務付け、そのための時間を配慮している。
・専攻医にJMECC受講の機会を与え、そのための時間を配慮している。
・救急の内科外来と当直医としての内科領域救急診療、更に当直医としての病棟急変等の経験を積むことができる。

・カリキュラムに定める内科領域13 分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうち、各年次の到達⽬標に応じた疾患群について研修できる。
・専攻研修に必要な剖検数については当院で実施の他、連携施設においても補完を⾏う。

16



5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳（常勤医のみ）
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 安達 進

領
域

⽇本内科学会認定医制度教育関連病院、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会研修関連施設、⽇本腎臓学会研修施
設、⽇本透析医学会専⾨医制度認定施設、⽇本呼吸器学会関連施設、⽇本呼吸器内視鏡学会関連認定施設、⽇本アレルギー学会アレルギー専⾨医準教育研修施設、
⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本内分泌学会認定教育施設、⽇本消化器病学会認定施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本⼤腸肛⾨病学会関連施設、⽇本静
脈経腸栄養学会栄養サポートチーム専⾨療法⼠認定実地修練認定教育施設、⽇本栄養療法推進協議会・NST（栄養サポートチーム）稼動施設、⽇本静脈経腸栄養学
会・NST（栄養サポートチーム）稼動施設、「栄養管理・ＮＳＴ実施施設」栄養管理・ＮＳＴ実施施設、病態栄養専⾨医研修認定施設、⽇本リウマチ学会教育施設
認定など

⽼⼈保健施設、福祉介護施設、診療所を含む地域医療システムを理解し、地域医療を実践することができる。メディカルソーシャルワーカー、地域の福祉施設など
⽇常の診療活動で連携している内容も研修することができる。

内科専⾨医に必要な臨床技術・治療を学ぶことができる。特にプライマリ・ケアの場⾯で頻会に遭遇する主訴にどのように対応し、検査・治療を進めるか実際の症
例に基づき幅広く経験することができる。

70疾患群の症例の中で、総合内科、腎臓、循環器、内分泌、代謝、呼吸器、消化器などの症例を幅広く経験することができる。

 埼⽟県東部の地域医療を担う基幹病院の⼀つとして、きわめて活動的に医療に取り組んでいます。今までに築きあげた実績から地域住⺠の⽅々から信頼され、急
性期医療、がん医療、緩和医療健診センター業務まで幅広く展開し、より専⾨性が⾼く質の⾼い医療を提供できる急性期対応型病院として機能しています。最新医
療機器や最新電⼦カルテシステムも備えています。病院は全職員が快適に仕事に取り組むことができる環境にあり、医師、看護師、コメディカルスタッフが⼀丸と
なって、実りあるチーム医療を習得し、展開しています。救急医療や地域医療にも貢献し、救急患者は原則断らず、指導医の下で研修医の救急患者対応教育も積極
的に⾏っています。

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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◎

予定なし

内科学会活動 活動予定

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

６.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

市川 忠

脳神経内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2017.1現在）

開催

開催予定

予定なし

開催

予定なしCPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

予定なし

0

治験センター

（2017.1現在）

10,311

26,161

JMECC

（2017.1現在）

（2017.1現在）

（2017.1現在）

2

5

5

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

埼⽟県総合リハビリテーションセンター

0内科剖検数（件） （2015実績）

7,081

19,037

50

120

2内科系診療科数（科）

（2015実績）

（2015実績）

（2015実績）

（2015実績）

（2017.1現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・当センター内単独で、あるいは東京医科⻭科⼤学関連教室と連携しての臨床研究が可能である。
・臨床倫理委員会が設置されている。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会での発表を計画している。
・国際学会を含む内科系学会で年間４題の学会発表を⾏っている。（2015年度実績）

・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与（当直業務給与や時間外業務給与を含む）、福利厚⽣（健康保
険、年⾦、住居補助、健康診断など）、労働災害補償などについては、本学の就業規則等に従う。
・メンタルストレスに適切に対処する部⾨として産業医が配置されている。
・ハラスメント防⽌対策委員会が設置されている。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよう､⼥性医師⽤の更⾐室､仮眠室､シャワー室、当直室が整備されている。職員⽤の休憩室も整備されている。

・⽇本神経学会専⾨医５名、⽇本認知症学会専⾨医が４名いる。
・研修委員会を設置予定であり、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・研修施設群合同カンファレンスの参画を予定しており、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスの定期的参画を予定しており、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講の機会を与え、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・施設実地調査についてはプログラム管理委員会が対応する。
・特別連携施設は当院の近隣施設であり、施設責任者と指導医の連携が可能である。

・カリキュラムに⽰す内科領域のうち神経領域で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうち、すべての疾患群について研修できる。
・当センターで剖検の実績はないため、連携施設において補完もする。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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2 5

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本神経学会認定教育施設、⽇本認知症学会認定教育施設、⽇本リハビリテーション医学会認定教育施設

認知症地域連携ネットワークの主体となっており、地域包括⽀援センター、開業医、他病院との連携が可能で、認知症患者の地域ケアについて経験可能である。

神経疾患の診断に必要な電気⽣理検査（神経伝導検査、筋電図検査）、神経⽣検及び筋⽣検を経験できる。また、脳⾎流検査を主体となって検査、分析ができる。

神経領域の９領域すべての経験ができる。病院の性質上、急性期の診療担当は困難であるが、回復期や慢性期での治療やリハビリの経験ができる。

当センターでは、神経変性疾患の診断治療と在宅療養の⽀援について学習することができます。東京医科⻭科⼤学などの急性期病院では経験できない回復期リハビ
リテーションも⾏っており、神経疾患の診断、治療および療養や地域⽀援などを系統だって学ぶことができます。また地域（上尾市）の認知症診療の機関病院とし
て、認知症の診断、治療や地域との連携を体験できます。

⼈
数

市川 忠

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
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器
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代
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⾎
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

草加市⽴病院

【病院写真】

5内科剖検数（件） （2020年度実績）

92,030

190,932

混合病床

380

8内科系診療科数（科）

（2020年度実績）

（2020年度実績）

（2020年度実績）

（2020年度実績）

（2022.1現在）

（2022.1現在）

45,066

94,150

JMECC

（2022.1現在）

（2022.1現在）

（2022.1現在）

12

12

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

開催予定

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

2回

治験センター

７.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

⽮内 常⼈

消化器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.1現在）

予定なし

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・⽇本内科学会地⽅会での学会発表はありませんでした。（2020年度実績）
・内科系各専⾨領域で年間16題の学会発表を⾏っている。（2020年度実績）

・臨床研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与（当直業務給与や時間外業務給与を含む）、福利厚⽣（健康保
険、年⾦、住居補助、健康診断など）、労働災害補償などについては、本学の就業規則等に従う。
・メンタルストレスに適切に対処する部署が経営管理課にある。
・ハラスメント委員会が草加市役所に設置されている。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよう､⼥性医師⽤の更⾐室､シャワー室、当直室が整備されている。
・院内保育室が利⽤可能である。

・内科指導医が12名在籍している。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・CPC を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。（2015年度開催実績2回）
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講の機会を与え、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・施設実地調査についてはプログラム管理委員会が対応する。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうち、すべての疾患群について研修できる。
・専攻研修に必要な剖検数については当院で実施の他、連携施設において補完もする。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳（2021年度）
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11 3 3 6 4 4 2 3 1 0 0 1 0 0 2

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 ⽮内 常⼈

領
域

⽇本内科学会認定内科専⾨医教育関連病院、⽇本⾎液学会認定⾎液研修施設、⽇本糖尿病学会教育関連施設、⽇本循環器学会循環器専⾨医研修施設、⽇本不整脈学
会、⽇本⼼電学会認定不整脈専⾨医研修施設、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会研修関連施設、⽇本消化器外科学会専⾨医修練施設、⽇本消化器内視鏡学会
指導施設、⽇本消化器病学会認定施設、⽇本呼吸器学会専⾨医制度認定施設、⽇本リウマチ学会教育施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本透析医学会教育関連施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できる。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができる。

当院は埼⽟東部医療圏の中⼼的な急性期病院です。同医療圏は総⼈⼝112万⼈（2010年）の⼤都市型⼆次医療圏でありながら⼈⼝10万⼈に対する医師数が全国平均
の2/3と医療過疎地域であるため、⼀⼈の医師が急性期から慢性期まで幅広い疾患群を数多く経験できます．多様な症例を熟練した指導医のもとで順次経験すること
によって，疾患や病態に関する標準的な知識や技能を修得し，リサーチマインドの素養をも⾝に着けることが可能です．また，知識や技能に偏らず，患者の抱える
多様な背景に応じ柔軟で全⼈的な医療を実践できる能⼒を持つ内科専⾨医を育成します．

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

さいたま⾚⼗字病院

【病院写真】

6内科剖検数（件） （令和４年度実績）

153,584

352,737

264

638

11内科系診療科数（科）

（令和４年度実績）

（令和４年度実績）

（令和４年度実績）

（令和４年度実績）

（令和５年４⽉現在、混合病棟含む）

（令和５年４⽉現在）

84,659

200,879

JMECC

（令和５年４⽉現在）

（令和５年４⽉現在）

（令和５年４⽉現在）

33

35

35

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

5回

治験センター

8.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

甲嶋 洋平

肝胆膵内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （令和５年４⽉現在）

あり

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床研究に必要なコンピューターソフト等を図書室に準備している。
・臨床倫理委員会（年12回程度）を設置し定期的に開催している。
・治験事務局を設置し定期的に治験審査委員会（年10回程度）を開催している。
・⽇本内科学会講演会あるいは地⽅会に年3演題以上を発表している。

･初期臨床研修制度基幹型研修病院である。
･研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
･さいたま⾚⼗字病院常勤嘱託医として労務環境が補償されている。
･安全衛⽣委員会にてメンタルストレス、ハラスメントに適切に対している。
･⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよう、休憩室、更⾐室、仮眠室、シャワー室、当直室が整備されている。
･敷地内に院内保育所があり、利⽤可能である。

･指導医は35名在籍している。
･内科専⾨研修プログラム管理委員会にて連携施設に設置されている研修委員会との連携を図る。
・内科専⾨研修委員会にて専攻医の研修を管理する。
・医療倫理、医療安全、感染症対策講習会を定期的に開催し､専攻医に受講を義務づけ、そのための時間的余裕を与える。
・CPCを定期的に開催し、専攻医に参加を義務づけ、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型カンファランスを定期的に開催し、専攻医に受講を義務づけ、そのための時間的余裕を与える。
・全専攻医にJMECC受講の機会を与え、専攻医に受講を義務づけ、そのための時間的余裕を与える。
･⽇本専⾨医機構による施設実地調査にはさいたま⾚⼗字病院臨床研修センターが対応する。
・指導医の在籍していない施設の指導体制・・・テレビ電話等

・カリキュラムに⽰す内科領域１３分野のうち全分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうちほぼ全疾患群について研修できる。
・専⾨研修に必要な剖検（令和４年度６体、令和３年度13体）を⾏っている。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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33 7 2 11 0 2 2 7 2 2 2 2 0 0 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 甲嶋 洋平

領
域

⽇本内科学会認定医制度教育病院、⽇本消化器病学会基幹研修施設、⽇本循環器病学会研修施設、⽇本呼吸器病学会認定施設、⽇本⾎液学会研修施設、⽇本腎臓学
会基幹研修施設、⽇本神経学会教育施設、⽇本リウマチ学会研修施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本⼤腸肛⾨病学会基幹研修施設、⽇本透析医学会認定施
設、⽇本脳卒中学会認定研修教育病院、⽇本糖尿病学会認定教育施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢化社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携を経験できます。特に近接医療圏、他県医療圏の連携施設にて郊外、過疎地
域での地域医療を経験できることも本プログラムの特徴です。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することが出来ます。

極めて稀な疾患を除いて､研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することが出来ます。

さいたま⾚⼗字病院は埼⽟県さいたま市地区医療圏にある中⼼的な急性期病院です。背景⼈⼝が⼤きいため症例は豊富であり､あらゆる種類の急・慢性疾患、あらゆ
る背景を有する患者さんを経験することが可能です。初期臨床研修での経験をさらに深め、主治医として主体的に医療に参加しながら医師としての資質をさらに深
めていただきたく思います。埼⽟県⼩川⾚⼗字病院、群⾺県原町⾚⼗字病院等とも連携し郊外型地域医療を経験し、⾼齢化の進む⽇本の都市部でも地域でも活躍で
きる視野の広い内科専⾨医の養成をめざすことが本院のプログラムの特徴です。先進的な医療は同じ医療圏の⾃治医⼤さいたま医療センター、さいたま市⽴病院等
との連携で幅広く厚く経験でき、subspeciality研修へ準備とすることも可能となっています。

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
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器
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器
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⾎
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原
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◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

９.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

塩尻 俊明

内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床）

125,931

開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

16回

治験センター あり

JMECC

（2022年度実績）

（2023.4現在）

24

28

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

内科学会活動 年間3題以上

地⽅独⽴⾏政法⼈総合病院国保旭中央病院

【病院写真】

57内科剖検数（件） （2022年度実績）

173,029

614,840

310

989

12内科系診療科数（科）

273,645
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

•臨床研究に必要な図書室、写真室などを整備しています。
•倫理委員会を設置し、定期的に開催（2022年度実績6回）しています。
•治験管理室を設置し、定期的に治験委員会を開催（2022年度実績10回）しています。
•⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計3演題以上の学会発表（2022年度実績5演題）をしています。

•初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です。
•研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
•法⼈職員として労務環境が保障されています。
•メンタルストレスに適切に対処する部署（職員健康相談センター）があります。
•ハラスメント委員会が院内に設置されています。
•⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、⼥性医師専⽤の休憩室、更⾐室、仮眠室、シャワー室、当直室が整備されています。
•敷地内に院内保育所があり、利⽤可能です。

•指導医が28名在籍しています。
•内科専攻医研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります。
•医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（2022年度実績 医療倫理1回、医療安全14回、感染対策2回）し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間
的余裕を与えます。
•研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
•CPC を定期的に開催（2022年度実績16回）し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
•地域参加型のカンファレンスを定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。

•カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち全分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています。
•70疾患群のうち全疾患群（少なくても60以上の疾患群）について研修できます。
•専⾨研修に必要な剖検（2022年度実績57体、2021年度実績58体、2020年度実績62体）を⾏っています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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内
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器
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24 7 1 6 2 3 2 2 2 5 2 3 1 0 9

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医制度教育病院 ⽇本消化器病学会認定施設
⽇本消化器内視鏡学会指導施設 ⽇本消化管学会胃腸科指導施設
⽇本胆道学会認定指導医制度指導施設 ⽇本超⾳波医学会認定超⾳波専⾨医制度研修施設
⽇本リウマチ学会教育施設 ⽇本透析医学会専⾨医制度認定施設
⽇本腎臓学会研修施設 ⽇本アレルギー学会アレルギー専⾨医教育研修施設
⽇本呼吸器学会認定施設 ⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設
⽇本不整脈⼼電学会認定不整脈専⾨医研修施設 ⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会認定研修施設
⽇本神経学会認定准教育施設 ⽇本糖尿病学会教育関連施設
⽇本がん治療認定医機構認定研修施設
など

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できます。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができます。

•旭中央病院は、千葉県東部の中⼼的な基幹病院であるとともに、地域の病診・病病連携の中核であり、⾼度先進医療だけでなく地域に根ざした最前線病院です。
•⾼度先進医療や難解な症例を担い、⼤学病院と同等の機能を有しています。地域がん診療連携拠点病院であり、また緩和ケア病棟を有していることから、⾼度先進
医療を含めたがん患者への全⼈的医療を地域に提供しています。救命救急センターでは、年間約44,000⼈の患者が来院し、24時間体制で⼀次から三次救急まですべ
ての救急患者を受け⼊れています。内科病床数310床で年間約8000⼈を越える内科⼊院患者を誇ります。臨牀と病理の照合、結びつきを重視しており、内科の年間
の剖検数は、2022年度は57体に及び、毎⽉CPCが開催されています。

⼈
数

領
域

指導責任者名 塩尻 俊明

29



1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
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化
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⾎
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◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

予定なし

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

１０.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

江原 淳

総合内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.3現在）

開催

開催

予定なし

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催

4

治験センター

（2022.3現在）

51,357

104,559

JMECC

（2022.3現在）

（2022.3現在）

（2022.3現在）

16

30

30

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

東京ベイ・浦安市川医療センター

【病院写真】

10内科剖検数（件） （2021年度実績）

73,734

172,707

130

344

8内科系診療科数（科）

（2020年度実績）

（2020年度実績）

（2020年度実績）

（2020年度実績）

（2022.3現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

•臨床研究に必要な図書室などを整備しています．
•倫理審査委員会を設置し，定期的に開催（2021年度実績12回、審査95件）しています．
•⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計5演題以上の学会発表（2021年実績16演題）をしています．

•初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です．
•研修に必要な図書室とインターネット環境があります．
•東京ベイ・浦安市川医療センター専攻医として労務環境が保障されています．
•メンタルストレスに適切に対処する部署（委員会および診療⽀援課）があります．
•ハラスメント委員会が東京ベイ・浦安市川医療センターに整備されています．
•⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように，休憩室，更⾐室，仮眠室，シャワー室，当直室が整備されています．
•職員⽤保育所があり，利⽤可能です．

•指導医は30名在籍しています．
•内科専⾨研修プログラム管理委員会（統括責任者（ともに総合内科専⾨医かつ指導医）にて，基幹施設，連携施設に設置されている研修委員会との連携を図りま
す．
•基幹施設内において研修する専攻医の研修を管理する研修管理委員会と医師・研修管理室を設置しています．
•医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（2021年度実績8回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•CPC を定期的に開催（2021年度実績4回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•地域参加型のカンファレンス（地域医療講演会，ミニ循環器学会，救急プレホスピタル勉強会，消化器病カンファレンス等；）を定期的に開催し，そのための時間
的余裕を与えます．
•プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講(2020 年度 1 回:受講者 6 名)を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•⽇本専⾨医機構による施設実地調査に医師・研修管理室が対応します．

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち全分野（少なくても7分野以上）で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています（上記）．
•70疾患群のうちほぼ全疾患群（少なくても35以上の疾患群）について研修できます（上記）．
•専⾨研修に必要な剖検（2019年度実績14体，2020年度5体）を⾏っています．
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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16 2 0 8 1 4 1 1 0 0 1 1 1 0 10

内科以外 内科以外 内科以外 内科以外

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）
⽇本アレルギー学会アレルギー専⾨医教育研修施設認定
⽇本リウマチ学会教育施設
⽇本感染症学会研修施設
⽇本緩和医療学会研修施設
⽇本集中治療医学会研修施設
⽇本循環器学会循環器専⾨医研修施設
⽇本消化器内視鏡学会指導施設
⽇本消化器病学会認定施設
⽇本消化管学会胃腸科指導施設
⽇本腎臓学会研修施設
⽇本超⾳波医学会研修施設
⽇本透析医学会教育関連施設
⽇本内科学会教育病院
⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会研修施設
⽇本不整脈⼼電学会不整脈専⾨研修施設
⽇本救急医学会救急科専⾨医指定施設
⽇本病院総合診療医学会認定施設

急性期医療だけでなく，超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療，病診・疾病連携なども経験できます．

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を，実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます．

きわめて稀な疾患を除いて，研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域，70疾患群の症例を幅広く経験することができます．

東京ベイ・浦安市川医療センターは千葉県東葛南部地区の中⼼的な急性期病院です．年間救急搬送受け⼊れ台数は千葉県内でもトップレベルであり，豊富な急性期
疾患かつ市中病院ならではのコモンディジーズを幅広く経験できます．患者層も若年〜超⾼齢者まで幅広く様々です．当院では総合内科チームが全ての内科系⼊院
症例を担当し，症例ごとに各専⾨科がコンサルタントとしてチームに加わる体制をとっています。初期・後期・若⼿指導医の屋根⽡式の教育体制に加え、さらに各
チームにそれぞれ総合内科指導医と各専⾨科指導医が並列で加わる2⼈指導医体制により，幅広い視野と深い考察という⾮常にバランスの取れた指導を受けることが
できます．
またこの体制により総合内科ローテートでも各科サブスペシャリティ研修と⽐較して遜⾊のない、⼗分な症例経験が可能です。また専⾨科研修では更にサブスペ
シャリティに特化した研修(⼿技やコンサルト業務等)を⾏います。
 設⽴当初から幅広く質の⾼い内科研修を⾏うことを⽬的に構築された、⾃信を持ってお勧めできる研修体制です。皆様のご応募をお待ちしております。

⼈
数

江原 淳

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
液

神
経

ア
レ
ル
ギ
ổ

膠
原
病

感
染
症

救
急

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ △ △ △ △ ◎ ◎

予定なし

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

１１.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

⼩林 和郎

循環器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.1現在）

開催

予定なし

予定なし

開催

予定なしCPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

予定なし

ｘ回

治験センター

（2022.1現在）

28,498

41,536

JMECC

（2022.1現在）

（2022.1現在）

（2022.1現在）

7

5

7

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

柏市⽴柏病院

【病院写真】

0内科剖検数（件） （2020年度実績）

73,888

127,447

120

200

7内科系診療科数（科）

（2020年実績）

（2020年実績）

（2020年実績）

（2020年実績）

（2022.1現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計３演題以上の学会発表をしている。

・臨床研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。
給与（当直業務給与や時間外業務給与を含む）、福利厚⽣（健康保険、年⾦、住居補助、健康診断など）、
労働災害補償などについては、当院の就業規則等に従う。
・メンタルストレスに適切に対処するため、相談窓⼝及び⼼の健康づくり計画推進体制を整備している。
・衛⽣委員会においてハラスメント防⽌対策に取り組み、苦情等の相談窓⼝を設置している。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよう､⼥性医師⽤の更⾐室､個別の当直室が整備されている。
・院内の保育施設（ひまわり保育室）が利⽤可能である。

・内科指導医が7名在籍している。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・CPC を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
 開催が困難な場合には、期間施設で⾏うCPC、もしくは⽇本内科学会が企画するCPCの受講を専攻医に義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。

・カリキュラムに⽰す内科領域13 分野のうちいずれかの分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
総
合
内
科

消
化
器

肝
臓

循
環
器

内
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病
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⾎
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染
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年
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救
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5 6 3 4 1 0 3 1 0 0 0 0 0 0 1

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本糖尿病学会認定教育関連施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本消化器病学会専⾨医制度関連施設、⽇本呼吸器学会関連施設、⽇本内科学会認
定医制度教育関連施設、⽇本内分泌学会認定教育施設、⽇本肝臓学会関連施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本不整脈⼼電学会不整脈専⾨医研修施設、⽇本
⼼⾎管インターベンション治療学会研修関連施設

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができる。

柏市⽴柏病院は、東京医科⻭科⼤学を基幹とする初期研修プログラムと連携し、これまで多くの研修医を受け⼊れてきました。医療の最先端を担う内科医から、地
域の中核病院で優れた専⾨診療を⾏う医師まで幅広い内科医の育成に努めています。
新制度のもとでは、関連病院と連携しさらに質の⾼い効率的な内科研修を提供し、広い視野、内科全体に対する幅広い経験とすぐれた専⾨性を有する内科医を育成
するプログラムに寄与して参ります。

⼈
数

⼩林 和郎

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
液
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経
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膠
原
病

感
染
症

救
急

◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ △ ◎ ○ ○ ◎ ◎

予定なし

内科学会活動 年間1-2題

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

１２.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 設置予定

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

濱井 彩乃

総合診療科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.3現在）

開催

開催

予定なし

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催

10

治験センター

（2022.3現在）

1,231

2,685

JMECC

（2023.3現在）

（2023.3現在）

（2023.3現在）

3

7

10

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

安房地域医療センター

【病院写真】

1内科剖検数（件） （2022年実績）

6,930

18,015

100

149

11内科系診療科数（科）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022.3現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床倫理委員会が設置されている。
・基幹施設である⻲⽥総合病院において臨床試験管理センターが設置されている。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で2題の学会発表を⾏っている。（2014年度実績）

・協⼒型臨床研修病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与（当直業務給与や時間外業務給与を含む）、福利厚⽣（健康保
険、年⾦、住居補助、健康診断など）、労働災害補償などについては、本学の就業規則等に従う。
・メンタルストレスに適切に対処する部⾨が設置されている。
・ハラスメント防⽌対策委員会が設置されている。
・学内の保育園（ひまわり保育園）が利⽤可能である。

・内科指導医が7名在籍している。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・ＣＰＣを定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。（2019年度開催実績10回）
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医にＪＭＥＣＣ受講の機会を与え、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診察している。
・70疾患群のうち、68疾患群について研修できる。
・専攻研修に必要な剖検数については連携施設において補完する。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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3 1 1 2 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会教育関連施設、循環器専⾨医研修関連施設、病院総合診療医学会認定施設
⽇本透析医学専⾨医制度教育関連施設、⽇本神経学会専⾨医制度における准教育施設と認定

急性期医療だけではなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できる。

技能・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、68疾患群の症例を幅広く経験することができる。

救急医療も担う地域中規模病院です。専⾨科は総合病院と⽐べ少ないですが、総合診療科があり幅広い疾患の対応を⾏っています。地域の病院や診療所との連携
や、⻲⽥総合病院との連携を⾏い、地域医療の中で重要な役割を果たしています。在宅⽀援病院として訪問診療も⾏っており、退院⽀援にも⼒を⼊れています。

⼈
数

濱井 彩乃

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器
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泌

代
謝
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⾎
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

⻲⽥総合病院

41内科剖検数（件）

（2022年度実績）

37,596

77,162

425

917

15内科系診療科数（科）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2023.1現在）

（2023.1現在）

10,090

21,319

JMECC

（2023.1現在）

（2023.1現在）

（2023.1現在）

20

35

41

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催

10回/年

治験センター

１３.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

松村 昭彦

循環器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.1現在）

あり

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床研究審査委員会が設置されている。
・治験管理センターが設置されている。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で４題の学会発表を⾏っている。（2015年度実績）
・内科系学会の学会等で年間２３３題の学会発表を⾏っている。（2015年度実績）

・臨床研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与（当直業務給与や時間外業務給与を含む）、福利厚⽣（健康保
険、年⾦、住居補助、健康診断など）、労働災害補償などについては、本学の就業規則等に従う。
・メンタルストレスに適切に対処する部⾨として職員厚⽣課が設置されている。
・ハラスメント防⽌対策委員会が設置され、各部に苦情相談員が置かれている。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよう､⼥性医師⽤の､更⾐室､仮眠室､シャワー室、当直室が整備されている。
・学内の保育園（⻲の⼦保育園、Ｋスクエア）が利⽤可能であり病児保育も利⽤可能である。

・内科指導医が３０名在籍している。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・CPC を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。（2015年度開催実績９回）
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講の機会を与え、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・施設実地調査についてはプログラム管理委員会が対応する。
・連携施設は当院の近隣施設であり、施設責任者と指導医の連携が可能である。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうち、すべての疾患群について研修できる。
・専攻研修に必要な剖検数については本院での実施の他、連携施設において補完もする。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 松村 昭彦

領
域

⽇本内科学会認定医制度教育病院、⽇本病理学会研修認定病院 A、⽇本呼吸器内視鏡学会専⾨医制度認定施設、⽇本消化器内視鏡学会専⾨医制度指導施設、⽇本救
急医学会救急科専⾨医指定施設、⽇本⾎液学会専⾨医制度研修施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本透析医学会専⾨医制度認定施設、⽇本糖尿病
学会認定教育施設、⽇本神経学会専⾨医制度教育施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本プライマリ・ケア学会認定医研修施設、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本アレル
ギー学会認定教育施設、⽇本放射線腫瘍学会認定協⼒施設、⽇本⼼⾎管インターベンション学会認定研修施設、⽇本消化器病学会専⾨医制度認定施設、⽇本肝臓学
会認定施設、⽇本超⾳波医学会認定超⾳波専⾨医研修施設、⽇本臨床細胞学会認定施設、⽇本静脈経腸栄養学会認定NST稼動施設、⽇本脳卒中学会専⾨医認定制度
研修教育病院、⽇本リウマチ学会教育施設、⽇本⽼年医学会認定施設、⽇本内分泌学会内分泌代謝科認定教育施設、⽇本感染症学会感染症専⾨医研修施設、⽇本臨
床腫瘍学会認定研修施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できる。研修施設群には、東⽇本⼤震災の被災地である福島県浜通
りの相双医療圏の機関である南相⾺市⽴総合病院が含まれているため,地域基幹施設としての研修に加えて、仮設や復興住宅に住む住⺠の健康管理、内部被ばく検診
など、地域に密着した災害医療を研修することができる。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができる。

⻲⽥総合病院は370年の歴史を持ち、千葉県南部の基幹病院として、優れた⼈材、⾼精度機器を導⼊・駆使し、急性期医療を担っており、集中治療部⾨（ICU、
CCU、ECU、 NCU、NICU）を整備し急性期⾼度医療の提供に⼒を注いでいます。
全34科、⼀般病床865床、精神52床の⾼度急性期病院であり、救命救急センター、総合周産期⺟⼦医療センター、基幹災害医療センター、地域がん診療連携拠点病
院、地域医療⽀援病院等、千葉県南部におけるほぼすべての公的医療サービスの指定を 受け、その重責を担っています。もちろん内科専攻医プログラムの「研修⼿
帳」に定められた70疾患群を⾃施設で全て経験できます。
実際、⼊院患者数は内科系だけで１万弱、⼿術数は年間１万件を超えております。当院を基幹病院とする独⾃の内科専⾨医研修プログラムを予定しているため当院
をローテーションすることで⻲⽥総合病院のプログラムの専攻医とも交流を図ることができます。

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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あり

内科学会活動 活動予定

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

１４.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

中野 美代⼦

呼吸器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.3.現在）

開催

開催

予定なし

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催予定

開催予定

2回

治験センター

（2023.3.現在）

22,560

40,056

JMECC

（2023現在）

（2023現在）

（2023現在）

5

5

5

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

三楽病院

1内科剖検数（件） （2023年実績）

58,520

138,054

80

199

5内科系診療科数（科）

（2023年実績）

（2023年実績）

（2023年実績）

（2023年実績）

（2023.3.現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床倫理委員会が設置されています。
・臨床試験管理委員会が設置されています。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会で、定期的な学会発表を⽬標としています。
・内科系学会で講演会等で年間4題の学会発表を⾏っています。（2015年度実績）

・初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です。
・図書室とインターネット環境があります。
・三楽病院レジデントとして労務環境が保障されています。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、更⾐室・シャワー室・当直室が整備されています。
・ハラスメント委員会が病院内に整備されています。
・⺠間の保育所が病院近傍にあります。

・指導医が9名在籍しています。
・内科専攻医研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携をはかります。
・医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（2015年度実績 医療倫理 0回 医療安全 2回 感染対策2回）し、専攻医に受講を義務づけ、そのため
の時間的余裕を与えます。
・CPCを定期的に開催（2015年度実績2回）し専攻医に受講を義務づけ、そのための時間的余裕を与えます。

カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち、消化器科・総合内科・呼吸器科・で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています。また、他分野でも、専⾨研修
が可能な症例数のうちの多くの割合の症例数を診療しています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医制度教育関連病院、⽇本消化器病学会認定医制度施設、⽇本消化器内視鏡学会専⾨医指導施設、⽇本肝臓学会認定施設、⽇本循環器学会認定循
環器専⾨医研修関連施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本⾼⾎圧学会専⾨医認定施設、⽇本⾎液学会認定医に関わる研修施設、⽇本病態栄養学会、栄養管理・
NST実施施設

急性期、慢性期を問わず、地域に根ざした医療・病診連携、また終末期医療等についても経験ができます。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を実際の症例に基づきながら幅広く経験できます。

研修⼿帳にある13領域70疾患群のうち、主に⼀般病院で遭遇することが多い疾患を幅広く経験できます

三楽病院は神⽥駿河台の地で設⽴83年の伝統を有する病院です。千代⽥区の⼀般病院として診療を⾏う⼀⽅、近隣の⼤学病院や地域医療機関とも密な連携を常に保
ちながら、地域医療の担い⼿として診療の充実をはかっています。研修では主に⽇常遭遇することが多い⼀般的な内科疾患を経験しますが、消化器、循環器、糖尿
病・代謝科の各科では専⾨的な研修を受けることも可能です。病院内各科との連携もスムーズであり、効率の良い診療が⾏えます。

⼈
数

中野 美代⼦

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

設置予定

設置予定

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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九段坂病院

【病院写真】

1内科剖検数（件） （2022年実績）

26,913

89,610

44

257

4内科系診療科数（科）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2023.4現在）

7,052

55,497

JMECC

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

8

4

6

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

開催

開催予定

2回

治験センター

内科学会活動 年間1-2題

CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

予定なし

開催

開催

１５.

倫理委員会 開催

臨床研究センター

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

⽯渡 庸夫

内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.4現在）

（2023.4現在）

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

45



3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・東京医科⻭科⼤学⼤学院では内科系診療科に関連する講座が開設され、附属機関に難治疾患研究所も設置されていて臨床研究が可能である。
・臨床倫理委員会が設置されている。
・臨床試験管理センターが設置されている。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会で学会発表を⾏っている。
・内科系学会の後援会等で学会発表を⾏っている。

・臨床研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与（当直業務給与や時間外業務給与を含む）、福利厚⽣（健康保
険、年⾦、住居補助、健康診断など）、労働災害補償などについては、本学の就業規則等に従う。
・メンタルストレスに適切に対処する部⾨が設置されている。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよう､⼥性医師⽤の更⾐室､仮眠室､シャワー室、当直室が整備されている。

・内科指導医が6名在籍している。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・CPC を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。（2020年度開催実績1回）
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講の機会を与え、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・施設実地調査についてはプログラム管理委員会が対応する。
・特別連携施設は当院の近隣施設であり、施設責任者と指導医の連携が可能である。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうち、全ての疾患群について研修できる。
・専攻研修に必要な剖検数については本院での実施の他、連携施設において補完もする。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 ⽯渡 庸夫

⽇本内科学会認定医教育施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本消化器病学会専⾨医制度認定施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本呼吸器学会認定施設、
⽇本アレルギー学会認定教育施設、⽇本認知症学会認定研修施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できる。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができる。

当院は、都⼼にありながら皇居のお堀に⾯しているため緑が多く、患者の療養環境にも⾮常に良い⽴地となっています。医師としての⼈格を涵養し、医学・医療の
果たすべき社会的役割を意識しつつ、⽇常診療で頻繁に遭遇する負傷⼜は疾病に適切に対応できるよう、基本的な診療能⼒（態度・技能・知識）を⾝につけるもの
とする。また、中規模病院ながら、都⼼の地域医療をあわせて担っていることが特徴である。内科の常勤医は10名（指導医6名）で、消化器・呼吸器・代謝内分泌・
脳神経のほか内科全般にわたり研修を⾏える環境にあります。中規模病院なので診療科間のコミュニケーションは良く、他科コンサルなどのやり取りは、⾮常にス
ムーズに⾏えます。医師のみならず、パラメディカルとの連携も密に図っており、⾮常に働きやすい環境となっていると思います。

⼈
数

領
域
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

開催

開催

開催

12回/年

開催予定

予定なし

開催

あり

あり

年間1-2題

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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× × × × × × ◎ × × × × × ×

⻁の⾨病院

11内科剖検数（件） （令和4年度）

10,307

620,088

414

819

15内科系診療科数（科）

（令和4年度）

（令和4年度）

（令和4年度）

（令和4年度）

（令和4年度）

126,892

228,268

JMECC

（令和4年度）

（令和4年度）

（令和4年度）

51

77

77

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

治験センター

内科学会活動

CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

１６.

倫理委員会

臨床研究センター

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

森 保道

内分泌代謝科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （令和4年度）

（令和4年度）

詳細については作成中
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

可能な限り、⽇本内科学会および関連する学会の学術集会で演題発表をします。

•初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です。
•研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
•国家公務員共済組合連合会⻁の⾨病院常勤医師として労務環境が保障されています。
•メンタルストレスに適切に対処する部署（健康管理室）に産業医おります。
•ハラスメント相談員・相談窓⼝が整備されています。
•⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように，休憩室，更⾐室，シャワー室，当直室が整備されています。
•院内保育所があります。

指導医が77名在籍しています。
•内科専⾨医研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります。
•医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催し，専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます．
•研修施設群合同カンファレンス（2023年度予定）を定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
•CPC を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます．

内科研修カリキュラムは、総合内科、消化器、循環器、内分泌、代謝、腎臓、呼吸器、⾎液、神経、アレルギー、膠原病および類縁疾患、感染症、救急の13領域か
ら構成させています。⻁の⾨病院には、総合内科とアレルギー以外の独⽴した診療科があり、消化器は消化管・胆膵・肝臓内科の各領域をカバーしています。ま
た、各分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 宮本 篤

⽇本内科学会認定内科専⾨医教育病院
⽇本⾎液学会認定医研修施設
⽇本内分泌学会認定教育施設
⽇本糖尿病学会認定教育施設
⽇本動脈硬化学会認定専⾨医認定教育施設
⽇本胸部疾患学会認定医制度認定施設（内科・外科系）
⽇本消化器病学会認定医制度認定施設
⽇本消化器内視鏡学会認定指導施設
⽇本肝臓学会認定医制度認定施設
⽇本超⾳波医学会認定超⾳波専⾨医研修施設
⽇本脳卒中学会研修教育病院
⽇本⽼年医学会認定施設
⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設
⽇本腎臓学会研修施設
⽇本透析医学会認定医制度認定施設

⻁の⾨病院（基幹病院）において症例経験や技術取得を積み重ねることと並⾏して、連携施設において、地域住⺠に密着し、病院間連携や病院間連携や病診連携を
実践する⽴場を経験することにより、地域医療の経験を積みます。そのため本プログラムでは⻁の⾨病院分院（川崎市⾼津区）、三宿病院（東京都⽬⿊区）の地域
に密着した中規模医療施設での研修を可能としています。これらの施設には、⼗分な指導医が確保されており、それぞれの施設において特⾊のある研修が遂⾏でき
る体制が構築されています。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を，実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

きわめて稀な疾患を除いて、研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある 13 領域，70 疾患群の 症例を幅広く経験することができます。

呼吸器センター内科の特徴は、全体⼊院数に対して間質性肺疾患などの⾮悪性腫瘍の割合が他の施設よりも⾼いことです。当科に在籍する呼吸器学会指導医はその
subspecialityが肺がん、間質性肺疾患/HRCT、慢性閉塞性肺疾患/喘息/呼吸⽣理、肺感染症と多岐に渡っていることも特徴です。EBUSやクライオ⽣検といった専⾨
性の⾼い内視鏡技術も実施可能であり、年間総計280件程度の実績があります。診療・診断・治療において各専⾨領域バランスよく、かつ⽇本・世界トップレベルを
⽬指して臨床を展開しており、チームの⼀員として前期研修医、内科専攻医の先⽣⽅には積極的に関わっていただいています。また、症例報告を各学会で発表して

いただき、志のある⽅には英⽂で論⽂を作成していただいています。年１〜２⼈の⽅が英⽂paperを発表されています。また、⽇本呼吸器学会などで統計解析を⽤い
たoriginal studyを発表する⽅もいらっしゃいますし、志がある⽅には欧⽶の国際学会で発表するチャンスもあります。研修は内科専⾨医研修とともに呼吸器内科専
⾨医の連動研修が可能です。研修制度上の制約がいくつかありますが、呼吸器内科関連領域であるリウマチ膠原病科、感染症科、循環器内科などにローテーション
していただくこともできますし、国⽴がん研究センターなどで研修することもできます。⻁の⾨病院呼吸器センター内科のHPをご覧いただけますと、参考になるか

もしれません。皆様と⼀緒に働くことができることを楽しみにしています。
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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◎ ○

あり

内科学会活動 年間1-2題

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

１７.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

上嶋 徳久

循環器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.4現在）

開催

開催

予定なし

開催

開催予定CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

予定なし

予定なし

0

治験センター

（2023.4現在）

17,196

17,196

JMECC

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

8

5

6

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

⼼臓⾎管研究所附属病院

0内科剖検数（件） （2022年度実績）

55,952

55,952

74

74

2内科系診療科数（科）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2023.4現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・⽇本循環器学会総会に計39題採択（JCS2023）
・臨床試験管理室を設置するとともに、倫理委員会、治験審査委員会、利益相反管理委員会を毎⽉開催

・⽇本循環器学会循環器専⾨医研修施設、⽇本内科学会認定医教育関連特殊施設、⽇本不整脈学会認定不整脈専⾨医研修施設など
・施設内インターネット環境あり
・コンプライアンス委員会、スピークアップ窓⼝等設置
・⼥性専⽤の更⾐室、シャワー室、仮眠室あり

・指導医6名在籍
・専⾨医研修管理委員会を毎⽉1回開催
・コンプライアンス、医療安全、感染対策に関する研修を定期的に開催
・カンファレンス、CPCの受講推奨

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち「循環器」の分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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8 11

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本循環器学会循環器専⾨医研修施設
⽇本内科学会認定医教育関連特殊施設
⽇本超⾳波医学会認定超⾳波専⾨医研修施設
⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会認定研修施設
⽇本不整脈学会認定不整脈専⾨医研修施設

急性期医療だけでなく、⼼不全など精査加療を⽬的とした病診・病病連携なども経験できます。

技術・技能評価⼿帳の「循環器」に記載のある各項⽬

研修⼿帳（疾患群項⽬）の「循環器」に記載のある疾患群

⼼臓⾎管研究所付属病院は、循環器専⾨病院ならではの貴重な症例も経験することができ、循環器をサブスペシャリティとして希望する専攻医の⽅に充実した研修
⽣活を送っていただけるものと考えております。
スタッフ⼀同、より良い研修⽣活のサポートをするべく努⼒しております。循環器を志向する熱意ある専攻医の⽅をお待ちしております。

⼈
数

上嶋 徳久

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
液
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ル
ギ
ổ

膠
原
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感
染
症

救
急

○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ○ △ ○ ○

あり

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

１8.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

笠井 昭吾

総合診療科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2017.1現在）

開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

5回

治験センター

（2021.3現在）

3,629

9,202

JMECC

（2021.3現在）

（2021.3現在）

（2021.3現在）

16

17

17

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

JCHO東京⼭⼿メディカルセンター

10内科剖検数（件） （2019年実績）

133,103

271,770

154

418

7内科系診療科数（科）

（2019年実績）

（2019年実績）

（2019年実績）

（2019年実績）

（2021.3現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計1演題以上の学会発表（2019年度実績 5演題）をしています．

•初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です．
•研修に必要な図書室とインターネット環境があります．
•当院任期付職員（レジデント）として労務環境が保障されています．
•メンタルストレスに適切に対処する部署（健康管理室）があります．
•ハラスメント委員会が整備されています．
•⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように，休憩室，更⾐室，仮眠室，シャワー室，当直室が整備されています．
•敷地内に院内保育所はないが，専攻医が利⽤を希望した場合は，保育施設との提携も含め，専攻医が仕事と育児の両⽴をできるよう病院としてサポートします．

•指導医が17名在籍しています．
•内科専攻医研修委員会を設置して，施設内で研修する専攻医の研修を管理し，基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります．
•医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（2019年度実績 医療倫理1回，医療安全2回，感染対策2回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間
的余裕を与えます．
•研修施設群合同カンファレンス（2021年度予定）を定期的に参画し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•CPC を定期的に開催（2019年度実績5回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•地域参加型のカンファレンス：医療連携講演会（2019年度実績1回）を定期的に開催し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．

カリキュラムに⽰す内科領域13 分野のうち，総合内科，消化器，循環器，内分泌・代謝，腎臓，呼吸器，⾎液，および救急の9分野で定常的に専⾨研修が可能な症
例数を診療しています．
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
総
合
内
科
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器
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救
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16 6 1 7 0 2 1 3 2 0 2 0 2 0 2

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医制度教育病院、⽇本アレルギー学会認定準教育施設、⽇本感染症学会認定研修施設、⽇本⾎液学会認定研修施設、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇
本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本消化器病学会認定施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本透析医学会認定医制度認定施
設、⽇本消化器内視鏡学会認定指導施設、⽇本呼吸器内視鏡学会認定施設、⽇本肝臓学会認定施設、⽇本消化管学会胃腸科指導施設、⽇本がん治療認定医機構認定
研修施設、⽇本不整脈学会・⽇本⼼電学会認定不整脈専⾨医研修施設、⽇本超⾳波医学会認定超⾳波専⾨医制度研修施設、⽇本⼤腸肛⾨病学会専⾨医修練施設、⽇
本脳卒中学会認定研修教育病院、⽇本ﾌﾟﾗｲﾏﾘｹｱ連合学会認定施設、⽇本病院総合診療医学会認定施設、エイズ治療拠点病院、東京都災害拠点病院  など

急性期医療だけでなく，超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療，病診・病病連携なども経験できます．都市部ならではの「地域密着型の研修」を⾏ないます．

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を，実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます．

きわめて稀な疾患を除いて，研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある11領域，59疾患群（神経・膠原病以外）の症例を経験することができます．

当院内科は総勢約30名の各臓器別専⾨領域医師で構成され、患者数3000名以上と国内屈指の診療実績を誇る炎症性腸疾患センターをはじめとして、各専⾨領域で多
くの専⾨医を有し、それぞれの領域で⾼いレベルの医療を提供しています。そして、⾼い専⾨性を有しつつ、その中で「総合内科」として1つの科にまとまってお
り、専⾨領域間の「垣根が低い」のではなく「垣根がない」チームワーク・総合⼒を持っています。スペシャリストが集まり、チームとして⾏う総合診療は、他の
病院にはない、当院総合内科の⼤きな特徴です。総合内科として初診外来、救急診療、地域連携、研修医教育を⾏うとともに、地域医療・介護機関と連携し地域包
括ケアの実践と、総合医マインドを持った研修医の育成に努めています。東京の中⼼、新宿で60年以上の⻑い歴史で培ってきた地域医療機関との連携を⽣かした、
「地域密着型」の研修を⾏います。

⼈
数

笠井 昭吾

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

（2021.4現在）
（2021.4現在）
（2021.4現在）
（2020年度実績）
（2020年度実績）
（2020年度実績）
（2020年度実績）

2） 指導医・専⾨医数情報

（2020.4現在）
（2020.4現在）
（2020.4現在）

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
液
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ổ

膠
原
病
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染
症

救
急

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ △ △ △ ◎

評価（4段階評価）
◎研修できる
○時に経験できる
△ほとんど経験できない
×まったく経験できない

領
域

評
価

１９.

倫理委員会 開催
臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）
内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名
責任者診療科名

若井　幸子
腎内科

外来患者数（⼈）
内科系病床数（床）
病床数（床）

開催
開催
開催予定

開催
開催CPC

研修施設群合同カンファレンス
地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催
開催
5回

9
4
9

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む
内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会
医療安全講習会

内科学会活動 年間3題以上
治験センター

JMECC

CPCの開催回数

東京都保健医療公社 ⼤久保病院

【病院写真】

9内科剖検数（件） （2020年度実績）

45,232
91,231

140
304

6内科系診療科数（科）

2,376
4,747

57



3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計３演題以上の学会発表(2015年度実績4演題)を予定している。

・初期臨床研修制度基幹型研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・東京都保健医療公社⾮常勤職員として労務環境が保障されている。
・メンタルヘルスに適切に対処する研修がある。
・ハラスメント研修を実施している。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように､休憩室､更⾐室､仮眠室､シャワー室、当直室が整備されている。

・指導医が14名在籍している。
・内科専攻医研修委員会を設置して,施設内で研修する専攻医の研修を管理し,基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
･医療倫理・医療安全･感染対策講習会を定期的に開催(2015年度実績 医療倫理2回、医療安全14回、感染対策5回)し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的
余裕を与える。
・研修施設群合同カンファレンス(2017年度予定)を定期的に参画し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・CPCを定期的に開催(2015年度実績5回)し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に開催(2015年度実績 内科、整形外科、外科、婦⼈科、コメディカル、看護部等)し､専攻医に受講を義務付け､そのため
の時間的余裕を与える。

カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち、膠原病、⾎液を除く、総合内科、消化器､循環器、内分泌､代謝､腎臓､呼吸器､神経､アレルギー､感染症および救急の分
野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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12 2 1 3 2 7 3 1 0 2 1 0 0 0 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医制度教育病院／⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設／⽇本不整脈学会・⽇本⼼電学会認定不整脈専⾨医研修施設／⽇本消化器病学会専
⾨医制度認定施設／⽇本肝臓病学会認定施設／⽇本消化器内視鏡学会専⾨医制度指導施設／⽇本糖尿病学会認定教育施設／⽇本呼吸器学会認定関連施設／⽇本透
析医学会専⾨医制度認定施設／⽇本腎臓学会研修施設／⽇本神経学会准教育施設／⽇本臨床腫瘍学会認定研修施設／⽇本がん治療認定医機構認定研修施設ほか

急性期医療だけでなく､腎移植や超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療､病診･病病連携なども経験できます。

技術･技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術･技能を､実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

きわめて稀な疾患を除いて､連携施設と協⼒し研修⼿帳(疾患群項⽬表)にある13領域､70疾患群の症例を幅広く経験することができます。

⼤久保病院は東京都区⻄部医療圏の中⼼的な急性期病院であり、東京医科⻭科⼤学内科専⾨研修プログラムの連携施設として内科専⾨研修を⾏い、内科専⾨医の
育成を⾏います。

⼈
数

領
域

指導責任者名 若井　幸子
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科
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⾎
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○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

あり

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

２０.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

三浦 義治

脳神経内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.3現在）

開催

開催

予定なし

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

10回

治験センター

（2022.3現在）

5,626

13,863

JMECC

（2022.1現在）

（2022.1現在）

（2022.1現在）

25

35

39

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

東京都⽴駒込病院

【病院写真】

18内科剖検数（件） （2021年実績）

4,283

14,862

385

815

12内科系診療科数（科）

（2020年実績）

（2020年実績）

（2020年実績）

（2020年実績）

（2022.3現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計１演題以上の学会発表(2021年度実績：関東地⽅会7演題,総会2演題)を予定している。院内に臨床研究⽀援室も設置
されていて臨床研究が可能である。臨床倫理委員会および倫理員会が設置されている。

・初期臨床研修制度基幹型研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・東京都⾮常勤医師として労務環境が保障されている。
・メンタルストレスに適切に対処する部署(庶務課)がある。
・ハラスメント相談窓⼝が庶務課に整備されている。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように､休憩室､更⾐室､仮眠室､シャワー室、当直室が整備されている。
・敷地内に院内保育所があり、利⽤可能である。

・指導医が30名在籍している。
・内科専攻医研修委員会を設置して,施設内で研修する専攻医の研修を管理し,基幹 施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催(2014年度実績：医療倫理１回、医療安全研修会9回、感染対策講習会3回) し､専攻医に受講を義務付け､その
ための時間的余裕を与える。
・研修施設群合同カンファレンス(2022年度予定)を定期的に参画し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・CPCを定期的に開催(2021年度実績：10回)し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンス(2021年度実績：地区医師会・駒込病院研修会10回)を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。

カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち、総合内科､消化器、腎臓､呼吸器､⾎液､神経、アレルギー、膠原病、感染症の9分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を
診療している。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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25 13 3 2 1 4 3 4 9 3 1 1 3 0 1

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定内科専⾨医教育病院、⽇本リウマチ学会教育施設、⽇本肝臓学会認定施設、⽇本消化器内視鏡学会認定指導施設、⽇本アレルギー学会認定施設、
⽇本消化器病学会認定施設、⽇本輸⾎細胞治療学会認定医制度指定施設、⽇本呼吸器学会認定医制度認定施設、⽇本腎臓学会認定施設、⽇本⾎液学会認定⾎液研修
施設、⽇本透析医学会認定医制度認定施設、⽇本神経学会認定医制度教育施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本内分泌学会内分泌代謝科認定教育施設、⽇本臨
床腫瘍学会認定研修施設、⽇本感染症学会モデル研修施設、⽇本プライマリケア関連学会認定医研修施設、⽇本腎臓学会専⾨医制度研修施設、⽇本胆道学会指導施
設

急性期医療だけでなく､超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療､病診･病病連携なども経験できます。

技術･技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術･技能を､実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

きわめて稀な疾患を除いて､研修⼿帳(疾患群項⽬表)にある13領域､70疾患群の症例を幅広く経験することができます。

東京都⽴駒込病院は総合基盤を備えたがんと感染症を重視した病院であるとともに、東京都区中央部の２次救急病院でもあります。都⽴駒込病院を基幹施設とする
内科専⾨研修プログラムの達携施設として内科専⾨研修を⾏い、内科専⾨医の育成を⾏います。

⼈
数

瀬⼾⼝ 京吾

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要

1） 診療科数・病床数・患者数情報

（2023.4⽉現在）

（2023.4⽉現在）

（2023.4⽉現在）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

2） 指導医・専⾨医数情報

（2023.4⽉現在）

（2023.4⽉現在）

（2023.4⽉現在）

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

永寿総合病院

10内科剖検数（件） （2022年実績）

81,494

183,337

217

400

8内科系診療科数（科）

6,981

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床）

3,119

JMECC

15

27

38

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

開催

開催予定

5回

治験センター 設置予定

CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催

開催

開催

開催

領
域

評
価

２１.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

吉⽥ 英雄

消化器内科
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床研究が可能である。
・臨床倫理委員会が設置されている。
・臨床研究センターが設置されている。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計5演題以上の学会発表を⾏っており、他に内科系学会において毎年40〜50題の学会発表を⾏っている。

・臨床研修指定病院である。臨床研修医が14−１6名在籍している。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与（当直業務給与や時間外業務給与を含む）、福利厚⽣
（健康保険、年⾦、住居補助、健康診断など）、労働災害補償などについては、当院の就業規則等に従う。
・メンタルストレスに適切に対処するために、産業医、精神科医を中⼼に、安全衛⽣委員会、研修委員会の⽀援、協⼒のもとに⼗分な産業衛⽣活動、研
修管理の徹底を⾏っている。
・ハラスメント防⽌対策委員会が設置され、苦情相談員が置かれている。院外委員もおいている。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよう､⼥性医師⽤の休憩室､更⾐室､仮眠室､シャワー室、当直室が整備されている。
・病院の⾄近距離にある協⼒保育施設が利⽤可能である。

・病院の総医師数は約110名であり、内科を含めた病院内指導医は約70名在籍している。
・内科専攻医研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し，基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に各複数回開催している。専攻医には受講を義務付けており、そのための時間的余裕も与える。
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・CPC を定期的に開催し（年5回以上）、専攻医には受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講の機会を与え、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・施設実地調査についてはプログラム管理委員会が対応する。
・特別連携施設として、総合診療に特化した台東区⽴台東病院と、北海道知床半島の僻地医療を担う斜⾥町国⺠健康保険病院における専⾨研修の場を提
供している。

・カリキュラムに⽰す内科領域13 分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうち、すべての疾患群について研修できる。
・専攻研修に必要な剖検数については当院での実施で⼗分経験ができるが、他の連携施設において補完可能である。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 ⽩井 俊孝

⽇本内科学会認定医制度教育病院
⽇本消化器病学会認定施設
⽇本消化器内視鏡学会認定指導施設
⽇本呼吸器学会認定施設
⽇本呼吸器内視鏡学会認定施設
⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設
⽇本⾎液学会認定研修施設
⽇本神経学会専⾨医制度認定教育施設
⽇本脳卒中学会認定研修教育病院
⽇本認知症学会教育施設
⽇本頭痛学会准教育施設
⽇本糖尿病学会認定教育施設
⽇本感染症学会認定研修施設
⽇本緩和医療学会専⾨医認定制度認定研修施設
⽇本救急医学会専⾨医指定施設
⽇本病理学会研修登録施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できる。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができる。

永寿総合病院は、交通の要衝である上野駅から徒歩 5-6 分圏内の好⽴地にあり、慶應⼤学医学部中核関連病院として優秀なスタッフを有し、多くの研修
医や専修医(専攻医)を受け⼊れてきました。このたび、東京医科⻭科⼤学医学部との連携も⾏い、より質の⾼い専⾨研修の場を提供できるように努⼒して
いく所存です。救急医療においては、コロナ禍の時期を除くと、年間約 4000台の救急⾞を受け⼊れ、台東区の基幹病院として地域医療に貢献しておりま
す。⽇本内科学会認定医制度教育病院としての実績があり、内科専⾨研修の基幹施設としての役割を果たしています。屋根⽡⽅式の研修を基本とし、上
級医に気軽に相談できる環境を整え、医療安全にも配慮しながら専攻医の⽴場に⽴った臨床研修を⽬指しております。コモンディジーズから専⾨性の⾼
い疾患に⾄るまで、経験することができ、医学⽣の教育にも関与できる場を提供しています。学会発表の場を経験して、臨床医としてのスキルを磨くこ
とができます。主担当医として主体的に現場における医療を実践していくことが可能です。内科専⾨医をめざして、効果的に研修を⾏うことができるこ
とはもちろんですが、「働き⽅改⾰」を念頭に、病院勤務で疲弊することのない理想的な勤務環境の実現に配慮しています。全⼈的医療を実践できる幅
広い臨床能⼒を培う場を提供したいと考えております。

⼈
数
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域
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

同愛記念病院

9内科剖検数（件） （2017年度実績）

89,115

282,269

139

403

7内科系診療科数（科）

（2015年度実績）

（2015年度実績）

（2015年度実績）

（2015年度実績）

（2010.1現在）

（2019.1現在）

36,598

94,812

JMECC

（2019.1現在）

（2019.1現在）

（2019.1現在）

10

12

12

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

開催予定

開催予定

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

8回

治験センター

２２.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 設置予定

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

⼿島 ⼀陽

消化器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2019.1現在）

設置予定

内科学会活動 年間1-2題

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・⽇本内科学会関東⽀部例会などでの積極的な学会発表をしています。
・臨床研究にあたり、倫理委員会が設置され定期的に開催しています。
・治験委員会が設置され、定期的に開催しています。

・臨床研修制度基幹型臨床研修病院です。
・研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
・同愛記念病院として適切な労務環境が保障されています。
・メンタルストレス・ハラスメントに適切に対処する部署が設置されています。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよう､⼥性医師⽤の休憩室､更⾐室､仮眠室､シャワー室、当直室が整備されています。
・院内保育施設があり、利⽤可能です。

・内科学会指導医は12名在籍しています。
・内科専⾨研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります。
・医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・CPC を定期的に開催します。
・地域参加型のカンファレンス(墨⽥連携症例検討会）を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち、内分泌・神経・膠原病を除く10分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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6 3 0 2 2 2 2 1 3 0 1 0 0 0 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 ⼿島 ⼀陽

領
域

臨床研修指定病院、⽇本内科学会認定医制度教育施設、⽇本循環器学会指定循環器専⾨医研修施設、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会認定研修関連施設、⽇
本消化器病学会認定施設、⽇本肝臓学会専⾨医制度認定施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本⾎液学研修施設、⽇本腎臓学会
研修施設、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本アレルギー学会認定教育施設、⽇本感染症学会認定教育施設、⽇本医学放射線学会専⾨医修練機関、⽇本病理学会病理専
⾨医研修施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢化社会に対応した地域に根差した医療、病診・病病連携なども経験できる。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域のうち少なくとも11領域、56疾患群の症例を幅広く経験することができる。

同愛記念病院の歴史は、1923年(⼤正12年)に発⽣した関東⼤震災に際し、⽶国⾚⼗字社が中⼼となり募集を⾏った義援⾦の⼀部をもとに、被災⺠や貧困者を救援す
る⽬的で、⺟体となる旧財団が設⽴されたことに遡ります。東京都区東部医療圏の急性期病院であり、現在も、その設⽴の趣旨を全うし、常に地域の要請に応えら
れる病院を⽬指しています。内科専⾨研修は、各科とも熱⼼な指導医・上級医の指導のもとで⾏われ、中規模病院ならではの、外科系各科、放射線科、病理科など
との緊密で機動的な連携が可能な点も魅⼒的です。

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

東京都⽴墨東病院

【病院写真】

11内科剖検数（件） （2020実績）

110,422

341,714

219

729

5内科系診療科数（科）

（2020.1実績）

（2020.1実績）

（2020.1実績）

（2020.1実績）

（2020.1現在）

（2020.1現在）

76,951

233,936

JMECC

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

32

38

38

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

予定なし

6回

治験センター

２３.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 設置予定

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

藤ヶ﨑 浩⼈

内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2021.4現在）

あり

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床研究に必要な図書室などを整備している。
・倫理委員会を設置し、定期的に開催(2022年度実績12回)している。
・治験管理室を設置し、定期的に受託研究審査会を開催(2022年度実績12回)している。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計3演題以上の学会発表をしている(2022年度実績9演題)

・初期臨床研修制度基幹型研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。専攻医は⼤医局に机、椅⼦、ロッカー等完備している。
・東京都医員（⾮常勤）として労務環境が保障されている。
・メンタルストレスに適切に対処する部署(庶務課職員担当)がある。
・ハラスメント委員会が東京都庁に整備されている。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、更⾐室、仮眠室、シャワー室、当直室が整備されている。
・敷地内に院内保育所があり、病児・病後児保育も利⽤可能である。

・指導医は38名在籍している(下記)。
・内科専⾨研修プログラム管理委員会(統括責任者(副院⻑)、プログラム管理者(診療部⻑)(ともに総合内科専⾨医かつ指導医);専⾨医研修プログラム委員会にて、基
幹施設、違携施設に設置されている研修委員会との連携を図る。
・基幹施設内において研修する専攻医の研修を管理する内科専⾨研修委員会と臨床研修管理委員会を設置する。
・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催(2022年度実績12回)し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に主催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・CPCを定期的に開催(2022年度実績6回)し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンス(区東部医療圏講演会、江⼾川医学会、江東区医師会医学会;2022年度実績8回)を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのため
の時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講(2022年度開催実績1回:受講者12名)を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・⽇本専⾨医機構による施設実地調査にプログラム管理委員会が対応する。
・特別連携施設は東京都島嶼であり、電話やメールでの⾯談･Web会議システムなどにより指導医がその施設での研修指導を⾏う。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち全分野(少なくても7分野以上)で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している(上記)。
・70疾患群のうちほぼ全疾患群(少なくても35以上の疾患群)について研修できる(上記)。
・専⾨研修に必要な剖検(2020年度実績11体)を⾏っている。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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32 6 4 6 1 3 1 4 4 4 2 1 4 0 3

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 藤ヶ﨑 浩⼈

領
域

⽇本内科学会認定医制度教育病院、⽇本⽼年医学会認定施設、⽇本消化器病学会認定施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本呼吸器学会認定施設、
⽇本⾎液学会認定⾎液研修施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本リウマチ学会教育施設、⽇本透析医学会専⾨医制度認定施設、⽇本神経学会教育関連施設、⽇本救急
医学会救急科専⾨医指定施設、⽇本呼吸器内視鏡学会専⾨医認定施設、⽇本臨床腫瘍学会認定研修施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本がん治療認定医機構
認定研修施設、⽇本プライマリケア連合学会認定医研修施設、⽇本内分泌学会内分泌代謝科認定教育施設、⽇本感染症学会研修施設 など

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診･病病達携、島嶼医療なども経験できます。

技術･技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術･技能を、実際の症例に基づきながら幅広<経験することができます。

きわめて稀な疾患を除いて、研修⼿帳(疾患群項⽬表)にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができます。

東京都⽴墨東病院は、東京都区東部医療圏の中⼼的な急性期病院であり、東京都区東部医療圏･近隣医療圏、東京都島嶼にある連携施設･特別違携施設とで内科専⾨
研修を⾏い、必要に応じた可塑性のある、地域医療にも貢猷できる内科専⾨医を⽬指します。主担当医として、⼊院から退院〈初診･⼊院〜退院･通院〉まで経時的
に、診断･治療の流れを通じて、社会的背景･療養環境調整をも包括する全⼈的医療を実践できる内科専⾨医になります。

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

あり
内科学会活動 年間1-2題

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

２４.

倫理委員会 開催
臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）
内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名
責任者診療科名

松尾 祐介
リウマチ膠原病科

外来患者数（⼈）
内科系病床数（床）
病床数（床） （2017.1現在）

開催
開催
予定なし

開催
開催CPC

CPCの開催回数
研修施設群合同カンファレンス
地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催
開催予定
1回

治験センター

（2017.1現在）

2,361
5,096

JMECC

（2017.1現在）
（2017.1現在）
（2017.1現在）

9
14
15

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む
内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会
医療安全講習会

東京共済病院

5内科剖検数（件） （2015年度実績）

57,935
162,288

165
355

7内科系診療科数（科）

（2015年度実績）
（2015年度実績）
（2015年度実績）
（2015年度実績）
（2017.1現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床倫理委員会が設置されている。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計1演題以上の学会発表(2015年度実績1演題)をしている。
・その他内科系各学会において演題発表(2015年度実績8演題)を⾏っている。

・初期臨床研修制度基幹型研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与、福利厚⽣、労働災害補償などについては、当院の就業規則等
に従う。
・メンタルストレスに適切に対処する部署(総務課職員担当)がある。
・ハラスメントに適切に対処する部署(総務課職員担当)がある。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、更⾐室、仮眠室、シャワー室が整備されている。

・内科指導医が15名在籍している。
・内科専攻医研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹病院に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催している(2015年度実績 医療倫理 1回、医療安全 4回 感染対策 9回)。専攻医に受講を義務付け、そ
のための時間的余裕を与える。
・研修施設合同カンファレンス(2018年度予定)を定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・CPCを定期的に開催(2015年度実績1回)し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンス(2015年度実績 呼吸器科・腎臓内科・循環器科・内分泌代謝科で計5回)を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための
時間的余裕を与える。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうち、ほとんどすべての疾患群について研修できる。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会教育関連施設、⽇本消化器病学会認定施設、⽇本消化器内視鏡学会専⾨医指導施設、⽇本呼吸器学会関連施設、⽇本呼吸器内視鏡学会関連認定施
設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本透析医学会認定施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本リウマチ学会教育施設、
⽇本神経学会准教育施設、⽇本がん治療認定機構認定研修施設、⽇本脳卒中学会認定研修教育病院、⽇本病理学会研修登録施設、⽇本臨床細胞学会認定施設、⽇
本臨床腫瘍学会認定研修施設、⽇本⽼年医学会認定施設、⽇本病態栄養学会栄養管理・NST実施施設

当院は院内に包括ケア病棟、療養病棟があり、急性期医療だけでなく、超⾼齢化社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携などを経験できます。

技術・技術評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

極めて稀な疾患を除いて、研修⼿帳(疾患群項⽬表)にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができます。

東京共済病院は⽬⿊区にあり、急性期⼀般病床 276床、地域包括ケア病棟 40床、療養病棟 39床を有し、地域の医療・保健・福祉を担っています。東京医科⻭科
⼤学病院を基幹とする内科専⾨研修プログラムの連携施設として内科専⾨研修を⾏い、内科専⾨医の育成を⾏います。

⼈
数

松尾 祐介

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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合
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○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ △ ◎ × ◎ ○ ◎

予定なし

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

２５.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

齋藤 和幸

脳神経内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.3現在）

開催

開催予定

開催予定

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

予定なし

4回

治験センター

（2022.3現在）

35,721

103,580

JMECC

（2022.3現在）

（2022.3現在）

（2022.3現在）

7

9

9

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

⽇産厚⽣会⽟川病院

【病院写真】

4内科剖検数（件） （2022年度実績）

67,951

180,731

135

381

9内科系診療科数（科）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022.3現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・⽇産厚⽣会医学研究所が設置されており、臨床研究促進が⾏われている。
・医学研究倫理委員会が設置されている。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会にて学会発表を⾏っている。（2022年度  4演題 ）

・臨床研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・当直明けの午後勤務は免除。
・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与（当直業務給与や時間外業務給与を含む）、福利厚⽣（健康保
険、年⾦、住居補助、健康診断など）、労働災害補償などについては、本学の就業規則等に従う。
・メンタルストレスに適切に対処する部⾨が設置されている。
・ハラスメント委員会が設置され、相談員が窓⼝となり対応している。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよう､⼥性医師⽤の休憩室､更⾐室が整備されている。
・院内の保育園（⽟川病院保育室）が利⽤可能である。

・内科指導医が9名在籍している。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療倫理・医療安全･感染対策講習会を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・CPC を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。（2022年度開催実績4回）
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講の機会を与え、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・施設実地調査についてはプログラム管理委員会が対応する。

・カリキュラムに⽰す内科領域13 分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうち、67疾患群について研修できる。
・専攻研修に必要な剖検数については本院での実施の他、連携施設において補完もする。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会教育施設、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本呼吸器内視鏡学会認定施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、
⽇本消化器病学会認定施設、⽇本神経学会教育施設、⽇本腎臓学会認定研修施設、⽇本⼤腸肛⾨病学会認定施設、⽇本透析医学会教育関連施設、⽇本認知症学会教
育施設、⽇本病院総合診療医学会認定施設、⽇本⼼⾎管インターベーション治療学会研修施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できる。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができる。

⽟川病院は、東京都区⻄南部医療圏の中⼼的な急性期病院であり、区⻄南部医療圏・近隣医療圏にある連携施設とで内科専⾨研修を⾏い、必要に応じた可塑性のあ
る、地域医療にも貢献できる内科専⾨医を⽬指します。
主担当医として、⼊院から退院〈初診・⼊院〜退院・通院〉まで経時的に、診断・治療の流れを通じて、社会的背景・療養環境調整をも包括する全⼈的医療を実践
できる内科専⾨医になります。

⼈
数

齋藤 和幸

領
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指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

 

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ △ ◎ ◎

あり
内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

２６.

倫理委員会 開催
臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）
内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名
責任者診療科名

稲葉 彰
脳神経内科

外来患者数（⼈）
内科系病床数（床）
病床数（床） （2023.3現在）

開催
開催
開催予定

開催
開催CPC

CPCの開催回数
研修施設群合同カンファレンス
地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催
開催予定
6回

治験センター

（2023.3現在）

4,073
7,988

JMECC

（2023.3現在）
（2023.3現在）
（2023.3現在）

11
11
11

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む
内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会
医療安全講習会

【病院写真】

関東中央病院

6内科剖検数（件） （2022年実績）

108,924
231,823

153
383
10内科系診療科数（科）

（2015年実績）
（2023.3現在）
（2023.3現在）
（2023.3現在）
（2023.3現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・倫理委員会を設置し、定期的に開催しています.
・治験管理委員会を設置し、定期的に開催しています.
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計1演題以上の学会発表（2022年度実績8演題）をしています．

•初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です．
•研修に必要な図書室とインターネット環境が整備されています．
•関東中央病院シニアレジデントとして労務環境が保障されています．
•メンタルストレスに適切に対処する部署（メンタルヘルスセンター）があります．
•ハラスメント委員会が整備されています．
•⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室，更⾐室，シャワー室，当直室が整備されています．
•敷地内に院内保育所があり，病児保育も対応可能です．

•指導医が11名在籍しています．
•内科専攻医研修委員会を設置し，施設内で研修する専攻医の研修を管理し，基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります．
•医療倫理・医療安全講習会を（2022年11回）、感染対策講習会を（2022年2回）開催しています。専攻医には受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えま
す．
•研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•CPC を定期的に開催（2022年度実績6回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•地域参加型のカンファレンス(城南地区合同カンファレンスなど)を定期的に開催しています．専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．

・カリキュラムに⽰す内科領域13 分野のうち，全分野で専⾨研修が可能な症例を診療しています.
・70疾患群のうちほぼ全疾患群について研修できます.
・専⾨研修に必要な剖検（2022年度実績6件）を⾏っています.
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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11 3 2 5 1 1 1 3 0 3 3 0 0 0 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医制度教育病院,⽇本呼吸器学会認定医制度認定施設（内科系）
⽇本呼吸器内視鏡学会関連施設,⽇本アレルギー学会認定教育施設
⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設,⽇本不整脈学会・⽇本⼼電学会認定不整脈専⾨医研修施設
⽇本糖尿病学会認定研修施設,⽇本糖尿病学会認定教育施設,⽇本内分泌学会認定教育施設
⽇本神経学会認定医制度教育施設,⽇本消化器内視鏡学会認定医制度修練施設
⽇本消化器内視鏡学会指導施設,⽇本消化器病学会認定指定施設
⽇本超⾳波医学会認定超⾳波専⾨医制度研修基幹施設
⽇本⼼⾎管インターベンション学会認定研修関連施設
⽇本⼼⾎管インターベンション学会認定研修施設
⽇本静脈経腸栄養学会認定ＮＳＴ稼働施設
⽇本栄養療法推進協議会認定ＮＳＴ稼働施設
⽇本急性⾎液浄化学会認定指定施設
など

急性期医療だけでなく，⾼齢化社会に対応した地域に根ざした医療，病診・病病連携なども経験できます．

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を，実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます．

きわめて希な疾患を除いて，研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域，70疾患群の症例を幅広く経験することができます．
⾎液, 膠原病分野の⼊院症例はやや少ないものの，外来症例を含め⼗分な症例の経験が可能です.

関東中央病院は，全国に8施設ある公⽴学校共済組合設置の病院の⼀つで，東京都内の⼤学病院，関連病院と連携し，⼈材の育成や地域医療に貢献してまいりまし
た．本研修プログラムは，全⼈的，臓器横断的な内科医療の実践に必要な知識と技能の習得のみならず,⾼い倫理観と社会性を備えた内科専⾨医の育成を⽬指しま
す。また同時にリサーチマインドを育み，医学の進歩に貢献し，将来の⽇本の医療を担う医師の養成も⽬的とします．

⼈
数

中込 良

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
液

神
経

ア
レ
ル
ギ
ổ
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原
病
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染
症

救
急

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ △ ◎ ◎

あり

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

２７.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

⽥島 真⼈

腎臓内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022年度現在）

開催

予定なし

開催予定

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

3回

治験センター

（2022年度現在）

69,721

151,852

JMECC

（2022年度現在）

（2022年度現在）

（2022年度現在）

19

17

19

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

東京都⽴広尾病院

【病院写真】

1内科剖検数（件） （2019年度実績）

44,684

122,531

136

422

9内科系診療科数（科）

（2022年度現在）

（2022年度現在）

（2022年度現在）

（2022年度現在）

（2022年度現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計3演題以上の学会発表を予定している。内科系学会の発表総数は46演題。卒後３〜６年⽬の内科専⾨研修（旧制度含
む）中の医師が筆頭の演題は16演題。

・初期臨床研修制度基幹型研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・東京都⾮常勤医員として労務環境が保障されている。
・メンタルヘルスに適切に対処する部署がある。（庶務課担当職員）
・ハラスメント委員会が東京都庁に整備されている。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように､休憩室､更⾐室､仮眠室､シャワー室、当直室が整備されている。
・敷地内に院内保育所があり、利⽤可能である。

・指導医が19名在籍している。
・内科専⾨研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し,基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
･医療倫理・医療安全（5回）･感染対策（4回）講習会を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・CPCを定期的に開催(2022年度実績2回)し､専攻医に受講を義務付け､そのための 時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講(2022年度開催実績1回:受講者6名)を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・⽇本専⾨医機構による施設実地調査にプログラム管理委員会が対応する。

カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち、膠原病を除く、総合内科、消化器､循環器、内分泌､代謝､腎臓､呼吸器､⾎液、神経､アレルギー､感染症および救急の分野
で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。また、剖検例についても定常的に専⾨研修可能である。（2022年度実績 1症例）
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
総
合
内
科
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化
器
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救
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19 6 4 6 2 4 1 4 0 3 0 0 0 0 6

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医制度教育病院
⽇本内分泌学会認定教育施設
⽇本糖尿病学会認定教育施設
⽇本消化器病学会専⾨医制度関連施設
⽇本消化器内視鏡学会指導施設
⽇本神経学会准教育施設
⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設
⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会研修施設
⽇本不整脈学会認定不整脈専⾨医研修施設
⽇本呼吸器学会認定施設
⽇本呼吸器内視鏡学会関連施設
⽇本腎臓学会研修施設
⽇本透析医学会専⾨医制度教育関連施設
⽇本救急医学会指導医専⾨医指定施設設ほか

急性期医療だけでなく､⾼齢者医療に対応した地域に根ざした医療､病診･病病連携、東京都島嶼部の後⽅病院として島嶼医療機関との連携も経験できます。

技術･技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術･技能を､実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

きわめて稀な疾患を除いて､連携施設と協⼒し研修⼿帳(疾患群項⽬表)にある13領域､70疾患群の症例を幅広く経験することができます。

広尾病院は東京都区⻄南部医療圏の中⼼的な急性期病院であり、基幹施設として内科専⾨研修を⾏い、内科専⾨医の育成を⾏います。また東京都に⼆つある基幹災害
拠点病院の⼀つでもあり、災害に係る研修も可能です。さらに東京都島嶼部（⼤島、⼋丈島をはじめとする島々）の後⽅⽀援病院であり、島嶼医療に関わる研修を⾏
うことも可能です。また2023年度より病院総合診療科が新設され、同科の研修も⾏うことが可能です。

⼈
数

⽥島 真⼈

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
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内
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化
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◎ ◎ ◎ △ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

予定なし

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

２８.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

⼭根 道雄

内科・消化器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.3現在）

開催

開催

予定なし

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

16回

治験センター

（2023.3現在）

35,868

60,468

JMECC

（2023.3現在）

（2023.3現在）

（2023.3現在）

13

13

13

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

新渡⼾記念中野総合病院

【病院写真】

10内科剖検数（件） （2023.3現在）

44,007

122,814

140

296

5内科系診療科数（科）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2023.3現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・脳神経病理も含めて開催されるCPCでは、臨床と基礎研究をつなぐリサーチマインドが涵養されます。（2020年度実績8回、2021年度開催実績11回、2022年度開
催実績11回）
・臨床研究に必要な図書室、病理写真室などを整備しています。
・倫理委員会を設置し、定期的に開催しています。
・治験管理委員会を設置し、定期的に受託研究審査会を開催しています。
・⽇本内科学会地⽅会に年間で5題の学会発表を⾏っています。（2022年度実績）
・内科系学会で年間26題の学会発表を⾏っています。（2022年度実績）

・臨床研修指定病院です。
・研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
・新渡⼾記念中野総合病院常勤医師として労務環境が保障されています。
・専攻医の安全および衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じています。給与（当直業務給与や時間外業務給与を含む）、福利厚⽣
（健康保険、年⾦、住居補助、健康診断など）、労働災害補償などについては、本院の就業規則等に従います。
・メンタルストレスについては、精神科にて適切に対処することができます。
・ハラスメント委員会が労働安全衛⽣委員会に付置されています。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、更⾐室、仮眠室、シャワー室、当直室が整備されています。
・近隣（歩3分）の中野クリニック内に保育所（キッズハウスMOMO）があり、利⽤可能です。

・内科指導医が13名在籍しています。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります。
・医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間を確保します。
・研修施設群合同カンファレンスに定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間を確保します。
・CPCを定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。（2022年度開催実績11回）
・地域参加型カンファレンスに定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講の機会を与え、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・施設実地調査についてはプログラム管理委員会が対応します。
・特別連携施設（中野クリニック/上落合おばたクリニック）は当院の近隣施設であり、施設責任者と指導医の連携が可能です。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち少なくとも7分野以上で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています。
・70疾患群のうち少なくとも50以上の疾患群について研修できます。
・専⾨研修に必要な剖検（2019年度実績18体、2020年度8体、2021年度13体、2022年度10体）を⾏っています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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13 3 3 3 0 5 0 2 1 4 0 0 0 0 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医制度教育病院、⽇本消化器病学会専⾨医制度認定施設、⽇本肝臓学会認定施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本神経学会認定教育施設、
⽇本認知症学会認定教育施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本透析医学会専⾨医制度認定施設、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本循環器学会循環器研修関連施設、⽇本
⼼⾎管インターベンション学会研修施設群連携施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢化社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できます。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

稀な疾患を除いて、研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することが可能です。

新渡⼾記念中野総合病院は創⽴以来 90年にわたり、地域医療を実践してきた東京都指定2次救急病院（296床：⼀般急性期病床）であり、⽇常診療で頻繁に遭遇するcommon
diseaseを数多く診ることができます。当院内科は腎臓内科・脳神経内科・消化器内科・呼吸器内科・循環器内科が主体でありながら、伝統的に総合内科的視点を持つgeneral志
向のsubspecialistで構成され、総合診療科に準じる体制となっており、⾼度の専⾨性が要求される場合を除いて全員で内科診療を⾏っている点が特⻑です。そのため、専攻医は
内科全般にわたる症例経験を積むことも、各科毎に細分化されたsubspeciality専⾨研修を⾏うことも可能です。当院は伝統的に若⼿医師の指導とCPCを重視しており、病院規模
に⽐べ指導医層は厚く、また剖検数も多く、新型コロナ感染の影響で2021年度の剖検数は10体（剖検率10.4％）に留まりましたが、2019年18体（20.7％）、2018年24体
（18.6％）は全国でも有数の剖検率となっています。従って当院CPCは⼤変充実しており、2020年2⽉には第500回を迎え、8⽉を除き毎⽉開催されています。東京医科⻭科⼤学
包括病理学教室の⽀援のもと脳神経病理は新渡⼾記念脳神経研究室が担当し、コロナ禍においてもHybridでCPCを開催し、全⾝病理とともに脳神経病理の詳細な検討も⾏われて
います。司会を担当する専攻医と研修医は、担当症例の臨床・病理の予習とまとめ作成による復習（CPC「新渡⼾モデル」）を通してdiscussionに参加し、知⾒を深めるのみな
らず病態解析⼒と臨床的な洞察⼒を養うことができます。リサーチマインドを養うとともに学術的に⾼いレベルの⾼い症例検討会となっています。東京医科⻭科⼤学内科専⾨研
修プログラムの連携施設として、専攻医の将来の選択肢が広がるような、地域医療にも貢献できる内科専⾨医を⽬指します。初診から⼊退院さらに外来通院まで経時的に診断・
治療を⼀貫して主治医として担当することにより、⼀⼈⼀⼈の患者の全⾝状態のみならず社会的背景・療養環境調整をも包括する、全⼈的医療を実践できる内科専⾨医を育成し
ます。

⼈
数

⼭根 道雄

領
域

指導責任者名

86



1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

2） 指導医・専⾨医数情報

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎

河北総合病院

【病院写真】

7内科剖検数（件） （2022年度実績）

85,974

196,622

192

407

13内科系診療科数（科）

49,186

99,235

13

20

20

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

内科学会活動 年間3題以上

治験センター 予定なし

JMECC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催予定

開催予定

8回

開催

開催

開催

開催CPC

２９.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

林 松彦

腎臓、総合診療科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床）

開催

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

1) 内科専攻医に求められる姿勢とは、単に症例を経験し既存の治療法を⾏うにとどまらず、さらに診断技術を深め、疑問に対して解答を求めていく積極的な姿勢で
ある。この能⼒は⽣涯にわたって⾃⼰研鑽を続けていくために必須であり、特に医師として初期に経験する研修はその能⼒を取得するにあたり重要である。
2) 内科系の学術集会や企画に年2回以上参加する（必須）。
3) 推奨される講演会として、⽇本内科学会本部または⽀部主催の⽣涯教育講演会、年次講演会、CPCおよび内科系サブスペシャルティ学会の学術講演会・講習会。
4) 経験症例についての⽂献検索を⾏い、症例報告を⾏う。可能な限り、筆頭演者または筆頭著者として、学会あるいは論⽂発表を2件以上する
5) クリニカルクエスチョンを⾒出して臨床研究を⾏う。
6) 内科学に通じる基礎研究を⾏う。
7) 地域における学術活動や学術集会に積極的に参加する。

・初期臨床研修制度基幹型研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・河北総合病院契約職員として労務環境が保障されている。
・メンタルストレスに適切に対処する部署がある。
・ハラスメントに適切に対処する部署がある。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、更⾐室、仮眠室、シャワー室、当直室が整備されている。
・⼦育てしながら仕事を続けられるように⼦育て⽀援が充実している。
院内保育所があります。また病後児保育もあるので安⼼して働くことができる。

・指導医20名が在籍している。
・河北総合病院内科専⾨研修プログラム管理委員会にて，基幹施設，連携施設に設置されている研修委員会と連携を図っている。
・基幹施設内において研修する専攻医の研修を管理する内科専⾨研修委員会と臨床教育・研修部を設置している。
・医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（2022年度実績2回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えている。
・院内内科合同カンファレンス、研修施設群合同カンファレンスを定期的に主催し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えている。
・CPC を定期的に開催（2022年度実績8回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えている。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に開催し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えている。
•プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講（2022年3回開催）を義務付け，そのための時間的余裕を与えている。
・⽇本専⾨医機構による施設実地調査に臨床教育・研修部が対応する。

カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち全分野（少なくても7分野以上）で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
70疾患群のうちほぼ全疾患群（少なくても35以上の疾患群）について研修できる。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 林 松彦

• ⽇本がん治療認定医機構認定研修施設 • ⽇本内科学会認定医制度教育病院
• ⽇本脳卒中学会研修教育病院 • ⽇本神経学会専⾨医制度准教育施設
• ⽇本呼吸器学会認定施設 • ⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設
• ⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会研修施設 • ⽇本消化器病学会専⾨医制度認定施設
• ⽇本消化器内視鏡学会専⾨医制度指導施設 • ⽇本⼤腸肛⾨病学会関連施設
• ⽇本肝臓学会認定施設 • ⽇本腎臓学会研修施設
• ⽇本糖尿病学会認定教育施設 • ⽇本透析医学会認定施設
• ⽇本リウマチ学会認定教育施設 • ⽇本アレルギー学会教育施設
• ⽇本在宅医学会認定研修施設 • ⽇本緩和医療学会認定研修施設
• ⽇本病理学会認定病院

地域の中核病院との病病連携や診療所と中核病院との間をつなぐ病診・病病連携の役割を経験できる。     超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療が経験
できる。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができる。

河北総合病院は地域の中核病院として、診療所からの紹介患者や救急患者を積極的に受け⼊れていますので、さまざまな疾患を経験する機会が⾮常に多くありま
す。私達は総合的な内科診断、治療のみならず、患者の⽣活背景を踏まえた全⼈的医療ができる医師の育成を⾏っていきます。それを達成した上で、各サブスペ
シャリティーにおいて卓越した能⼒を持つ総合内科医の育成を⽬指していきます。

⼈
数

領
域
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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あり

内科学会活動 活動予定

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

３０.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

伊藤 嘉憲 （院⻑）

内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2017.1現在）

開催

予定なし

予定なし

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

予定なし

予定なし

5回

治験センター

（2017.1現在）

78,910

78,910

JMECC

（2017.1現在）

（2017.1現在）

（2017.1現在）

2

8

8

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

浴⾵会病院

6内科剖検数（件） （2015年実績）

44,924

77,579

250

250

5内科系診療科数（科）

（2015年実績）

（2015年実績）

（2015年実績）

（2015年実績）

（2017.1現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・倫理委員会が設置されている。
・専攻医が積極的に学会・論⽂発表を⾏える環境を整備する。

・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与、福利厚⽣（健康保険、年⾦、住居補助、健康診断など）、労働
災害補償等については、当院の就業規則等に従う。
・研修に必要なインターネットの環境が整備されている。
・⼥性医師⽤の更⾐室を備えている。

・8名の指導医が在籍している。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・CPC を定期的に開催しており（年間6回前後）､専攻医が受講できるよう配慮する。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち、総合内科（⼀般・⾼齢者）、呼吸器内科、神経内科、感染症に関しては、ほぼ定常的に専⾨研修が可能な症例数を診
療している。
・年間10例前後の剖検数がある。
・訪問診療、および介護施設（浴⾵会内の特養ホームなど）での診療も経験することができる。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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多く、専⾨
医の指導は

困難）

0 0 0 0 0 1 0 10 0 0 0 4 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会 認定医制度教育特殊施設、⽇本⽼年医学会 教育施設
⽇本神経学会 教育施設、⽇本リハビリテーション医学会 研修施設

在宅療養後⽅⽀援病院として、地域のクリニック等と連携し、⼊院が必要な在宅患者を受け⼊れる体制を構築している。

⾼齢者に関しては、内科専⾨医に必要な技術・技能を幅広く経験できる。

⾼齢者に関しては、研修⼿帳にある13領域、70疾患群の症例をほぼ経験可能である（ただし、専⾨医による指導が受けられるのは⽼年病、神経内科、呼吸器内科の
み）。

浴⾵会は、⼤正12年の関東⼤震災のため⾃活できなくなった⾼齢者の救護を⾏う⽬的で、皇室の御下賜⾦などにより⼤正14年に設⽴され、以来90年にわたり⽼年医
療・福祉の分野で多⼤な貢献をしてきました。現在、浴⾵会病院をはじめ特別養護⽼⼈ホーム、養護⽼⼈ホーム、軽費⽼⼈ホーム、ケアハウスなどに約1,800⼈の⾼
齢者を擁し、総合⽼⼈福祉施設としての役割を担っています。
 当院は今まで研修医の受け⼊れを⾏っていませんでしたが、新制度の導⼊を機に、来年度から内科専攻医を募集することになりました。複数の病態を有する⾼齢
者に対し、幅広い視野で包括的・全⼈的な診療を実践できる医師の育成をめざします。

⼈
数

吉⽥ 亮⼀

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
液

神
経

ア
レ
ル
ギ
ổ

膠
原
病

感
染
症

救
急

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

東京都⽴⼤塚病院

6内科剖検数（件） （2022年実績）

54,385

181,716

135

492

8内科系診療科数（科）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2023年度現在）

（2023年度現在）

2,622

8,672

JMECC

（2023年度現在）

（2023年度現在）

18

21

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

開催

開催予定

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催予定

3回

治験センター

３１.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

藤江 俊秀

内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023年度現在）

あり

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

•臨床研究に必要な図書室，写真室などを整備しています．
•倫理委員会を設置し，定期的に開催（2020年度実績12回）しています．
•治験管理室を設置し，定期的に受託研究審査会を開催（2020年度実績12回）しています．
•⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計3演題以上の学会発表（2018年度実績7演題, 2019年度実績2演題）を予定しています．

•初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です．
•研修に必要な図書室とインターネット環境があります．
•東京都⽴病院機構任期付病院職員として労務環境が保障されています．
•メンタルストレスに適切に対処する部署（総務課総務グループ）があります．
•病院内相談窓⼝のほか、東京都⽴病院機構のハラスメント相談窓⼝を利⽤可能です.
•⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように，休憩室，更⾐室，仮眠室，シャワー室，当直室が整備されています．
•敷地内に院内保育所があり，利⽤可能です．

•指導医は21名在籍しています（下記）．
•内科専⾨研修プログラム管理委員会（統括責任者（呼吸器内科部⻑），プログラム管理者（呼吸器内科部⻑、腎臓内科部⻑）,ともに総合内科専⾨医かつ指導医）；
基幹施設，連携施設に設置されている研修委員会との連携を図ります．
•基幹施設内において研修する専攻医の研修を管理する内科専⾨研修委員会を設置して臨床研修委員会の下部組織とします．
•医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（2020年度実績4回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•研修施設群合同カンファレンスを定期的に主催（2017年度予定）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•CPC を定期的に開催（2022年度実績3回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•地域参加型のカンファレンス（2019年度実績：医療連携医科講演会6回, 救急合同症例検討会1回。2020年度は開催なし）を定期的に開催し，専攻医に受講を義務付
け，そのための時間的余裕を与えます．
•プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講（2022年1回開催）を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•⽇本専⾨医機構による施設実地調査に臨床研修委員会（実施時期は未定）が対応します．
•特別連携施設（都⽴松沢病院、都⽴神経病院、東京都島嶼等）の研修では，電話やメールでの⾯談・Webカンファレンスなどにより指導医がその施設での研修指導
を⾏います．

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち全分野（少なくても7分野以上）で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています（上記）．
•70疾患群のうちほぼ全疾患群（少なくても35以上の疾患群）について研修できます（上記）．
•専⾨研修に必要な剖検（2022年度実績6体）を⾏っています．
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
総
合
内
科

消
化
器
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循
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年
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救
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18 6 5 2 0 3 2 3 2 4 1 6 0 0 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 藤江 俊秀

領
域

 ⽇本内科学会認定医制度教育病院、⽇本消化器病学会認定施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本リウマチ学会教育施設、⽇本腎臓学会研修施
設、⽇本透析学会教育関連施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本神経学会専⾨医准教育施設、⽇本⽼年医学会認定施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本
呼吸器内視鏡学会認定施設、⽇本がん治療認定医機構認定研修施設、など

急性期医療だけでなく，超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療，病診・病病連携なども経験できます．

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を，実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます．

きわめて稀な疾患を除いて，研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域，70疾患群の症例を幅広く経験することができます．

都⽴⼤塚病院は，東京都区⻄北部医療圏の中⼼的な急性期病院であり，区⻄北部医療圏・近隣医療圏にある連携施設・特別連携施設とで内科専⾨研修を⾏い，必要
に応じた可塑性のある，地域医療にも貢献できる内科専⾨医を⽬指します．
 主担当医として，⼊院から退院〈初診・⼊院〜退院・通院〉まで経時的に，診断・治療の流れを通じて，社会的背景・療養環境調整をも包括する全⼈的医療を実
践できる内科専⾨医になります．

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

（2017.1現在）

（2017.1現在）

（2017.1現在）

（2015年度実績）

（2015年度実績）

（2015年度実績）

（2015年度実績）

2） 指導医・専⾨医数情報

（2017.1現在）

（2017.1現在）

（2017.1現在）

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
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ổ

膠
原
病

感
染
症

救
急

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

豊島病院

11内科剖検数（件） （2015年度実績）

56,220

146,126

153

415

8内科系診療科数（科）

2,820

10,131

8

11

13

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

内科学会活動 年間3題以上

治験センター あり

JMECC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催

6回

開催

開催

開催

開催CPC

３２.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

奥津 理恵

腎臓内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床）

開催

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計６演題以上の学会発表(2015年度実績11演題)を予定している。

・初期臨床研修制度基幹型研修指定病院である。・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。・メンタルストレスやハラスメントに適切に対処する部署(庶
務課職員担当)がある。・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、更⾐室、仮眠室、シャワー室、当直室が整備されている。

・指導医が１３名在籍している(下記)。・内科専攻医研修委員会を設置して,施設内で研修する専攻医の研修を管理し,基幹 施設に設置されるプログラム管理委員会
と連携を図る。・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催(2015年度実績；医療倫理１回、医療安全2回、感染対策3回) し､専攻医に受講を義務付け､そ
のための時間的余裕を与える。・研修施設群合同カンファレンス(2015年度実績1回)を定期的に参画し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。・
CPCを定期的に開催(2015年度実績6回)し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。

カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち、総合内科、消化器、循環器、内分泌、代謝、腎臓、呼吸器、⾎液、神経、アレルギー、感染症、救急の分野で定常的に
専⾨研修が可能な症例数を診療している。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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8 4 3 3 1 2 2 2 1 2 0 0 2 0 1

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 畑 明宏

⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本内科学会認定医制度教育病院、⽇本消化器病学会専⾨医制度認定施設、⽇本消化器内視鏡学会専⾨医制度指導施設、⽇本腎臓学会研
修施設、東京都区部災害時透析医療ネットワーク正会員施設、⽇本内分泌学会内分泌代謝科専⾨医制度認定教育施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本⽼年医学
会認定施設、⽇本輸⾎細胞治療学会Ｉ＆Ａ認証施設、⽇本⾎液学会認定⾎液研修施設、⽇本神経学会専⾨医制度准教育施設、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学
会研修関連施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本緩和医療学会認定研修施設、⽇本がん治療認定医機構認定研修施設、⽇本感染症学会研修施設、
⽇本透析医学会専⾨医制度教育関連施設

急性期医療だけでなく､超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療､病診･病病連携なども経験できます。

技術･技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術･技能を､実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

きわめて稀な疾患を除いて､研修⼿帳(疾患群項⽬表)にある13領域､70疾患群の症例を幅広く経験することができます。

東京都保健医療公社豊島病院は東京都区⻄北部の中⼼的な急性期病院の１つであり、近隣医療圈にある連携施設･特別違携施設とで内科専⾨研修を⾏い､必要に応じ
た可塑性のある､地域医療にも貢猷できる内科専⾨医を⽬指します。当院の研修の特徴は、多施設に⽐べ技術習得の機会が多いことにあり、今後のサブスペシャリ
ティを⽬指す上で有利です。また看護師、検査技師等のコメディカル、各科、各部署の連携が取りやすく医療が円滑に⾏われます。主担当医として⼊院から退院ま
で⾃主性が求められますが、必要に応じて上級医が細かく指導し、社会的背景･療養環境調整をも包括する全⼈的医療を実践できる内科専⾨医になります。

⼈
数

領
域
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
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化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
液

神
経

ア
レ
ル
ギ
ổ

膠
原
病

感
染
症

救
急

◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

練⾺光が丘病院

【病院写真】

2内科剖検数（件） （2021実績）

70,193

162,164

130

342

10内科系診療科数（科）

（2020実績）

（2020実績）

（2020実績）

（2020実績）

（2022.4現在）

（2022.4現在）

41,199

72,594

JMECC

（2022.4現在）

（2022.4現在）

（2022.4現在）

14

12

-

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

開催

予定なし

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

2

治験センター

３３.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

新井 雅裕

消化器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.4現在）

あり

内科学会活動 年間3題以上

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・ 臨床研究に必要な図書室を整備している。
・ 倫理委員会を設置し、定期的に開催している。
・ 治験管理室を設置し、必要時に審査会を開催している。
・ ⽇本内科学会地⽅会に年間1-5演題の発表をしている。

・ カリキュラムに⽰す内科領域13分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・ 70疾患群のうち、ほぼすべての疾患群について研修できる。
・ 専攻研修に必要な剖検数を実施している。

・ 内科指導医が12名在籍している。
・ 研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・ 医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・ CPCを定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・ 研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・ 地域参加型のカンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・ プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・ 施設実地調査については臨床研修センターが対応する。
・ 特別連携施設は地域医療振興協会内の施設であり、密接な連携が可能である。

・ 臨床研修指定病院である。
・ 研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・ 専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与、⼿当、福利厚⽣（健康保険、年⾦、健康診断など）、労働災害
補償などについては、就業規則等に従う。
・ メンタルストレスに適切に対処する部署が設置されている。
・ ハラスメント委員会が地域医療振興協会本部に設置されている。
・ ⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよう､休憩室､更⾐室､仮眠室､シャワー室、当直室が整備されている。
・ 病院付属の保育所が利⽤可能である。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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14 7 3 4 3 2 4 3 3 2 1 1 1 2 4

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 新井 雅裕

領
域

⽇本内科学会教育関連病院、⽇本肝臓学会認定施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、
⽇本救急医学会救急専⾨医指定施設、⽇本呼吸器学会専⾨医制度認定施設、⽇本透析医学会教育関連施設、⽇本アレルギー学会認定教育施設、⽇本⽼年病医学会認
定施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本リウマチ学会教育施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本消化器病学会認定施設、⽇本呼吸器内視鏡認定施設、⽇本感染
症学会研修施設、⽇本⾎液学会⾎液研修施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できる。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができる。

練⾺光が丘病院は、東京都⻄北部医療圏における中⼼的な役割をはたしている急性期病院です。内科には、救急疾患や多数の問題点を有する患者を全⼈的に診療す
る総合診療科と臓器別診療を⾏う専⾨診療科があります。専攻医の希望を踏まえて、所属科およびローテーションを決定します。地域の連携施設では、本格的な地
域医療研修を⾏うことができます。また、⾼次機能を有する市中病院、⼤学病院とも連携していますので、専⾨医取得後の進路も考慮して、研修内容を組み⽴てて
いくことも可能です。我々は、社会的背景、療養環境調整を含む全⼈的医療を実践できる総合内科専⾨医、総合内科的視点をもったsubspecialistを育成するための
研修を提供します。

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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合
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⾎
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

予定なし

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

３４.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

村﨑 理史

循環器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2021.1現在）

開催

開催予定

予定なし

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催予定

予定なし

3

治験センター

（2021.1現在）

3,019

8,220

JMECC

（2021.1現在）

（2021.1現在）

（2021.1現在）

10

11

11

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

多摩北部医療センター

9内科剖検数（件） （2019実績）

6,022

20,984

174

337

9内科系診療科数（科）

（2019実績）

（2019実績）

（2019実績）

（2019実績）

（2021.1現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床研究に必要な図書室を整備している．
・倫理委員会を設置し、定期的に開催(2020年度実績17回)している．
・治験管理室を設置し、定期的に受託研究審査会を開催(2020年度実績7回)している．
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計３演題以上の学会発表(2019年度4演題)をしている．

・初期臨床研修制度基幹型教育特殊病院である．
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある．
・公社⾮常勤医師として労務環境が保障されている．
・メンタルストレスに適切に対処する部署(庶務課庶務係)がある．
・東京都保健医療公社では、公社事務局、病院において、それぞれセクシュアル・ハラスメント相談窓⼝を設置している。公社病院を管轄している公社事務局で
は、セクシュアル・ハラスメント公社相談室を設置しており、公社病院におけるセクハラ・パワハラに関する相談・苦情に対応している．
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、更⾐室、仮眠室、シャワー室、当直室が整備されている．
・敷地内に院内保育所があり、利⽤可能である．

・指導医は11名在籍している(下記)．
・多摩北部医療センター施設群内科東京医師アカデミー専⾨研修プログラム管理委員会(統括責任者(副院⻑)、プログラム管理者(診療部⻑)(ともに指導医))にて、基
幹施設、違携施設に設置されている研修委員会との連携を図る．
・基幹施設内において研修する専攻医の研修を管理する内科専⾨研修委員会を設置する．
・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催(2020年度実績2回)し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える．
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に主催(2017年度)し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える．
・CPCを定期的に開催(2019年度実績3回)し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える．
・地域参加型のカンファレンス(基幹施設2020年度実績 ⾎液内科オンライン症例検討会、消化器疾患オンライン症例検討会 計2回，糖尿病診療連携の会0回）を定
期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える．
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講(基幹施設2020実績0回：開催中⽌のため)を義務付け、そのための時間的余裕を与える．
・⽇本専⾨医機構による施設実地調査に多摩北部医療センター施設群内科東京医師アカデミー専⾨研修プログラム管理委員会が対応する．
・特別連携施設(島しょ当施設)の専⾨研修では、電話や週１回の⾯談･カンファレンスなどにより指導医がその施設での研修指導を⾏う．

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち11分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している(上記)．
・70疾患群のうちほぼ全疾患群(少なくても35以上の疾患群)について研修できる(上記)．
・専⾨研修に必要な剖検(2019年度9体、2018年度20体、2017年度16体)を⾏っている．
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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10 7 0 6 3 3 1 0 5 2 0 2 0 3 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医制度教育特殊病院、⽇本⽼年医学会認定施設、⽇本消化器病学会認定施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本⾎液学会認定⾎液
研修施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本リウマチ学会教育施設、⽇本神経学会教育関連施設、⽇本臨床腫瘍学会認定研修施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇
本がん治療認定医機構認定研修施設、⽇本内分泌学会認定教育施設、⽇本糖尿病学会教育関連施設など

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診･病病連携なども経験できます．

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を，実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます．

きわめて稀な疾患を除いて、研修⼿帳(疾患群項⽬表)にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができます．

多摩北部医療センターは、北多摩北部地域における地域医療⽀援病院として機能しながら、毎年約3名の内科専攻医を受け⼊れています。当院は病床数が340床程度
と規模は決して⼤きくありませんが、呼吸器内科以外の臓器別内科が揃っており、特に腎臓内科・⾎液内科・神経内科・消化器内科は、近隣に専⾨的な対応ができ
る医療機関がほとんどないため、当該領域における中核病院として診療に当たっています。また、当然ながら⼀般内科的な疾患も対象としており、⼀般から専⾨ま
で⼀つの病院で同時に経験ができる、内科専攻医にとって⾮常に恵まれた研修環境を有する病院と⾔っても過⾔ではありません。

⼈
数

三⾕ 健⼀

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
液

神
経

ア
レ
ル
ギ
ổ

膠
原
病

感
染
症

救
急

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

予定なし

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

３５.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

⻑坂 憲治

リウマチ膠原病科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2017.1現在）

開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催

6回

治験センター

（2017.1現在）

5,446

11,451

JMECC

（2017.1現在）

（2017.1現在）

（2017.1現在）

16

21

22

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

⻘梅市⽴総合病院

15(14-18-13)内科剖検数（件） （2015年実績）

19,606

55,015

約270*

562

8内科系診療科数（科）

（2015年実績）

（2015年実績）

（2015年実績）

（2015年実績）

（2017.1現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

•臨床研究に必要な図書室，写真室などを整備しています．
•倫理委員会を設置し，定期的に開催（2015年度実績6回）しています．
•治験管理室を設置し，定期的に受託研究審査会を開催（2015年度実績11回）しています．
•⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で7演題の学会発表をしています．（2015年度実績）
•詳しくは年報を参照ください．http://www.mghp.ome.tokyo.jp/ome/pdf/27-nenpou_all.pdf

•初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です．
•研修に必要な図書室とインターネット環境があります．
•⻘梅市⾮常勤医師として労務環境が保障されています．
•メンタルストレスに適切に対処する部署（管理課職員担当）があります．
•ハラスメント委員会が⻘梅市役所に整備されています．
•⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように，休憩室，更⾐室，仮眠室，シャワー室，当直室が整備されています．
•隣接する敷地に病院保育所(うめっこはうす)があり、利⽤可能です．

•指導医は21名在籍しています（下記）．
•内科専攻医研修委員会を設置して，施設内で研修する専攻医の研修を管理し，基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります．
•医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（2015年度実績5回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•基幹施設で⾏われる研修施設群合同カンファレンス（2018年度予定）を専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．また、研修施設群で⾏われる
講習会を周知し、受講を進めます．
•CPC を定期的に開催（2015年度実績6回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•地域参加型のカンファレンス（⻄多摩地域救急医療合同カンファレンス，⻄多摩医師会共催内科症例勉強会，循環器研究会，呼吸器研究会，消化器病研究会、糖尿
病内分泌研究会、脳卒中連携研究会など；2015年度実績21回）を定期的に開催し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち全分野（少なくても7分野以上）で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています（上記）．
•70疾患群のうちほぼ全疾患群（少なくても35以上の疾患群）について研修できます（上記）．
•専⾨研修に必要な剖検（2013年14体，2014年度18体，2015年度13体）を⾏っています．
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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16 3 3 8 1 2 2 2 1 2 1 1 4

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医制度教育病院、⽇本救急医学会指導医指定施設、⽇本臨床腫瘍学会認定研修施設、⽇本がん治療認定医機構認定研修施設、⽇本消化器病学会認
定施設、⽇本肝臓学会認定施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本循環器学会専⾨医研修施設、⽇本⼼⾎管ｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ治療学会研修施設、⽇本不整脈⼼電学会
研修施設、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本呼吸器内視鏡学会専⾨医認定施設、⽇本⾎液学会認定⾎液研修施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本透析医学会教育関連施
設、⽇本リウマチ学会教育施設、⽇本神経学会准教育施設、⽇本認知症学会教育施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本内分泌学会認定教育施設、⽇本甲状腺学
会認定専⾨医施設 など

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できる。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

きわめて稀な疾患を除いて，研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域，70疾患群の症例を幅広く経験することができます。

⻘梅市⽴総合病院は，東京都⻄多摩医療圏の中⼼的な急性期、３次救急病院です。⼭岳部を抱え、核家族化による⾼齢者⼀⼈⾝世帯、都区内の後⽅病院、介護施設
が多く、超⾼齢化する地⽅と同様の問題を抱え、急性期医療を⾏うと同時に地域医療を⾏っています。東京医科⻭科⼤学医学部附属病院を基幹施設とする内科専⾨
研修プログラムの連携施設として内科専⾨研修を⾏い、内科専⾨医の育成を⾏います。

⼈
数

栗原 顕

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
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⾎
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

武蔵野⾚⼗字病院

15内科剖検数（件） （2022年度実績）

122,884

284,305

205

611

12内科系診療科数（科）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

96,026

196,110

JMECC

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

35

31

31

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

予定なし

5回

治験センター

３６.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

杉⼭ 徹

内分泌代謝科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.4現在）

あり

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

• ⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計3 演題以上の学会発表をしています。

・初期臨床研修病院基幹型研修指定病院
・専攻医の研修に必要な、図書室、机、机上のインターネット環境がある
・専攻医として従来の後期研修医同様、常勤嘱託の⾝分になる
・メンタルストレスに対応する部⾨があり、定期検査があり、相談も可能
・ハラスメント委員会があり、種々のハラスメントに対応している
・⼥性医師、薬剤師、技師なども多く、⼥性が働き易い環境がある
・敷地内に託児所があり夜迄預ける事は可能

•指導医は31名在籍（2023年4⽉時点）
•内科専攻医研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります。
•医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
•研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
•CPCを定期的に開催（2022度実績5回）し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
•地域参加型のカンファレンスを定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。

•カリキュラムに⽰す内科領域13分野の全てにで定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています。
• 専⾨研修に必要な剖検（2022年度実績15体）を⾏っています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 ⻑⽥ 薫

領
域

⽇本内科学会（認定医制度教育病院）、⽇本腎臓学会（研修施設）、⽇本透析医学会（認定医制度認定施設）、⽇本腎臓財団透析療法従事職員研修実習指定施設、
⽇本⾎液学会（⾎液研修施設）、⽇本内分泌学会（内分泌代謝科認定教育施設）、⽇本循環器学会（循環器専⾨医研修施設）、⽇本⼼⾎管インターベンション治療
学会（研修施設）、⽇本超⾳波医学会（超⾳波専⾨医制度研修施設）、⽇本消化器病学会（認定施設）、⽇本肝臓学会（認定施設）、⽇本消化器内視鏡学会(指導施
設）、⽇本呼吸器学会（認定施設）、⽇本呼吸器内視鏡学会（認定施設）、⽇本神経学会（教育施設）、⽇本脳卒中学会（認定研修教育病院）、⽇本糖尿病学会
（認定教育施設）、⽇本救急医学会（専⾨医指定施設・指導医指定施設）、⽇本集中治療医学会（専⾨医研修施設）、⽇本精神神経科学会（研修施設）、⽇本静脈
経腸栄養学会（ＮＳＴ稼働施設）（実地修練認定教育施設）、⽇本臨床腫瘍学会（研修施設）、⽇本栄養療法推進協議会（NST稼働施設）、⽇本リウマチ学会（教
育施設）、⽇本がん治療認定医機構（認定研修施設）、⽇本不整脈・⽇本⼼電学会（不整脈専⾨医研修施設）、⽇本認知症学会（教育施設）、⽇本緩和医療学会
（認定研修施設）、⽇本⾼⾎圧学会（専⾨医認定施設）

急性期医療だけでなく、地域の連携病院、診療所、在宅診療医と連携した、⾼齢化社会に対応して医療も経験できます。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

研修⼿帳に記載してある13疾患群70症例すべて経験が可能

武蔵野⾚⼗字病院は東京都の⻄側多摩南部地域にある、基幹病院です。
31診療科があり、内科系診療科も11あり、充実した臨床環境にあります。
本プログラムは⼆次医療圏の２病院、および専⾨領域としてがん研有明病院とも連携したプログラムで、内科系の救急医療、専⾨医療はもとより、地域に根ざした
慢性期医療等を研修する機会もあり、幅広い内科研修が可能です。
さらに、当院は全国でも有数の研修教育病院でもあり、毎年全国からやる気のある有望な初期研修が集って来ますが、彼らを教え彼らに教えられながらさらに学び
を深くする事ができます。
また、医療安全に関しては20年以上前から航空業界などを⼿本としたインシデントシステムを早くから取り⼊れる等先駆的な試みをしております。
内科系診療科は医師数が70名を超え、指導医若⼿医師とも多数いて、和気あいあいとした雰囲気で楽しく臨床ができます。そのような環境で是⾮ご⾃⾝のスキル
アップを⽬指して我々と⼀緒に臨床をやってみませんか？

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報 R4（2022）年度

2） 指導医・専⾨医数情報 R5（2023）年

3） 剖検数 R3（2022）年度

4） 講習会等の開催 2022年度

11

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価 2023/4/25現在
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

予定なし

内科学会活動 開催

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

３７.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 開催

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

島⽥  浩太

リウマチ膠原病科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床）

開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

予定なし

治験センター

9,485

216,137

JMECC

2023.4⽉現在

2023.4⽉現在

2023.4⽉現在

43

45

48

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

多摩総合医療センター

【病院写真】

10内科剖検数（件）

209,338

455,931

303

789

12内科系診療科数（科）

延数

延数

延数
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床研究に必要な図書室などを整備している。
・倫理委員会を設置し､定期的に開催(年12回)している。
・治験管理室を設置し､定期的に受託研究審査会を開催(年11回)している。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計3演題以上の学会発表をしている。

・初期臨床研修制度基幹型研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・東京都⾮常勤医員として労務環境が保障されている。
・メンタルストレスに適切に対処する部署(庶務課医事課、職員担当、医局役員)がある。
・ハラスメント委員会が東京都庁に整備されている。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように､休憩室､更⾐室､仮眠室､シャワー 室、当直室が整備されている。
・敷地内に院内保育所があり、利⽤可能である。

・指導医は48名在籍している
・内科専⾨研修プログラム管理委員会(内科系副院⻑、プログラム統括責任者（内科系診療科部⻑ 1 名）
・ 副プログラム統括責任者（内科系診療科医⻑ 2名）、基幹施設内科専⾨研修委員⻑(内科系診療科部医⻑1 名)（ともに総合内科専⾨医かつ指導医)）
・内科専⾨研修プログラム委員会は､基幹施設､連携施設に設置されている研修 委員会との連携を図る。
・基幹施設内において研修する専攻医の研修を管理する内科専⾨研修委員会を 臨床研修管理委員会に設置する。
・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催(2023年度実績5回)し､ 専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に主催し､専攻医に受講を義務付け､ そのための時間的余裕を与える。
・CPC を定期的に開催(2022年度実績11回)し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・多摩地区の連携施設勤務医も参加する地域参加型のカンファレンスを定期的 に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医に研修期間中のJMECC 受講(2022年度開催実 績 3回:受講者 27 名)を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・⽇本専⾨医機構による施設実地調査に臨床研修管理委員会が対応する。
・特別連携施設島嶼診療所の専⾨研修では､電話やメールでの⾯談･Web 会議シ ステムなどにより指導医がその施設での研修指導を⾏う。

・カリキュラムに⽰す内科領域 13 全分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を 診療している(上記)。
・その結果 70 疾患群のうちほぼ全疾患群(少なくても 35 以上の疾患群)について研修できる(上記)。
・専⾨研修に必要な剖検(2019年度26体、2020年度29体、2021年度28件)を⾏っている。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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43 15 4 11 4 5 5 12 3 2 3 11 2 0 18

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医制度教育病院
⽇本消化器病学会認定施設
⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設
⽇本呼吸器学会認定施設
⽇本⾎液学会認定⾎液研修施設
⽇本腎臓学会研修施設
⽇本リウマチ学会教育施設
⽇本アレルギー学会教育施設
⽇本透析医学会専⾨医制度認定施設
⽇本救急医学会救急科専⾨医指定施設
⽇本呼吸器内視鏡学会専⾨医認定施設
⽇本臨床腫瘍学会認定研修施設
⽇本消化器内視鏡学会認定指導施設
⽇本がん治療認定医機構認定研修施設
⽇本プライマリ・ケア連合学会認定医研修施設
⽇本内分泌代謝科学会認定教育施設
⽇本糖尿病学会認定教育施設
⽇本感染症学会研修施設など

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診･病病 連携、島嶼医療なども経験できる。

技術･技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術･技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる

きわめて稀な疾患を除いて、研修⼿帳(疾患群項⽬表)にある 13 領域、70 疾患 群の症例を幅広く経験することができる。

島⽥浩太【内科専攻医へのメッセージ】東京都多摩地区の中⼼的な急性期第三次医療機関です。卓越した指導医陣のもと、内科の全領域で豊富な症例を経験できま
す。東京 ER（⼀次〜三次救急）での救急医療研修（必修）と合わせて、総合診療基盤と知識技能を有した内科専⾨医を⽬指してください。新制度では、全国の連携
施設や東京都島嶼等の特別違携施設での研修を通じて、僻地を含めた地域医療の重要性と問題点を学び、また貢献できます。お待ちしています！

⼈
数

島⽥  浩太

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
液

神
経

ア
レ
ル
ギ
ổ

膠
原
病

感
染
症

救
急

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ◎

榊原記念病院

【病院写真】

1内科剖検数（件） （2022年実績）

52,463

81,733

232

307

1内科系診療科数（科）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022.3現在）

（2022.3現在）

6,341

9,446

JMECC

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

15

14

15

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

開催

予定なし

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

5回

治験センター

３８.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

新⽥ 順⼀

循環器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.3現在）

あり

内科学会活動 年間1-2題

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計1演題以上の学会発表を⾏っています。
卒後3〜6年⽬の内科専⾨研修中の医師が筆頭演者の内科系学会での発表数は、2022年度は13件あり、学術活動をより多く経験できるよう指導しています。

・研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室・更⾐室・仮眠室・シャワー室・当直室が整備されています。
・敷地内に院内保育所病児保育があります。
・病院6階に専攻医宿舎を完備しており、独⾝者であれば利⽤可能です。

指導医が15名在籍しています。
・循環器内科の研修ではCCU、⼼臓カテーテル検査・治療(PCI、末梢⾎管インターベンション）、⼼臓電気⽣理検査・治療（カテーテルアプレーション、植込みデ
バイス）、⼼エコー検査、放射線画像診断、⼼臓リハビリ、成⼈先天性⼼疾患を研修できます。また、各種回診、各種カンファレンス（内科カンファレンス、⼼エ
コーカンファレンス、⼿術検討、シネ検討会、不整脈検討会、ブレインハートカンファレンス） 、レジデント教育講演、外部講師による定例講演会などが⾏われま
す。
・内科専攻医研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります。
・医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
• CPCを定期的に開催(2020年実績5回）し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・地域参加型のカンファレンス「神明台ハートセミナー」を定期的に開催し専攻医に受講を促し、そのための時間的余裕を与えます。

カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち、循環器および救急の分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 新⽥ 順⼀

領
域

⽇本循環器学会認定 循環器専⾨医研修施設、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会認定 研修施設、⽇本集中治療医学会認定 ⽇本集中治療医学会専⾨医 研
修施設、⽇本脈管学会認定 研修指定施設、⽇本不整脈⼼電学会認定 不整脈専⾨医 研修施設、⽇本動脈硬化学会専⾨医制度 教育病院
経カテーテル的⼤動脈弁置換術関連学会協議会 経カテーテル的⼤動脈弁置換術 指導施設、⽇本核医学会専⾨医 教育病院、⽇本超⾳波医学会認定 超⾳波専⾨
医研修施設、⽇本成⼈先天性⼼疾患学会認定 成⼈先天性⼼疾患専⾨医 総合修練施設、⽇本内科学会認定医制度審議会推薦 教育関連 特殊病院、公益社団法⼈
⽇本医学放射線学会 画像診断管理認証施設、経カテーテル的⼼臓弁治療関連学会協議会 経カテーテル的⼤動脈弁置換術実施施設、補助⼈⼯⼼臓治療関連学会協
議会 IMPELLA補助循環⽤ポンプカテーテル実施施設、⽇本循環器学会 経⽪的僧帽弁接合不全修復システム実施施設、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会認
定 潜因性脳梗塞に対する卵円孔開存閉鎖術実施施設、⽇本Pediatric Interventional Cardiology学会、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会合同教育委員会認定
経⽪的動脈管閉鎖術施⾏施設、⽇本Pediatric Interventional Cardiology学会、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会合同教育委員会認定 経⽪的⼼房中隔⽋損閉鎖
術施⾏施設、⽇本循環器学会 左⼼⽿閉鎖システム実施施設、経⽪的カテーテル⼼筋冷凍焼灼術[クライオバルーン（Arctic Front Advance）] 実施施設、経⽪的カ
テーテル⼼筋焼灼術[ホットバルーン（SATAKE・Hot Balloon）] 実施施設、経⽪的カテーテル⼼筋焼灼術[レーザーバルーン（Heart Light）] 実施施設、パワー
ドシースによる経静脈的リード抜去術認定施設 レーザーシース（Evolution）実施施設、経カテーテル的⼼臓弁治療関連学会協議会/経カテーテル肺動脈弁置換管理
委員会認定 経カテーテル的肺動脈弁留置術実施施設 等

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できます。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

きわめて稀な疾患を除いて、研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができます。

榊原記念病院は東京都北多摩南部地域の循環器専⾨の地域医療⽀援病院であり、東京医科⻭科⼤学の内科専⾨研修プログラムの連携施設として循環器内科研修を⾏
い内科専⾨医の育成を⾏います。当院は開⼼術数が年間1000件を超えるなど、豊富な症例数を誇っています。 指導医は⼼⾎管イン ターペンション、 ⼼不全、 不整
脈（カテーテルアブレーション）、ＩCDやベースメーカ植え込み、⼼エコー、 画像診断(CT/ MR I/ 核医学）、 ⼼臓リハビリ、成⼈先天性⼼疾患など各領域の専⾨
家がそろっており、 循環器診療においてほぼすべての領域をカバーできます

⼈
数
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1。連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2。連携施設の13領域における研修可能性の評価
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

公⽴昭和病院

13内科剖検数（件） （2022年度実績）

90,834

246,382

158

485

10内科系診療科数（科）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022.3現在）

（2022.3現在）

60,961

131,393

JMECC

（2022.3現在）

（2022.3現在）

（2022.3現在）

29

23

23

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催

6回

治験センター

39

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

藤⽥ 彰

⾎液内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.3現在）

あり

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
◎研修できる
○時に経験できる
△ほとんど経験できない
×まったく経験できない

領
域

評
価
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3。連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

•臨床研究に必要な図書室，写真室などを整備しています．
•倫理委員会を設置し，定期的に開催（2022年度実績8回）しています．
•治験管理室を設置し，定期的に受託研究審査会を開催（2022年度実績10回）しています．
•⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計2演題以上の学会発表（2022年度実績5演題）をしています．
内科系各診療科で専⾨領域学会での活動を⾏っています．

•初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です．
•研修に必要な図書室とインターネット環境があります．
•公⽴昭和病院⾮常勤医師として労務環境が保障されています．
•メンタルストレスに適切に対処する部署（産業医）があります．
•ハラスメント委員会が院内に整備されています．
•⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように，休憩室，更⾐室，仮眠室，シャワー室，当直室が整備されています．
•敷地近隣に院内保育所があり，利⽤可能です．

•指導医は23名在籍しています（下記）．
•内科専⾨研修プログラム管理委員会（統括責任者（副院⻑，内視鏡センター⻑），プログラム管理者（副院⻑，⾎液内科部⻑）（ともに総合内科専⾨医かつ指導
医）
•内科専⾨研修プログラム管理委員会にて，基幹施設，連携施設に設置されている研修委員会との連携を図ります．
•基幹施設内において研修する専攻医の研修を管理する内科専⾨研修委員会と臨床研修センターを設置します．
•医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（2022年度5回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•CPC を定期的に開催（2022年度実績6回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•研修施設群合同カンファレンス（2022年度：年2回開催）
•地域参加型のカンファレンスを定期的に開催し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講（2022年度開催実績1回：受講者11名）を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•⽇本専⾨医機構による施設実地調査に臨床研修センターが対応します．

•カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち全分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています（上記）．
•70疾患群のうちほぼ全疾患群（少なくても35以上の疾患群）について研修できます（上記）．
•専⾨研修に必要な剖検（2021年度12体, 2022年度13体）を⾏っています．
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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29 12 7 8 5 3 4 4 6 2 3 8

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 川⼝ 淳

領
域

⽇本内科学会認定医制度教育病院，⽇本アレルギー学会認定教育施設
⽇本感染症学会認定研修施設，⽇本消化器病学会認定施設
⽇本肝臓学会認定施設，⽇本消化器内視鏡学会指導施設
⽇本消化器がん検診学会指導施設，⽇本消化管学会胃腸科指導施設
⽇本カプセル内視鏡学会指導施設，⽇本がん治療認定医機構認定研修施設
⽇本⾎液学会認定⾎液研修施設，⽇本甲状腺学会認定専⾨医施設
⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設
⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会
⽇本呼吸器学会認定施設，⽇本超⾳波医学会認定超⾳波専⾨医研修施設
⽇本糖尿病学会認定教育施設，⽇本内分泌学会認定教育施設
⽇本神経学会准教育関連施設，⽇本救急医学会救急科専⾨医指定施設
など

急性期医療だけでなく，超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療，病診・病病連携なども経験できます．

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を，実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます．

きわめて稀な疾患を除いて，研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域。
70疾患群の症例を幅広く経験することができます．

 公⽴昭和病院は、臨床研修指定病院・外国医師臨床修練指定病院であり、かつ東京都北多摩北部医療圏の三次救急を担う、当⼆次医療圏の中⼼的な急性期病院で
す。連携施設とも合わせて内科専⾨研修を⾏い、必要に応じた可塑性のある、地域医療にも貢献できる内科専⾨医を⽬指します。

コロナ禍においては、第⼆種感染症指定医療機関として、感染症科、救急科、呼吸器内科を中⼼に全診療科が協⼒して対応しました。
主担当医として、⼊院から退院〈初診・⼊院〜退院・通院〉まで経時的に、診断・治療の流れを通じて、社会的背景・療養環境調整をも包括する全⼈的医療を実践
できる内科専⾨医になります。
 連携施設の選択は。希望に応じ柔軟に対応したいと考えています。
本プログラムでは三次救急、地域がん診療連携拠点病院など地域医療の中核を担う当院で充実した研修を⽬指すだけでなく、ワーク・ライフバランスや⼦育てなど
も視野に⼊れて、働きやすい病院、働きやすい⼆次医療圏内での内科専⾨医研修を⽬指し、各種学会の認定施設としてサブスペシャリティー研修も視野に⼊れ、
将来の当地域の医療の担い⼿を育てていきたいと考えています。

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
液

神
経

ア
レ
ル
ギ
ổ

膠
原
病

感
染
症

救
急

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎

あり

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

４０.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

⼤林 正⼈

神経内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.3.現在）

開催

開催

開催予定

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催予定

予定なし

12回

治験センター

（2023.3.現在）

9,969

5,052

JMECC

（2023.4.現在）

（2023.4.現在）

（2023.4.現在）

18

16

不明

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

国⽴病院機構 災害医療センター

【病院写真】

3内科剖検数（件） （2022年実績）

74,640

164,539

208

455

8内科系診療科数（科）

（2021年実績）

（2021年実績）

（2021年実績）

（2020年実績）

（2023.3.現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床研究が可能である。
・倫理委員会が設置されている。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間3題以上の学会発表を毎年⾏っている。
・内科系学会の後援会等で多数の学会発表を⾏っている。

・臨床研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与（当直業務給与や時間外業務給与を含む）、福利厚⽣（健康保
険、年⾦、住居補助、健康診断など）、労働災害補償などについては、本院の就業規則等に従う。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよう､⼥性医師⽤の休憩室､更⾐室､仮眠室､シャワー室、当直室が整備されている。
・院内の保育園が利⽤可能である。

・内科指導医が18名在籍している。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療安全･感染対策講習会を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・CPC を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講の機会を与え、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える予定である。
・施設実地調査についてはプログラム管理委員会が対応する。

・カリキュラムに⽰す内科領域13 分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうち、ほぼすべての疾患群について研修できる。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医教育施設、⽇本⾎液学会⾎液研修施設、⽇本リウマチ学会教育施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本消化器病学会
認定施設、⽇本循環器学会循環器専⾨医研修施設、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本神経学会認定教育施設など

急性期医療だけでなく，超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療，病診・病病連携なども経験できます。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を，実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

きわめて稀な疾患を除いて，研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域，70疾患群の症例を幅広く経験することができます。

災害医療センター内科は、3次救急病院である強みを⽣かした豊富な急性期症例から稀少疾患まで研修が可能です。東京および周辺県の関連病院と連携して、医療の
最先端を担う研究志向の内科医から、地域の中核病院で優れた専⾨診療を⾏う医師まで幅広い内科医を育成しています。
新制度のもとでは、さらに質の⾼い効率的な内科研修を提供し、広い視野、内科全体に対する幅広い経験と優れた専⾨性を有する内科医を育成するプログラムを構
築しました。

⼈
数

⼤林 正⼈

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

（2022.4現在）
（2022.4現在）
（2022.4現在）

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

４１.

倫理委員会 開催
臨床研究センター 設置予定

⼊院患者数（⼈）
内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名
責任者診療科名

椎尾 康
神経内科

外来患者数（⼈）
内科系病床数（床）
病床数（床） （2023.3現在）

開催
開催
開催

開催
開催CPC

CPCの開催回数
研修施設群合同カンファレンス
地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催
開催予定
12回

治験センター あり

（2023.3現在）

68,974
114,909

JMECC

21
29
30

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む
内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会
医療安全講習会

内科学会活動 年間3題以上

東京逓信病院

16内科剖検数（件） （2022年度実績）

106,598
265,945

175
461

8内科系診療科数（科）

（2022年度実績）
（2022年度実績）
（2022年度実績）
（2022年度実績）
（2022.4現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

•臨床研究に必要な図書室を整備しています．
•倫理委員会を設置し，定期的に開催（2022年度実績12回）しています．
•治験事務局を設置し，定期的に治験審査委員会を開催（2022年度実績11回）しています．
•⽇本内科学会や同地⽅会及び内科系学会での発表数は32件（2021年度実績）しています．

•初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です。
•研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
•東京逓信病院⾮常勤医師として労務環境が保障されています。
•メンタルストレスに適切に対処する部署があります。
•ハラスメント担当者がいます。

•指導医は30名在籍しています．
•内科専⾨研修プログラム管理委員会（統括責任者（診療科部⻑），副統括責任者（診療科部⻑））にて，基幹施設，連携施設に設置されている研修委員会との連
携を図ります．
•基幹施設内において研修する専攻医の研修を管理する研修委員会（研究教育委員会）と臨床研修センター（経営管理課職員係）を設置します．
•医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（動画視聴等Webで実施）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•研修施設群合同カンファレンスを定期的に主催し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•CPC を定期的に開催（2022年度実績12回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•地域参加型のカンファレンス（四病院消化器研究会、東京チェストカンファレンス、臨床内分泌代謝研究会等）を定期的に開催し，専攻医に受講を義務付け，そ
のための時間的余裕を与えます．
•プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•⽇本専⾨医機構による施設実地調査に臨床研修センターが対応します．

•カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち全分野（少なくても7分野以上）で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています（上記）．
•70疾患群のうちほぼ全疾患群（少なくても35以上の疾患群）について研修できます（上記）．
•専⾨研修に必要な剖検（2022年度実績16体）を⾏っています．
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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合
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⾎
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21 5 4 4 2 2 3 4 2 5 1 0 1 0 2

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医制度教育病院、⽇本内分泌学会認定教育施設、⽇本肥満学会認定肥満症専⾨病院、⽇本動脈硬化学会専⾨医制度教育病院、⽇本臨床神経⽣理
学会教育施設（脳波・筋電図）、⽇本肝臓学会認定施設、⽇本消化器病学会専⾨医研修施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本呼吸器学会認定施
設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本透析医学会認定施設、⽇本神経学会認定教育施設、⽇本アレルギー学会アレルギー専⾨医準教育研修施設、⽇本消化器内視鏡学
会認定指導施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本感染症学会認定研修施設、⽇本超⾳波医学会認定超⾳波専⾨医研修施設、⽇本⾼⾎圧学会⾼⾎圧認定研修施
設、⽇本⾎液学会専⾨研修教育施設

急性期医療だけでなく，超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療，病診・病病連携なども経験できます．

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を，実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます．

きわめて稀な疾患を除いて，研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域，70疾患群の症例を幅広く経験することができます．

 当院は都区中央部医療圏の中⼼的な急性期病院で，医療圏の紹介患者，救急患者，さらには都外など遠⽅からの紹介患者も積極的に受け⼊れています．近隣の
⼤学病院や基幹病院と連携しており，⼈材の交流も盛んです。将来的なサブスペシャリティだけでなく内科的疾患全般に対処できる臨床能⼒を⾝につけることを
重視したプログラムとなっており，また主担当医として，社会的背景・療養環境調整をも包括する全⼈的医療を実践できる内科専⾨医を⽬指します．症例発表等
の学会活動にも⼒を⼊れていますので，リサーチマインドをもって情報発信することを⼼がけましょう．

⼈
数

領
域

指導責任者名 椎尾 康
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

横浜南共済病院

11内科剖検数（件） （2015年実績）

134,587
347,032

209
565

8内科系診療科数（科）

（2015年実績）
（2015年実績）
（2015年実績）
（2015年実績）
（2017.1現在）

（2017.1現在）

5,817
15,337

JMECC

（2017.1現在）
（2017.1現在）
（2017.1現在）

9
15
15

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む
内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会
医療安全講習会 開催

開催
予定なし

開催
開催CPC

CPCの開催回数
研修施設群合同カンファレンス
地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催
開催予定
4回

治験センター

４２.

倫理委員会 開催
臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）
内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名
責任者診療科名

藤井 洋之
循環器内科

外来患者数（⼈）
内科系病床数（床）
病床数（床） （2017.1現在）

あり
内科学会活動 年間1-2題

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・各内科が学会活動を⾏っており、臨床研究が可能である。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計1演題以上の学会発表（2015年度実績 1演題）をしている。
・内科系学会、研究会で年間119演題の学会発表を⾏っている（2015年度実績）。
・内科系学会の国際学会での学会発表を9演題⾏っている（2015年度実績）。
・内科系で欧⽂論⽂が13本、⽇本語論⽂が7本掲載された（2015年度実績）。

• 初期臨床研修制度基幹型研修指定病院である。
• 研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
• 国家公務員共済組合連合会 横浜南共済病院の職員として労務環境が保障されている。
• メンタルストレスに適切に対処する医師（産業医）が常勤している。
• 院内にセクシャルハラスメント相談員が男⼥各１名おり、セクハラに関する相談を受け付けている。
• ⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、更⾐室、シャワー室、当直室が整備されている。
• 敷地内に院内保育所が整備されている。

• 指導医が15名在籍している（下記）。
• 内科専攻医研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し，基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
• 医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（2015年度実績 医療安全2回、感染対策2回）し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与
える。
• 研修施設群合同カンファレンス（2018年度予定）を定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
• CPC を定期的に開催（2015年度実績4回）し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
• 地域参加型のカンファレンス（2015年度実績 ⾦沢区CPC 1回、消化器疾患 内科・外科・病理カンファレンス 2回 神奈川県医療従事者向け緩和ケア研修
会 １回 呼吸器疾患医療連携セミナー ２回など 各科および複数科合同で計10回程度）を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕
を与える。

カリキュラムに⽰す内科領域13 分野のうち、総合内科を除く、消化器、循環器、内分泌、代謝、腎臓、呼吸器、⾎液、神経、アレルギー、膠原病、感染症および
救急の分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 藤井 洋之

領
域

⽇本内科学会認定医制度教育病院、⽇本消化器病学会認定施設、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本消化器内
視鏡学会認定指導施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本透析医学会認定医制度認定施設、⽇本⾎液学会認定研修施設、⽇本神経学会専⾨医制度
認定教育施設、⽇本脳卒中学会認定研修教育病院、⽇本呼吸器内視鏡学会認定施設、ICD/両室ペーシング植え込み認定施設、⽇本がん治療認定医機構認定研修施
設、ステントグラフト実施施設、⽇本緩和医療学会専⾨医認定制度認定研修施設、⽇本認知症学会教育施設、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会研修施設
など

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できる。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができる。

横浜南共済病院は神奈川県の横浜南部医療圏の急性期病院であり、東京医科⻭科⼤学附属病院を基幹施設とする内科専⾨研修プログラムの連携施設として内科専
⾨研修を⾏い、地域医療にも貢献できる内科専⾨医の育成を⾏います。主担当医として、⼊院から退院〈初診・⼊院〜退院・通院〉まで、医療安全を重視しつ
つ、社会的背景・療養環境調整をも包括する全⼈的医療を実践できる内科専⾨医を⽬指します。

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

あり
内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

４3.

倫理委員会 開催
臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）
内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名
責任者診療科名

豊⽥ 茂雄
⾎液内科

外来患者数（⼈）
内科系病床数（床）
病床数（床） （2021.4現在）

開催
開催予定
開催

開催
開催CPC

CPCの開催回数
研修施設群合同カンファレンス
地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催予定
開催予定
5回

治験センター

（2021.4現在）

9,052
19,574

JMECC

（2022.4現在）
（2022.4現在）
（2022.4現在）

18
20
20

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む
内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会
医療安全講習会

横須賀共済病院

【病院写真】

11内科剖検数（件） （2021年実績）

149,758
420,618

333
740

8内科系診療科数（科）

（2021年実績）
（2021年実績）
（2021年実績）
（2021年実績）
（2021.4現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床研修に必要な図書室、インターネット環境などを整備している。
・倫理委員会を設置し、定期的に開催している。
・治験センターが設置している。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計3演題以上の学会発表をしている。（2021年度実績8演題）

・基幹型臨床研修病院の指定を受けている。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・横須賀共済病院の専攻医として労務環境が保障されている。
・メンタルストレスに適切に対処する部署がある。
・ハラスメント委員会が整備されている。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、更⾐室、仮眠室、シャワー室、当直室が整備されている。
・近傍に院内保育所があり、利⽤可能である。

・指導医が20名在籍している。
・本プログラム管理委員会を設置して専攻医の研修を管理し，基幹施設、連携施設に設置される研修委員会と連携を図る。
・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催（2021年度実績8回）し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・CPC を定期的に開催（2021年度実績5回）し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医に、JMECC受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・⽇本専⾨医機構による施設実地調査に臨床研修管理部が対応する。

・病床数（全体）：740床、うち内科系病床：333床
・カリキュラムに⽰す内科領域13 分野のうち、膠原病を除く、総合内科、消化器、循環器、内分泌、代謝、腎臓、呼吸器、⾎液、神経、アレルギー、感染
症、救急科の分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうちほぼ全疾患群（少なくとも65以上の疾患群）について研修できる。
・専⾨研修に必要な剖検（2020年度実績13体、2021年度実績11体）である。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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18 8 3 8 0 5 2 2 2 2 0 0 0 0 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定内科専⾨医教育病院、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本消化器病学会専⾨医制度認定施設、⽇本消化器内視鏡学会専⾨医制度
認定施設、⽇本腎臓病学会認定施設、⽇本肝臓学会認定施設、⽇本⾎液学会認定研修施設、⽇本呼吸器内視鏡学会関連認定施設、⽇本透析医学会認定施設、⽇
本呼吸器学会認定施設、⽇本神経学会認定医制度教育関連施設、⽇本輸⾎細胞治療学会認定医制度認定施設、⽇本⼼⾎管インターベンション学会研修施設、⽇
本がん治療認定医機構認定研修施設、⽇本脳卒中学会認定研修教育病院、⽇本不整脈⼼電学会認定不整脈専⾨医研修施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、地域病院との病病連携や診療所（在宅訪問診療施設などを含む）との病診連携も経験でき
る。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を経験することができる。

横須賀共済病院は横須賀・三浦地区の⼆次医療圏の中核病院として、急性期医療を担っています。特に救急医療に⼒を⼊れており、内科専⾨医研修として⼗分
な症例を経験できます。また、各内科の専⾨医・指導医が豊富にいるため、内科専⾨医研修医への指導体制も充実しています。また、地域がん診療連携拠点病
院に指定されており、悪性疾患に対する集学的治療・緩和医療・地域医療機関への診療⽀援などを積極的に⾏っています。
さらに地域医療⽀援病院の承認を受けており、「かかりつけ医」と「地域医療⽀援病院」が地域の中で、医療の機能や役割を分担し、より効果的な医療を進め
ています。このように救急医療からがん診療、そして地域連携と多様な病状・病態の症例を経験可能です。

⼈
数

渡邉 秀樹

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
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⾎
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

設置予定

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

４４.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 設置予定

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

⼩林 ⼀⼠

循環器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.3現在）

開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

5回

治験センター

（2023.3現在）

69,732

112,932

JMECC

（2023.3現在）

（2023.3現在）

（2023.3現在）

21

21

21

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

平塚共済病院

【病院写真】

2内科剖検数（件） （2022年実績）

109,416

210,816

241

441

8内科系診療科数（科）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2023.3現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計3演題以上の学会発表をしている。
・臨床研修に必要な図書室・インターネット環境などを整備している。
・倫理委員会を設置し、定期的に開催している。

・初期臨床研修制度基幹型研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・⾝分について：平塚共済常勤、労働環境が保障されている。
・メンタルストレスに適切に対処する部署（健康管理室）がある。
・ハラスメント委員会が整備されている。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、更⾐室、仮眠室、シャワー室、当直室が整備されている。
・敷地内に院内保育所があり、利⽤可能である。

・内科指導医が21名、総合内科専⾨医が21名在籍している。
･内科専攻医研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（2022年度実績医療安全5回、感染対策2回、医療倫理1回）し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間
的余裕を与える。
・CPCを定期的に開催（2022年度実績3回）し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち、総合内科、消化器、循環器、腎臓、呼吸器、神経、内分泌、代謝、膠原病の分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数
を診療している。救急は搬送患者が多く、週2⽇は専⾨医が指導に当たる環境にある。⾎液、感染症、アレルギーに関しては上記診療科で随時診療を⾏っている。
・専⾨研修に必要な剖検（2022年度実績2体）を⾏っている。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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21 7 0 11 2 3 2 7 2 3 3 2 0 0 1

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）
内科専⾨研修基幹施設
⽇本消化器病学会専⾨医制度認定施設
⽇本消化器内視鏡学会専⾨医制度認定指導施設
⽇本消化器学会胃腸科指導施設
⽇本胆道学会認定指導制度指導施設
⽇本呼吸器学会認定施設
⽇本呼吸器内視鏡学会専⾨医制度認定施設
⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設
⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会研修施設
⽇本不整脈⼼電学会認定不整脈専⾨研修施設
⽇本神経学会専⾨医制度教育施設
⽇本脳卒中学会専⾨医認定制度研修教育病院
⽇本糖尿病学会認定教育施設Ⅰ
⽇本内分泌学会認定教育施設
⽇本腎臓学会研修施設
⽇本透析医学会専⾨医制度認定施設
⽇本リウマチ学会教育施設
⽇本アレルギー学会アレルギー専⾨医教育研修施設呼吸器科
ＮＳＴ稼働認定施設
など

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できます。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

極めて稀な疾患を除いて、研修⼿帳(疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を経験することが出来ます。

当院の内科病床は200床を超え、地域連携⽀援病院として近隣の医療機関から紹介患者を広く受⼊れています。当院は⼆次救急医療機関ですが、救急センター、⼼臓
センター、脳卒中センターを有し、三次相当の救急患者にも対応する実質 2.5次の救急医療を実践しています。このため、内科医として経験すべき急性及び慢性疾患
を⼀通り経験可能です。当院は神奈川県がん診療連携指定病院であり、がん診療の専⾨的研修も可能です。
専攻医の皆さんには、指導医の下で主担当医として⼊院患者を受持ち、検査〜診断〜治療に⾄る⼀連の診療を実践してもらいます。また、内科スタッフとして、内
科救急当番・内科当直の救急業務も担ってもらいます。疾患だけを診るのではなく、社会的背景・療養環境調整をも包括する全⼈的医療を実践する⼒を養ってもら
います。

⼈
数

⼩林 ⼀⼠

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ ○ ○ ○ ○ ○

あり

内科学会活動 年間1-2題

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

４５.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

平尾 ⾒三

循環器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2021.3現在）

開催

開催

予定なし

開催

予定なしCPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

予定なし

予定なし

0

治験センター

（2021.3現在）

64,217

112,999

JMECC

（2021.3現在）

（2021.3現在）

（2021.3現在）

10

5

5

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

AOI国際病院

0内科剖検数（件） （2019年実績）

36,653

117,606

53

328

10内科系診療科数（科）

（2019年実績）

（2019年実績）

（2019年実績）

（2019年実績）

（2021.3現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・ＡＯＩ国際病院では内科系診療科に関連する⼝座が開設され、臨床研究が可能である。
・⽇本内科学会及び関連学会において計10題の学会発表を⾏っている。（2016年度以降）

・研修に必要なインターネット環境がある。図書室については受⼊までにより充実した環境を整備予定。・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働
基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与（当直業務給与や時間外業務給与を含む）、福利厚⽣（健康保険、年⾦、住居補助、健康診断など）、労働災害補償などに
ついては、当法⼈の就業規則等に従う。・メンタルストレスに適切に対処する部⾨として健康管理センターが置かれている。・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよ
う、⼥性医師⽤の休憩室、仮眠室、シャワー室が整備されている。・当院勤務者専⽤の保育園（コスモス保育園）が利⽤可能である。

・内科指導医が5名在籍している。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・ＣＰＣを随時開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。

・カリキュラムに⽰す主要な内科領域で専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうち、まれな症例については基幹病院と連携して研修できる。
・専攻研修に必要な剖検数については当院での実施の他、連携施設において補完もする。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
総
合
内
科
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器
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⽼
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9 2 1 7 1 0 5 2 0 0 1 1 0 0 1

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医教育施設、⽇本循環器学会循環器専⾨医研修施設、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会認定研修施設、学会認定不整脈専⾨医研修施設、⽇
本消化器病学会専⾨医制度認定施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本脳卒中学会認定研修教育病院

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診、病病連携なども経験できる。

疾患群項⽬表にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら基幹病院と連携し幅広く経験することができる。

疾患群項⽬表にある主要領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができる。

・AOI国際病院は、開院して8年程度の新しい病院で、国内有数の医療法⼈グループである葵会の基幹病院として、救急医療及び先進的医療を⾏っております。院内
では、東京医科⻭科⼤学、東京慈恵会医科⼤学、東邦⼤学、昭和⼤学等で研鑽を積まれた医師が活躍しており、専攻医の先⽣⽅が不安なく相談でき、積極的に発⾔
が出来る⾵通しの良い職場作りを⼼掛けています。また、専攻医の先⽣が⼿技者となる機会をなるべく設けるようにするとともに、⼀般病院で疎かになりがちなア
カデミックな研究・発表・論⽂作成の機会も⼤切にしております。都内アクセスも良く、ロケーションに恵まれながら、⽐較的労働条件も良いですので、是⾮とも
当院での研修を御⼀⾏頂ければ幸いです。

⼈
数

川島 朋之

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器
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謝

腎
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⾎
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急

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

４６.

倫理委員会

臨床研究センター

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

鈴⽊ ⽂孝

肝臓内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床）

CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

治験センター

内科学会活動

JMECC

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

⻁の⾨病院分院

内科剖検数（件）

内科系診療科数（科）

詳細については作成中
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⼈
数

領
域

指導責任者名 髙⾕ 久史
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
分
泌

代
謝

腎
臓

呼
吸
器

⾎
液

神
経

ア
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ル
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ổ

膠
原
病

感
染
症

救
急

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

川崎市⽴多摩病院

【病院写真】

3内科剖検数（件） （2019年実績）

78,408

186,755

154

376

10内科系診療科数（科）

（2020年実績）

（2020年実績）

（2020年実績）

（2020年実績）

（2022.3現在）

（2022.3現在）

3,284

7,513

JMECC

（2021.3現在）

（2022.3現在）

9

20

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催予定

開催予定

予定なし

開催予定

開催予定CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催予定

開催予定

3

治験センター

４７.

倫理委員会 開催予定

臨床研究センター 設置予定

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

奥瀬 千晃

総合診療内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.3現在）

あり

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計１演台以上の学会発表をしています。

・初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です。
・研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
・聖マリアンナ医科⼤学任期付き助教として労務環境が保証されています。
・メンタルストレスに適切に対処する相談窓⼝があります。
・法⼈ハラスメント委員会が整備されています。
・敷地外に保育所があり、利⽤可能です。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、更⾐室、シャワー室、当直室が整備されています。

・指導医有資格者は、名在籍しております。
・内科専攻医研修委員会を設置しており、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設、連携施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります。
・医療倫理・医療安全・感染対策の講習会を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付けそのための時間的余裕を与えます。
・CPCを定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・JMECC受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。

カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち、定常的に専⾨研修が可能な症例数を診察しています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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13 5 4 3 1 1 1 2 1 4 2 1 0 1 7

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 奥瀬 千晃

領
域

⽇本内科学会認定医教育施設、⽇本⾎液学会⾎液研修施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本透析医学会認定施設、⽇本消化器病学会専
⾨医制度認定施設、⽇本肝臓学会認定施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本循環器学会循環器専⾨医研修施設、⽇本不整脈学会・⽇本⼼電学会不整脈専⾨医
研修施設、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会認定研修施設、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本アレルギー学会認定教育施設、⽇本神経学会認定施設、⽇本脳卒
中学会認定研修教育病院、⽇本感染症学会連携研修施設

・当院は、地域医療⽀援病院です。
・幅広くcommon diseaseを研修し、病診連携や⾼齢者医療などを経験できます。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

きわめてまれな疾患を除いて、研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができる。

当院は川崎市が設⽴し聖マリアンナ医科⼤学が指定管理者制度のもと運営する公設⺠営の病院です。
そのため、市中病院としての地域に根付いた臨床経験と⼤学病院としての教育や研究、専⾨性の双⽅
が得られる恵まれた環境にある病院です。
近隣医療圏の多様な地域特性を持つ連携施設と協⼒しながら、あらゆる場⾯や環境に応じた診療が提供できる医師を育成します。
臨床だけではなく、教育・研究においても体系的に学ぶことができる環境を提供します。
コロナ禍の厳しい状況が続いていますが、全国各地から⾼い志を持った専攻医の⽅々が充実した研修の⽇々を送っています。
是⾮皆さんにも当院での研修を経験して頂きたいと思っています。
スタッフ⼀同、皆さんからの連絡を⼼よりお待ちしております。

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
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⾎
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

あり

内科学会活動 年間1-2題

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

４８.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

安⽥ 宏

消化器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.3現在）

開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催

4

治験センター

（2022.3現在）

130,091

291,224

JMECC

（2023.3現在）

（2023.3現在）

（2023.3現在）

65

111

111

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

聖マリアンナ医科⼤学病院

【病院写真】

26内科剖検数（件） （2022年度実績）

228,561

585,907

458

1,175

9内科系診療科数（科）

（2021年実績）

（2021年実績）

（2021年実績）

（2021年実績）

（2022.3現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床研修に必要な図書室、インターネット環境を整備しています。
・倫理委員会を設置し、定期的に開催しています。
・治験管理室を設置し、定期的に治験審査委員会（⽉1回）を開催しています。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計1題以上の学会発表をしています。

・初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です。
・研修に必要な図書室とインターネットの環境があります。
・聖マリアンナ医科⼤学病院の専攻医として労務環境が保障されています。
・メンタルストレスに適切に対処する部署があります。
・ハラスメント委員会が整備されています。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、更⾐室、仮眠室、シャワー室、当直室が整備されています。
・近傍に院内保育所があり、利⽤可能です。

・指導医が111名在籍しています。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会連携を図ります。
・医療倫理・医療安全・指導医が111名在籍しています。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります。
・医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・地域および多職種参加型の９内科合同カンファレンスを定期的に参画し、common diseaseや様々な症例を学ぶ機会を設けています。
・CPCを定期的に開催し､内科・病理との幅広いディスカッションに参加する機会が設けられています。
・JMECCを主催しており、優先的に専攻医が受講することができます。
・特別連携施設での研修では、電話やインターネットを使⽤して指導医がその施設での研修指導を⾏います。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています。
・専⾨研修に必要な剖検（平均30体）を⾏っています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
総
合
内
科

消
化
器

肝
臓

循
環
器

内
分
泌

腎
臓

糖
尿
病

呼
吸
器

⾎
液

神
経

ア
レ
ル
ギ
ổ

リ
ウ
マ
チ

感
染
症

⽼
年
病

救
急

65 12 5 23 4 7 4 6 8 10 3 15 4 6 17

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医制度教育病院、⽇本医学放射線学会放射線科専⾨医制度修練機関（画像診断・IVR部⾨、核医学部⾨、放射線治療部⾨）、⽇本救急医学会救急科専⾨医・指導
医指定施設、⽇本⿇酔科学会⽇本病理学会病理専⾨医制度研修認定施設Ａ、⽇本消化器病学会専⾨医制度認定施設、⽇本⾎液学会認定⾎液研修施設、⽇本核医学会専⾨医教育病
院、⽇本超⾳波医学会認定超⾳波専⾨医研修施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本透析医学会専⾨医制
度認定施設、⽇本輸⾎・細胞治療学会認定医制度指定施設、⽇本ｱﾚﾙｷﾞｰ学会認定教育施設（⼩児科/ ⽪膚科/ ﾘｳﾏﾁ・膠原病・ｱﾚﾙｷﾞｰ内科）、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本神経学
会専⾨医制度教育施設、⽇本ﾘｳﾏﾁ学会教育施設、⽇本呼吸器内視鏡学会認定施設、⽇本ペインクリニック学会指定研修施設、⽇本臨床薬理学会専⾨医制度研修施設、⽇本⽼年医
学会認定施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本肝臓学会認定施設、⽇本脈管学会認定研修施設、⽇本⼤腸肛⾨病学会認定施設、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会認
定研修施設、⽇本放射線腫瘍学会認定施設、⽇本内分泌学会内分泌代謝科専⾨医制度認定教育施設、⽇本臨床腫瘍学会認定研修施設、⽇本インターベンショナルラジオロジー学
会専⾨医修練施設、⽇本脳卒中学会専⾨医認定制度研修教育病院、⽇本集中治療医学会専⾨医研修施設、⽇本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼働施設認定、⽇本感染症学会研修施設認
定、⽇本がん治療認定医機構認定研修施設、⽇本⽼年精神医学会専⾨医制度認定施設、⽇本緩和医療学会 認定研修施設、⽇本東洋医学会指定研修施設、⽇本⼼臓ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学
会認定研修施設、⽇本カプセル内視鏡学会指導施設、⽇本不整脈⼼電学会認定不整脈専⾨医研修施設証、⽇本ステントグラフト実施基準管理委員会胸部・腹部ステントグラフト
実施施設、⽇本遺伝カウンセリング学会臨床遺伝専⾨医制度研修施設、⽇本脳神経⾎管内治療学会 研修施設、⽇本呼吸療法医学会呼吸療法専⾨医研修施設、⽇本病院総合診療
医学会認定施設、⽇本てんかん学会認定研修施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診、病病連携を経験できます。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

きわめて稀な疾患を除いて、研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を経験することができます。

東京と隣接した地域に位置する、地域密着型特定機能病院です。202２年１２⽉末に新病院が竣⼯しました。年間6000台以上の救急⾞の応需があり、三次急までの
様々な救急疾患を経験することができます。

⼈
数

出雲 昌樹

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ○ ◎

新百合ヶ丘総合病院

【病院写真】

3内科剖検数（件） （2022年度実績）

123,995

332,408

156

563

13内科系診療科数（科）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2022年度実績）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

62,172

178,877

JMECC

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

25

30

30

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

3回

治験センター

４９.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

畔上 幸司

循環器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.4現在）

あり

内科学会活動 年間1-2題

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

•臨床研究に必要な図書室，カンファレンスルームなどを整備しています．
•倫理委員会を設置し，年1-2回開催しています．
•治験管理室を設置しています．
•⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に2021年度に計2演題の学会発表をしています．内科専攻医の内科系学会での発表数は6演題です。

•初期臨床研修制度 基幹型研修指定病院です．
•研修に必要な図書室とインターネット環境があります．
•新百合ヶ丘総合病院内科研修医として労務環境が保障されています．
•メンタルストレス、ハラスメントに適切に対処する部署（総務課）があります．
•⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように，更⾐室，シャワー室，当直室が男⼥別に整備されています．
•病院に関連する保育施設があり，利⽤可能です．

•内科指導医は30名在籍しています．
•内科専⾨研修プログラム管理委員会（統括責任者（消化器・肝臓病研究所所⻑），プログラム管理者（消化器内科部⻑）が，基幹施設，連携施設に設置されている
研修委員会との連携を図ります．
•基幹施設内において研修する専攻医の研修を管理する内科専⾨研修委員会を設置します．
•医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（年計5回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•研修施設群合同カンファレンスを定期的に主催（2024年度から予定）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•CPC を定期的に開催（2021年度実績5回、2022年度実績3回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•地域参加型のカンファレンス（新百合ヶ丘病診連携の会；年2回, 川崎北部 ⼼臓⾎管病フォーラム；年1回, 新百合ヶ丘循環器フォーラム；年1回, 新百合ヶ丘イブニ
ングカンファレンス；年1回, 新百合ヶ丘がんセミナー；年1回など）を定期的に開催していますが，専攻医に受講のための時間的余裕を与えます．
•プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講（年1回開催を予定）を義務付け，そのための時間的余裕を与えます．
•⽇本専⾨医機構による施設実地調査に内科専⾨研修委員会が対応します．

•カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち全分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています．
•70疾患群のうちほぼ全疾患群（少なくても56以上の疾患群）について研修できます．
•専⾨研修に必要な剖検（2020年度実績2体，2021年度6体）を⾏っています．
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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25 11 7 7 1 4 2 7 2 4 1 0 0 1 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 畔上 幸司

領
域

⽇本内科学会認定医制度教育関連病院、⽇本消化器病学会認定施設、⽇本肝臓学会認定施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研
修施設、⽇本不整脈⼼電学会認定不整脈専⾨医研修施設、⽇本脈管学会認定研修関連施設、⽇本呼吸器学会関連施設、⽇本神経学会教育施設、⽇本脳卒中学会研修
教育病院、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本⾎液学会認定⾎液研修施設、⽇本静脈経腸栄養学会 NST 稼働施設、⽇本病院総合診療医学会認定施設、⽇本がん治療認定医
機構認定研修施設、⽇本消化器内視鏡学会認定専⾨医制度認定指導施設、⽇本認知症学会教育施設、など

急性期医療だけでなく，超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療，病診・病病連携なども経験できます．

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を，実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます．

きわめて稀な疾患を除いて，研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域，70疾患群の症例を幅広く経験することができます．

新百合ヶ丘総合病院は神奈川県川崎北部医療圏において中⼼的な役割を担う急性期病院です．当院は、先進医療や予防医学の実践，脳卒中・循環器病の救急医療体
制の実現および充実したがん治療の提供を⽬標に総合病院としての機能を拡充しながら地域の⽅々の健康を⽀えたいと考えています．このような当院の特性を活か
しつつ近隣の医療機関とも連携した独⾃の内科専⾨医の育成を⾏い，地域医療に貢献できる内科専⾨医の育成に協⼒したいと考えております．
専攻医の先⽣には⼊院患者の主担当医として，初療から⼊院・退院・外来通院までの⼀連の診療を分担することにより幅広く研鑽を積んでいただきます．また，
個々の患者を診療する中で，患者の社会的背景を理解し療養環境の調整業務においてもリーダーシップの発揮できる包括的かつ全⼈的な対応⼒の備わった内科専⾨
医の育成を⽬指し指導して⾏きたいと思います．

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

５０.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

萩⼭ 裕之

リウマチ科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.3現在）

開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催予定

5回

治験センター あり

（2022.3現在）

（2022.3現在）

（2022.3現在）

19

33

35

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

内科学会活動 年間3題以上

（2017.1現在）

（2022.3現在）

9,224

14,901

JMECC

（2021年度実績）

横浜みなと⾚⼗字病院

【病院写真】

10内科剖検数（件） （2021年度）

102,628

274,431

232

634

11内科系診療科数（科）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・カリキュラムに⽰す内科領域１３分野のうち、総合内科、消化器、循環器、呼吸器、神経、内分泌、代謝、腎臓、⾎液、膠原病、アレルギー、感染症、救急科の
分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています。
・７０疾患群のうちほぼ全疾患群（少なくとも５６以上の疾患群）について研修できます。
・専⾨研修に必要な剖検（２０２０年度実績１１体）を⾏っています。

初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です。
・研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
・横浜市⽴みなと⾚⼗字病院の常勤嘱託医として労務環境が保障されています。
・メンタルストレスには労働安全衛⽣委員会が適切に対処します。
・ハラスメント防⽌規定に基づき委嘱された相談員がいます。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、更⾐室、仮眠室、シャワー室、当直室が整備されています。
・院内保育所があり、利⽤可能です。

・指導医が３６名在籍しています。
・内科専⾨研修プログラム管理委員会（プログラム統括責任者（指導医））にて、基幹施設、連携施設に設置されている研修委員会との連携を図ります。
・基幹施設内において研修する専攻医の研修を管理する内科専⾨研修委員会と臨床教育研修センターを設置します。
・医療倫理（２０２1年度実績１回）・医療安全（２０２1年度実績２回）・感染対策講習会（２０２1年度実績２回）を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、
そのための時間的余裕を与えます。
・研修施設群合同カンファレンス（２０２２年度予定）を参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・CPC を定期的に開催（２０２１年度実績５回）し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・地域参加型のカンファレンス（みなとセミナーなど）を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講（２０２２年度開催実績１回。必要時には東京医科⻭科⼤学などで開催するものへの参加を促す）を義務付け、その
ための時間的余裕を与えます。
・⽇本専⾨医機構による施設実地調査に臨床教育研修センターが対応します。

・臨床研究に必要な図書室などを整備しています。
・臨床倫理委員会を設置し、定期的に開催（２０２１年度実績１１回）しています。
・医療倫理委員会を設置し、定期的に開催（２０２１年度実績６回）しています。
・臨床試験⽀援センターを設置し、治験審査委員会（２０２１年度実績１２回）、⾃主臨床研究審査委員会（２０２１年度実績１２回）を定期的に開催していま
す。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計３演題以上の学会発表（２０２１年度実績６演題）をしています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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20 8 4 10 3 3 4 5 3 4 4 2 1 0 2

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定制度教育病院、⽇本消化器病学会専⾨医制度認定施設、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本糖尿病学会認定教育施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本ア
レルギー学会認定教育施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本循環器学会循環器専⾨医研修施設、⽇本感染症学会認定研修施設、⽇本⾎液学会⾎液研修施設、
⽇本呼吸器内視鏡学会関連認定施設、⽇本神経学会教育施設、⽇本リウマチ学会教育施設、⽇本がん治療認定医機構認定研修施設、⽇本脳卒中学会認定研修教育病
院、⽇本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼働施設、⽇本リハビリテーション医学会研修施設、⽇本不整脈⼼電学会不整脈専⾨医研修施設、⽇本⾼⾎圧学会認定研修施設、
⽇本臨床腫瘍学会認定研修施設、⽇本認知症学会専⾨医教育施設、⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会認定研修施設、⽇本内分泌学会認定教育施設、⽇本透析
医学会教育関連施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、地域病院との病病連携や診療所（在宅訪問診療施設などを含む）との病診連携も経験できま
す。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

きわめて稀な疾患を除いて、研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある１３領域、６８疾患群の症例を経験することができます。

当院は、横浜市の中⼼部である中区に⽴地し、⼭下公園、横浜中華街といった繁華街から徒歩15分という距離にあります。地域医療⽀援病院、救命救急センター、
地域がん診療連携拠点病院に指定され、救急⾞の受け⼊れ台数は例年10,000台を超え全国でも際⽴つ存在となっています。またがんセンターや⼼臓病などのセン
ター化を進め、PET/CT、⾼機能MRI・CT、⼿術⽀援ロボット等々を整備し、横浜南部医療圏の地域医療の中核を担っています。救急医療、悪性疾患に対する集学
的治療、緩和医療、地域医療機関への診療⽀援などを積極的に⾏っており、経験できる症例数は多く多彩であり、各内科系診療科の専⾨医・指導医が指導に当たり
ます。内科専攻医として、救急から緩和、地域医療の幅広い研修や、各領域の専⾨性の⾼い研修が可能です。

⼈
数

領
域

指導責任者名 萩⼭ 裕之
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器
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器
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⾎
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎

⼭梨県⽴中央病院

7内科剖検数（件） （2022実績）

100,734

311,224

180

644

9内科系診療科数（科）

（2022実績）

（2022実績）

（2022実績）

（2022実績）

(概数)（2023.4現在）

（2023.4現在）

51,595

14,609

JMECC

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

18

18

18

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

開催

開催予定

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催予定

開催予定

3

治験センター

５１.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

梅⾕ 健

循環器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.4現在）

あり

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

•臨床研究に必要な図書室などを整備しています。
•倫理委員会を設置し，定期的に開催しています。
•治験管理室を設置し，定期的に受託研究審査会を開催しています。
•⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計3演題以上の学会発表をしています。

•初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です．
•研修に必要な図書室とインターネット環境があります．
•地⽅独⽴法⼈⼭梨県⽴病院機構の⾮常勤医師として労務環境が保障されています．
•メンタルストレスに適切に対処する部署（安全衛⽣委員会）があります．
•ハラスメント防⽌委員会が院内に整備されています．
•⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように，休憩室，更⾐室，仮眠室，シャワー室，当直室が整備されています．
•敷地内に院内保育所があり，利⽤可能です．

•指導医は18名在籍しています。
•内科専⾨研修プログラム管理委員会（統括責任者（梅⾕健循環器病センター統括部⻑），プログラム管理者（梅⾕健統括部⻑）にて，基幹施設，連携施設に設置さ
れている研修委員会との連携を図ります。
•基幹施設内において研修する専攻医の研修を管理する内科専⾨研修委員会と職員研修センターを設置します。
•医療倫理・医療安全・感染管理研修会を定期的に開催し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます。
•CPC を定期的に開催（2021年度実績2回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます。
•地域参加型のカンファレンス（基幹施設：MSGR：Medical Surgical Grand Round、キャンサーボード、バスキュラーボード、地域連携研修会、緩和ケア勉強会、
特別講演会を定期的に開催し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます。
•プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます。
•⽇本専⾨医機構による施設実地調査に職員研修センターが対応します。
•特別連携施設の専⾨研修では，電話や週1回の⼭梨県⽴中央病院での⾯談・カンファレンスなどにより指導医がその施設での研修指導を⾏います。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち全分野（少なくても7分野以上）で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています（上記）。
•70疾患群のうち神経内科領域を除く全疾患群について研修できます（上記）。
•専⾨研修に必要な剖検（2022年度実績7体）を⾏っています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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内科以外 内科以外 内科以外

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 梅⾕ 健 

領
域

⽇本内科学会認定医制度教育施設、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本呼吸器内視鏡学会関連施設、⽇本消化器学会指導施設、⽇本消化器内視鏡学会指導施設、⽇本循
環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本不整脈学会認定不整脈専⾨医研修施設、⽇本内分泌学会認定教育施設、⽇本腎臓学会研修指定施設、⽇本透析医学会研修
認定施設、⽇本⾎液学会認定⾎液研修施設、⽇本リウマチ学会研修施設、⽇本臨床腫瘍学会認定研修施設、⽇本がん治療認定医機構認定研修施設、⽇本緩和医療学
会認定研修施設、⽇本超⾳波医学会認定超⾳波専⾨医制度研修施設、⽇本核医学会専⾨医教育施設、⽇本アフェレシス学会認定施設、急性⾎液浄化認定指定施設、
⽇本病理学会認定病院Ｂ など

急性期医療だけでなく，超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療，病診・病病連携なども経験できます．

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を，実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます．

きわめて稀な疾患を除いて，研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域，70疾患群の症例を幅広く経験することができます．

 ⼭梨県⽴中央病院では、⼆次救急を担当する市中病院としてcommon diseaseを数多く経験することができる⼀⽅、臓器別のサブスペシャルティ領域に⽀えられた
⾼度な急性期医療も経験することができます。救命救急センター、周産期医療センター、がんセンターをはじめとする、数々の県センター機能を担っており、重症
疾患や難治性疾患も経験することができます。
主担当医として、⼊院から退院までの診断・治療の全経過を、責任を持って担当することにより、社会的背景・療養環境調整をも包括する全⼈的医療を実践できる
内科専⾨医になっていただきたいと考えています。

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

北信総合病院

4内科剖検数（件） （2022年実績）

98,982

250,120

127

419

5内科系診療科数（科）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2022年実績）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

62,904

132,639

JMECC

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

8

8

11

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催

予定なし

予定なし

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

予定なし

3回

治験センター

５２.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

千秋 智重

呼吸器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.4現在）

予定なし

内科学会活動 年間1-2題

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・倫理委員会が設置されている。
・⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で2題の学会発表を⾏っている。（2022年度実績）

・臨床研修指定病院である。
・研修に必要な図書室とインターネット環境がある。
・専攻医の安全及び衛⽣並びに災害補償については、労働基準法や労働安全衛⽣法に準じる。給与（当直業務給与や時間外業務給与を含む）、福利厚⽣（健康保険、年⾦、住居補助、健康診断など）、労働災害補償な
どについては、⻑野県厚⽣連の就業規則等に従う。
・給与等については、次のとおりである（平成29年2⽉現在）。

・メンタルストレスに適切に対処する部⾨として衛⽣委員会が設置されている。
・ハラスメント防⽌対策の職員が配置され、⼈事課および⻑野県厚⽣連に苦情相談員が置かれている。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるよう､⼥性医師⽤の更⾐室､仮眠室､シャワー室、当直室が整備されている。
・院内保育園（たんぽぽ保育園）が利⽤可能である。病児・病後児保育も可能である。
・医師専⽤の住宅を⽤意してあり、無償で貸与している。
・赴任にかかる費⽤の補助がある（上限⾦額あり）。

・内科指導医が8名在籍している。
・研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図る。
・医療安全･感染対策講習会を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。
・CPC を定期的に開催し､専攻医に受講を義務付け､そのための時間的余裕を与える。（2022年度開催実績3回）
・研修施設群合同カンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・地域参加型のカンファレンスを定期的に参画し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講の機会を与え、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与える。
・施設実地調査については研修管理委員会が対応する。

・カリキュラムに⽰す内科領域13 分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療している。
・70疾患群のうち、ほぼすべての疾患群について研修できる。
・専攻研修に必要な剖検数については本院で実施できる。

※　夜間当直手当の超過勤務手当は個人により異なる。
※　同月内で2回以上宿日直を行った場合2回目以降は次の金額が加算される。
　　　2回目：＋10,000円　　3回目：＋20,000円　　4回目：＋30,000円
※　総支給額は宿日直の回数等により変動する。
※　総支給額に超過勤務手当分は含まれない。
※　他、年2回の賞与あり。

専門研修3年次

基本給

夜間当直手当

約475,000円 約500,000円 約523,000円

13,000円＋超過勤務手当4時間

専門研修1年次 専門研修2年次

総支給額（月） 約580,000円 約610,000円 約650,000円

157



5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 千秋 智重

領
域

⽇本内科学会認定医教育施設、⽇本⾼⾎圧学会認定研修施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本透析医学会認定施設、⽇本消化器病学会専⾨医制度認定施設、⽇本消化
器内視鏡学会指導施設、⽇本循環器学会循環器専⾨医研修施設、⽇本呼吸器学会認定施設、⽇本神経学会認定施設、⽇本認知症学会専⾨医教育施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携および⾏政との連携を含む地域包括ケアの構築等も経験できる。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域すべて、70疾患群のうち66疾患群の症例を幅広く経験することができる。

北信総合病院は、⻑野県の北信医療圏における中核病院として優れた診療を⾏う内科医師を育成しています。
当院は経験豊かな指導医が在籍しており各科の協⼒が良好であるので、経験していない疾患も気軽に声をかけてもらえるため、効率的に研修することができます。
また地域で唯⼀の総合病院でもあるので、豊富で多様な疾患を経験することができます。

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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組合⽴諏訪中央病院

【病院写真】

5内科剖検数（件） （2021年実績）

110,420

206,744

230

360

14内科系診療科数（科）

（2021年実績）

（2021年実績）

（2021年実績）

（2021年実績）

（2023.3現在）

（2023.3現在）

4,694

7,184

JMECC

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2022.3現在）

12

15

0

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会 開催予定

開催予定

開催

開催予定

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催予定

開催予定

6回

治験センター

５３.

倫理委員会 開催予定

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

⾕ 直樹

呼吸器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.3現在）

設置予定

内科学会活動 年間3題以上

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

•臨床研究に必要な図書室等を整備しています。
•倫理委員会を設置/開催しています。
•臨床研修・研究センターを設置して研究に関するとりまとめを⾏っています。
•⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計3演題以上の学会発表をしています。

•初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です。
•研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
•組合⽴諏訪中央病院における会計年度任⽤職員として労務環境が保障されています。
•メンタルストレスに適切に対処する部署（総務課庶務係）があります。
•ハラスメント委員会が院内に整備されています。
  •⼥性専攻医も安⼼して勤務できるように、休憩室・更⾐室・仮眠室・シャワー室・当直室が整備されています。
•敷地内に院内保育所があり、利⽤可能です。

•指導医は15名在籍しています。（2022年度末時点）
•内科専⾨研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります。
•医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（2022年度実績：各 1回）して専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
•CPCを定期的に開催（2022年度実績：5回）して専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
•地域参加型カンファレンス（病院・開業医合同勉強会『⼆⽔会』（例年4回開催、2022年度は感染対策のため中⽌）、地域合同カンファレンス（例年4回開催、2022
年度は感染対策のため中⽌））を定期的に開催して専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
•研修施設群合同カンファレンス（内科ケースカンファレンス）を定期的に開催して専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます

•カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち総合内科、消化器、循環器、代謝、腎臓、呼吸器、⾎液、神経、救急の分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療し
ています。
•専⾨研修に必要な剖検（2020年度7体、2021年度5体）を⾏っています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名 若林 禎正

領
域

⽇本内科学会認定医制度教育病院
⽇本循環器学会循環器専⾨医研修施設
⽇本プライマリ・ケア連合学会認定病院総合医養成プログラム施設
⽇本プライマリ・ケア連合学会認定家庭医療後期研修プログラム施設
⽇本プライマリ・ケア連合学会認定新家庭医療後期研修プログラム施設
⽇本東洋医学会研修施設
⽇本呼吸器学会認定施設
⽇本がん治療認定医機構認定研修施設
⽇本透析医学会専⾨医制度認定施設
⽇本静脈経腸栄養学会・ＮＳＴ稼動施設
⽇本緩和医療学会認定研修施設
⽇本消化器内視鏡学会専⾨医制度指導施設
⽇本消化器病学会関連施設
⽇本在宅医学会認定在宅医療研修プログラム施設
⽇本腎臓学会認定研修施設
⽇本臨床腫瘍学会認定研修施設
⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会研修関連施設
⽇本救急医学会救急科専⾨医指定施設
⽇本リウマチ学会教育施設
⽇本感染症学会認定研修施設
⽇本臨床神経⽣理学会準教育施設    他

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できます。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群のうち総合内科、消化器、循環器、代謝、腎臓、呼吸器、⾎液、神経、救急の分野で症例を幅広く経験すること
ができます。

【内科専攻医へのメッセージ】
 患者のどのような訴えにも⽿を傾け、その原因となる疾患を明らかにし、専⾨治療が必要な場合には迅速に専⾨医へ紹介する能⼒を養います。先進医療だけではなく、回復期リハビリ病棟でのケア
や慢性疾患に対する外来診療、通院ができない場合には訪問診療・往診をし、シームレスで患者や家族の⽣活に寄り添う医療を⾏います。

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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※実際の研修受け⼊れ可否につきましては、その都度の相談となります。

佐久総合病院

1内科剖検数（件） （2021年度実績）

86,542

208,651

143

309

12内科系診療科数（科）

（2021年度実績）

（2021年度実績）

（2021年度実績）

（2021年度実績）

（2022.4現在）

（2022.4現在）

1,703

3,486

JMECC

（2023.4現在）

（2023.4現在）

7

11

―

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

内科学会活動 活動予定

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

開催予定

開催予定

予定なし

開催予定

開催予定CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催予定

開催予定

未定

治験センター 設置予定

５４.

倫理委員会 開催予定

臨床研究センター 設置予定

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

松⽥ 正之

リウマチ・膠原病内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.4現在）

領
域

評
価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床研究に必要な図書室を整備しています。
・倫理委員会を設置し、定期的に開催しています。
・臨床研究･治験センターを設置し、定期的に研究審査委員会を開催しています。

・研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
・⻑野県厚⽣連勤務医師として労務環境が保障されています。
・メンタルストレスに適切に対処する部署があります。
・ハラスメント委員会が整備されています。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、更⾐室、当直室が整備されています。
・院内保育所があり、利⽤可能です。

・指導医は11名在籍しています（下記）。
・専攻医の研修を管理する内科専⾨研修委員会を設置し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります。
・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・CPC を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・地域参加型のカンファレンス（佐久医師会勉強会、Subspecialty研究会）を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。

・カリキュラムに⽰す内科領域13 分野のうち、総合内科、神経の分野で定常的に専⾨研修が可能なほか、その他の分野の症例も経験できます。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

副院⻑ 兼 リウマチ・膠原病内科医⻑ 松⽥ 正之

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
総
合
内
科

消
化
器

肝
臓

循
環
器

内
分
泌

腎
臓

糖
尿
病

呼
吸
器

⾎
液

神
経

ア
レ
ル
ギ
ổ

リ
ウ
マ
チ

感
染
症

⽼
年
病

救
急

7 0 0 2 0 1 0 0 0 5 1 2 0 0 0

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

指導責任者名

領
域

⽇本消化器病学会関連施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本神経学会専⾨医制度准教育施設、⽇本透析医学会教育関連施設、⽇本超⾳波医学会超⾳波専⾨医研修施設、
⽇本プライマリ･ケア連合学会病院総合医養成プログラム認定、⽇本リウマチ学会教育施設 ほか

慢性期疾患や在宅医療、健康管理などの地域に根ざした医療や病病･病診連携のみならず、介護福祉連携なども経験できます。

技術･技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術･技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

13領域、70疾患群のうち、総合内科、脳神経、内分泌、代謝、腎臓の各分野の診療を経験することができます。歴史ある地域に根ざした病院であり、全⼈的医療を
実践する場です。

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
総
合
内
科

消
化
器

循
環
器

内
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泌
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腎
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⾎
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× ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ○ △ ○ ◎

※実際の研修受け⼊れ可否につきましては、その都度の相談となります。

あり

内科学会活動 活動予定

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

５５.

倫理委員会 開催予定

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

⽮﨑 善⼀

循環器内科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.4現在）

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催予定

開催予定

開催予定

（2022.4現在）

4,904

13,406

JMECC

CPC

開催予定

開催予定

（2023.4現在）

（2023.4現在）

24

25

ー

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

開催予定

開催予定

未定

治験センター

佐久総合病院佐久医療センター

10内科剖検数（件） （2021年実績）

84,208

216,142

177

450

16内科系診療科数（科）

（2021年度実績）

（2021年度実績）

（2021年度実績）

（2021年度実績）

（2022.4現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・臨床研究に必要な図書室を整備しています。
・倫理委員会を設置し、定期的に開催しています。
・臨床研究･治験センターを設置し、定期的に研究審査委員会を開催しています。
・⽇本内科学会講演会、あるいは同地⽅会に年間で計3演題以上の学会発表をしています。

・初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です。
・研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
・⻑野県厚⽣連勤務医師として労務環境が保障されています。
・メンタルストレスに適切に対処する部署があります。
・ハラスメント委員会が整備されています。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、更⾐室、仮眠室、シャワー室、当直室が整備されています。
・敷地内に院内保育所があり、利⽤可能です。

・指導医は28名在籍しています（下記）。
・専攻医の研修を管理する内科専⾨研修管理委員会(研修委員会を兼ねる)を設置し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります。
・医療倫理･医療安全･感染対策講習会を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・CPCを定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・地域参加型のカンファレンス（佐久医師会勉強会、Subspecialty研究会）を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
・⽇本専⾨医機構による施設実地調査に内科専⾨研修管理委員会が対応します。

・カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち全分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています。
・70疾患群のうちほぼ全疾患群について研修できます。
・専⾨研修に必要な剖検を⾏っています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

副院⻑ 兼 統括内科部⻑ ⽮﨑 善⼀

6） 学会別専⾨医数内訳

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
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24 13 3 11 1 6 2 1 2 0 1 0 1 0 6

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定医制度教育病院、⽇本消化器病学会認定施設、⽇本循環器学会認定循環器専⾨医研修施設、⽇本腎臓学会研修施設、⽇本呼吸器学会特定地域関連施
設、⽇本⾎液学会認定⾎液研修施設、⽇本肝臓学会認定施設、⽇本救急医学会救急科専⾨医指定施設、⽇本透析医学会教育関連施設、⽇本消化器内視鏡学会認定施
設、⽇本消化管学会胃腸科指導施設、⽇本呼吸器内視鏡学会認定施設、⽇本緩和医療学会、⽇本がん治療認定医機構認定研修施設、⽇本感染症学会認定研修施設、⽇
本糖尿病学会認定教育施設 Ⅰ ほか

専⾨医療と救急･急性期医療に特化した地域医療⽀援病院として地域に根ざした医療や、病病･病診連携などが経験できます。

技術･技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術･技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

きわめて稀な疾患を除いて、研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができます。

⼈
数

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

※治験・臨床研究管理室

※治験・臨床研究管理室

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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◎ ◎ ◎ △ △ △ ◎ △ ◎ ○ △ △ ◎

５６. 静岡市⽴清⽔病院

責任者名 吉富 淳

責任者診療科名 呼吸器内科

【病院写真】

内科系診療科数（科） 6 （2022年度実績）

病床数（床） 463 （2022年度実績）

内科系病床数（床） 108 （2022年度実績）

外来患者数（⼈） 171,920 （2022年度実績）

内科系外来患者数（⼈） 48,719 （2022年度実績）

⼊院患者数（⼈） 120,698 （2022年度実績）

内科系⼊院患者数（⼈） 35,169 （2022年度実績）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む 8 （2023年4⽉現在）

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ 8 （2023年4⽉現在）

総合内科専⾨医数（⼈） 10 （2023年4⽉現在）

内科剖検数（件） 0 （2022年度実績）

JMECC 予定なし

医療倫理講習会 開催

医療安全講習会 開催

感染対策講習会 開催

CPC 開催

CPCの開催回数 4

研修施設群合同カンファレンス 予定なし

地域参加型カンファレンス 開催

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

治験センター あり

内科学会活動 年間1-2題

領
域

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない評

価
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

カリキュラムに⽰す内科領域13 分野のうち、呼吸器、神経、循環器、消化器の分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています。

•初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です。
•研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
•静岡市の正規職員としての労務環境が保障されています。
•メンタルストレスに適切に対処する部署（病院総務課）があります。
•ハラスメント委員会（医療安全管理委員会内）が静岡市⽴清⽔病院内に整備されています。
•⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、更⾐室、仮眠室、シャワー室、当直室が整備されています。
•敷地内に院内保育所があり、利⽤可能です。

•指導医が10名在籍しています。
•内科専攻医研修委員会を設置して、施設内で研修する専攻医の研修を管理し、基幹施設に設置されるプログラム管理委員会と連携を図ります。
•医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
（2022年度実績 医療倫理１回、医療安全２回、感染対策２回）
•研修施設群合同カンファレンスを定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
•CPC を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。（2022年度実績 CPC４回）
•地域参加型のカンファレンスを定期的に開催し、専攻医に受講を義務付け、そのための時間的余裕を与えます。
（2022年度実績 感染管理地域連携カンファレンス８回）

⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会に年間で計1演題以上の学会発表を予定しています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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10 9 1 2 0 0 0 6 0 2 3 0 2 0 1

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

きわめて稀な疾患を除いて、研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、61疾患群の症例を幅広く経験することができます。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を、実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療、病診・病病連携なども経験できます。

⽇本アレルギー学会認定教育施設       ⽇本医学放射線学会専⾨医修練協⼒機関
⽇本環境感染学会教育施設          ⽇本感染症学会専⾨医研修施設
⽇本がん治療認定医機構認定研修施設     ⽇本救急医学会救急科専⾨医指定施設
⽇本呼吸器学会認定施設           ⽇本呼吸器内視鏡学会専⾨医制度認定施設
⽇本消化器内視鏡学会指導施設        ⽇本消化器病学会認定施設
⽇本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼働認定施設   ⽇本神経学会教育認定施設
⽇本内科学会認定教育施設          ⽇本認知症学会教育施設
⽇本脳卒中学会研修教育病院         ⽇本⿇酔科学会研修施設
⽇本輸⾎細胞治療学会Ｉ＆Ａ認定施設     ⽇本リハビリテーション医学会研修施設
⽇本臨床細胞学会認定施設          認定輸⾎検査技師研修指定施設

指導責任者名 吉富 淳

【内科専攻医へのメッセージ】
 静岡市⽴清⽔病院は静岡県の中部、静岡市に位置する地域の中核的な病院です。
 東京医科⻭科⼤学等との連携により充実した専⾨医研修が可能となっています。豊富な症例経験を通して、サブスペシャリティー分野の専⾨医取得も視野に⼊
れ、⼗分な臨床⼒を持つ内科専⾨医を⽬指した研修を⾏い、地域貢献のみならず、⽇本の内科学発展に寄与できる医師の育成を⾏います。

領
域

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ △ ○ ◎

５７. 国際医療福祉⼤学熱海病院

責任者名 ⼭⽥ 佳彦

責任者診療科名 糖尿病・代謝・内分泌内科

内科系診療科数（科） 7 （2023.4現在）

病床数（床） 269 （2023.4現在）

内科系病床数（床） 107 （2023.4現在）

外来患者数（⼈） 159,750 （2022年実績）

内科系外来患者数（⼈） 58,386 （2022年実績）

⼊院患者数（⼈） 51,877 （2022年実績）

内科系⼊院患者数（⼈） 23,619 （2022年実績）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む 16 （2023.4現在）

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ 12 （2023.4現在）

総合内科専⾨医数（⼈） 8 （2023.4現在）

内科剖検数（件） 11 （2022年実績）

JMECC 開催

医療倫理講習会 開催予定

医療安全講習会 開催

感染対策講習会 開催

CPC 開催

CPCの開催回数 10回

研修施設群合同カンファレンス 開催予定

地域参加型カンファレンス 開催予定

倫理委員会 開催

臨床研究センター 設置予定

治験センター 設置予定

内科学会活動 年間1-2題

評
価

【病院写真】

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・⽇本内科学会学術講演会あるいは同地⽅会で学会発表を⾏っている。
・内科系学会の講演会等で学会発表を⾏っている。

・初期臨床研修基幹型研修指定病院です。
・研修に必要な図書室とインターネット環境があります。
・国際医療福祉⼤学グループとして労働環境が保障されています。
・メンタルヘルスに適切に対処する部署（公認⼼理⼠が担当）があります。
・ハラスメント委員会が院内に設置されています。
・⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室・更⾐室・仮眠室・当直室が整備されています。
・敷地内に託児室があり利⽤可能です。

・内科専⾨研修プログラム管理委員会にて、基幹施設 連携施設に設置されている研修委員会との連携を図ります。
・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催し、専攻医に受講を義務付けます。
・定期的に開催する内科合同カンファレンスを通じて、担当症例の病態や診断過程の理解を深める。
・CPCを定期的に開催し、専攻医に受講を義務付けている。
・当直医として内科領域救急診療、更に当直医としての病棟急変等の経験を積むことができる。
・専攻医にJMECC受講の機会を与えている。

・カリキュラムに定める内科領域13分野で定常的に専⾨研修が可能な症例を診療している。
・70疾患群のうち、各年次の到達⽬標に応じた疾患群について研修できる。
・研修医に必要な剖検（2022年実績11件）を⾏っています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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8 3 2 2 2 2 1 2 0 3 1 0 0 0 1

7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会認定制度教育病院
⽇本循環器学会認定循環器専⾨研修施設
⽇本内分泌学会内分泌代謝科認定教育施設
⽇本糖尿病学会認定教育施設
⽇本消化器病学会専⾨医制度認定施設
⽇本呼吸器学会認定施設
⽇本神経学会専⾨医制度准教育施設
⽇本消化器内視鏡学会専⾨医制度指導施設
⽇本アレルギー学会アレルギー専⾨医教育研修施設
⽇本がん治療認定医機構認定研修施設
⽇本透析医学会専⾨医制度認定施設
⽇本腎臓学会研修施設
⽇本⾼⾎圧学会研修施設                                                                    ⽇
本救急医学会認定救急科専⾨医指定施設
⽇本脳ドック学会認定施設

急性期医療だけでなく、回復期医療や⾼齢化率47%の超⾼齢化社会に対応した地域に根ざした医療、病診連携・病病連携なども経験できます。

内科専⾨医に必要な臨床技術・治療を実際の症例に基づきながら幅広く経験することができる。

極めて稀な疾患を除き幅広い症例を経験できます。⾼齢者に多くみられる、呼吸器・循環器・消化器・内分泌・代謝・感染症・悪性腫瘍・脳卒中などの疾患を豊富に
経験できる。

国際医療福祉⼤学グループでは、⼤学附属病院として最先端の⾼度専⾨医療を提供するために各専⾨領域の優れた医師と最新の医療機器・設備を備えております。⾼
度な専⾨知識と質の⾼い診断・治療技術を⾝に付けるとともに地域に根ざした全⼈的な診療を実践できる医師に成⻑できることを⽬指して専⾨研修を⾏います。
静岡県東部地区の医療圏、近隣医療圏にある連携施設に加えてグループ施設の都市部の医療圏や異なる県域での内科専⾨研修を経て熱海・伊東医療圏の医療事情を理
解し、地域の実情に合わせた実践的な医療を⾏えるような研修プログラムとなっています。内科専⾨医として基本的臨床能⼒獲得後はさらに⾼度な総合内科の
Generalityを獲得する場合や内科領域Subspecialty専⾨医への道を歩む場合を想定した研修を⾏えるプログラムにて将来の地域医療を⽀える内科専⾨医の育成を⾏い
ます。

領
域

指導責任者名 ⼭⽥ 佳彦

⼈
数
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

予定なし

内科学会活動 活動予定

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

５８.

倫理委員会 開催

臨床研究センター 予定なし

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

上⽥ 智広

総合診療科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2022.3現在）

開催

予定なし

予定なし

開催

予定なしCPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

予定なし

予定なし

治験センター

（2022.3現在）

23,571

27,607

JMECC

（2022.3現在）

（2022.3現在）

（2022.3現在）

1

3

3

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

公⽴⾢智病院

【病院写真】

0内科剖検数（件） （2020年実績）

14,919

43,918

98

98

1内科系診療科数（科）

（2020年実績）

（2020年実績）

（2020年実績）

（2020年実績）

（2022.3現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

診療科⽬は内科（総合診療科）・外科・⼩児科・産婦⼈科・⿇酔科・⻭科・整形外科・泌尿器科・精神科・⽪膚科の合計10科で病床数は98床（急性期⼀般病床57
床・地域包括ケア病床41床）です。
・常勤医師としての労務環境が保証されています。
・研修に必要な図書室やインターネット環境（ＷｉＦｉ）があります。
・研修内容や⽣活⾯など企画調整課が相談窓⼝となり丁寧に対応します。基幹施設と常に連携を取りながら適切に対処していきます。
・病院の近隣に家電付き医師住宅を完備しております。
・専攻医が安⼼して勤務できるように、休憩室、当直室等が整備されています。
・託児事業（公⽴⾢智病院ファミリーサポート事業）があり、安⼼して当直や研修が継続できるよう⽀援しています。
・病院に隣接した病児保育室「コスモス」があります。

・常勤医師10名で、その内、内科・総合診療科医師が5名います。
・倫理委員会・医療安全研修会・感染対策研修会を定期的に開催し、専攻医が受講できるよう配慮します。
・ 研修施設群合同カンファレンスに定期的な参画を⾏い、専攻医が参加できるよう調整と計画を⾏います。
・地域の医療・介護・福祉関係者で構成する「情報交換会」を定期的に開催し、患者の社会的背景や地域の医療・介護資源が⾒えるよう、専攻医が参加できる環境
を整えています。

カリキュラムに⽰す内科領域 13 分野のうち、総合内科、消化器、循環器、腎臓、呼吸器、⾎液、アレルギー及び膠原病の分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を
診療しています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

地域包括医療・ケア認定施設

急性期医療だけでなく、超⾼齢社会に対応した地域に根差した医療、病病連携、病診連携、退院⽀援、退院調整会議や個別ケース検討会への出席、主治医意⾒書の
作成など経験することができます。

技術・評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。
具体的には、すべての疾患の診断と初期治療、感染症・⼼不全・脳⾎管疾患・緩和ケアなどの⼊院外来治療や上部消化管内視鏡検査、胸部・腹部超⾳波検査を経験
することができます。

極めて稀な疾患を除いて、研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域、70疾患群の症例を幅広く経験することができます。

公⽴⾢智病院は⼈⼝約18,000⼈の⾢智郡内唯⼀の救急告⽰病院です。年間600から700台の救急⾞の受け⼊れがあります。ほぼすべての救急患者を受け⼊れ、診断
し、緊急⼿術や⼼臓カテーテル治療といった侵襲的かつ専⾨的治療は第三次救急医療機関へ搬送し、可能な限りの救急疾患患者の⼊院治療を⾏います。
平成26年から地域包括ケア病床を⽴ち上げ、要介護状態になっても、住み慣れた地で⾃⽴した⾃分らしい⽣活を⼈⽣の最後まで続けられるよう⽀援を⾏っていま
す。患者さんに寄り添った包括的な医療が⾏えるよう、研修体制を整えています。

⼈
数

酒井 和久

領
域

指導責任者名
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1．連携施設の概要
1） 診療科数・病床数・患者数情報

2） 指導医・専⾨医数情報

3） 剖検数

4） 講習会等の開催

2．連携施設の13領域における研修可能性の評価
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

評価（4段階評価）
 ◎研修できる
 ○時に経験できる
 △ほとんど経験できない
 ×まったく経験できない

領
域

評
価

５９.

倫理委員会 開催

臨床研究センター あり

⼊院患者数（⼈）

内科系外来患者数（⼈）

内科系⼊院患者数（⼈）

責任者名

責任者診療科名

井村 洋

総合診療科

外来患者数（⼈）

内科系病床数（床）

病床数（床） （2023.4現在）

開催

開催

開催

開催

開催CPC

CPCの開催回数

研修施設群合同カンファレンス

地域参加型カンファレンス

感染対策講習会

開催

開催

5回

治験センター あり

JMECC

（2023.4現在）

（2023.4現在）

（2023.4現在）

56

15

15

総合内科専⾨医数（⼈）

内科指導医数（⼈）※⾮常勤含む

内科指導医数（⼈）※常勤医のみ

医療倫理講習会

医療安全講習会

内科学会活動 年間3題以上

10内科剖検数（件） （2022実績）

7,242

24,172

10,983

19,281

（2022実績）年間新外来患者数
（臨床研修年次報告と連動）
（2022実績）年間新外来患者数
（臨床研修年次報告と連動）
（2022実績）年間⼊院患者数（新⼊患
数）（臨床研修年次報告と連動）
（2022実績）年間⼊院患者数（新⼊患
数）（臨床研修年次報告と連動）

飯塚病院

570

1,048

17内科系診療科数（科）

（2023.4現在）

（2023.4現在）
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3．連携施設における研修環境について
1） 専攻医の環境（認定基準【整備基準23】）

2） 専⾨研修プログラムの環境（認定基準【整備基準23】）

3） 診療経験の環境（認定基準【整備基準24】）

4） 学術活動の環境（認定基準【整備基準24】）

・ 臨床研究に必要な図書室などを整備しています。
・ 倫理委員会を設置し，定期的に開催しています。
・ 治験管理室を設置し，定期的に受託研究審査会を開催しています。
・ ⽇本内科学会講演会あるいは同地⽅会での学会発表を⾏っています。また、国内外の内科系学会での学会発表にも積極的に取り組める環境があります。

・ 初期臨床研修制度基幹型研修指定病院です。
・ 研修に必要な図書室とインターネット環境（有線LAN，Wi-Fi）があります．
・ 飯塚病院専攻医として労務環境が保障されています。
・ メンタルストレスに適切に対処する部署およびハラスメント窓⼝として医務室があります．医務室には産業医および保健師が常駐しています。
・ ⼥性専攻医が安⼼して勤務できるように，休憩室，更⾐室，仮眠室，シャワー室，当直室が整備されています。
・ 敷地内に24時間対応院内託児所，隣接する施設に病児保育室があり，利⽤可能です。

・ 指導医は15名在籍しています（下記）。
・ 内科専⾨研修プログラム管理委員会にて，基幹施設，連携施設に設置されている研修委員会との連携を図ります。
・ 基幹施設内で研修する専攻医の研修を管理する，内科専⾨研修委員会を設置します。
・ 医療倫理・医療安全・感染対策講習会を定期的に開催（2022年実績 医療倫理5回，医療安全6回，感染対策4回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間
的余裕を与えます。
・ CPC を定期的に開催（2022年実績5回）し，専攻医に受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます。
・ プログラムに所属する全専攻医にJMECC受講を義務付け，そのための時間的余裕を与えます。
・ 特別連携施設の専⾨研修では，症例指導医と飯塚病院の担当指導医が連携し研修指導を⾏います．なお，研修期間中は飯塚病院の担当指導医による定期的な電話
や訪問での⾯談・カンファレンスなどにより研修指導を⾏います。
・ ⽇本専⾨医機構による施設実地調査に教育推進本部が対応します。

・ カリキュラムに⽰す内科領域13分野のうち全分野で定常的に専⾨研修が可能な症例数を診療しています。
・ 70疾患群のうちほぼ全疾患群（少なくても45以上の疾患群）について研修できます。
・ 専⾨研修に必要な剖検を⾏っています。
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5） 指導責任者から専攻医へのメッセージ

6） 学会別専⾨医数内訳
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7） 経験できる疾患群

8） 経験できる技術・技能

9） 経験できる地域医療・診療連携

10）学会認定施設（内科系）

⽇本内科学会 教育病院、⽇本救急医学会 救急科指定施設、⽇本消化器病学会 認定施設、⽇本循環器学会 研修施設
⽇本呼吸器学会 認定施設、⽇本⾎液学会 研修施設、⽇本糖尿病学会 認定教育施設、⽇本腎臓学会 研修施設
⽇本肝臓学会 認定施設、⽇本神経学会 教育施設、⽇本リウマチ学会 教育施設、⽇本臨床腫瘍学会 研修施設
⽇本消化器内視鏡学会 指導施設、⽇本消化管学会 胃腸科指導施設、⽇本呼吸器内視鏡学会 認定施設
⽇本呼吸療法医学会 研修施設、飯塚・頴⽥家庭医療プログラム、⽇本緩和医療学会 認定研修施設
⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会 研修施設、⽇本不整脈学会・⽇本⼼電図学会認定 不整脈専⾨医研修施設
⽇本肝胆膵外科学会 ⾼度技能専⾨医修練施設A、⽇本胆道学会指導施設、⽇本がん治療医認定医機構 認定研修施設
⽇本透析医学会 認定施設、⽇本⾼⾎圧学会 認定施設、⽇本脳卒中学会 研修教育病院、⽇本臨床細胞学会 教育研修施設
⽇本東洋医学会 研修施設、⽇本静脈経腸栄養学会 NST稼動施設、⽇本栄養療法推進協議会 NST稼動施設   など

急性期医療だけでなく，超⾼齢社会に対応した地域に根ざした医療，病診・病病連携なども経験できます。

技術・技能評価⼿帳にある内科専⾨医に必要な技術・技能を，実際の症例に基づきながら幅広く経験することができます。

きわめて稀な疾患を除いて，研修⼿帳（疾患群項⽬表）にある13領域，70疾患群の症例を幅広く経験することができます。

飯塚病院内科専⾨研修プログラムを通じて，プライマリ・ケアから⾼度急性期医療，地⽅都市から僻地・離島の全ての診療に対応できるような能⼒的基盤を⾝に付
けることができます．⽶国ピッツバーグ⼤学の教育専⾨医と，6年間に亘り共同で医学教育システム作りに取り組んだ結果構築し得た，教育プログラムおよび教育指
導⽅法を反映した研修を⾏います．
専攻医の皆さんの可能性を最⼤限に⾼めるための「価値ある」内科専⾨研修プログラムを作り続ける覚悟です．将来のキャリアパスが決定している⽅，していない
⽅，いずれに対しても価値のある研修を⾏います。

⼈
数

領
域

指導責任者名 増本 陽秀
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